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　どんな重い罪も、いつかはゆるされるときがくるはずよ。

　もし罪をゆるされない者がいるとすれば、それは……







　白しら雪ゆきはぼんやりとあたりを見まわした。

　無数の人のうめき声。白い煙けむりのような埃ほこりの漂ただよう空気。枯かれた冬草に散る赤い血の色。

「ここは君によくない。ひとまず親しん王のう御ご所しよへ」

　琥こ珀はくが近づいてきて、白雪の腕うでにふれた。白雪はじっと琥珀を見つめる。

「ここにいても、もう朱あか月つきは戻もどってこないよ」

　琥珀の言葉に、白雪はぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。だが、その場を去る気にもなれない。

「療りよう部ぶの者は施せ療りようをお願いします！　そうでない方も、お手をお貸しください！」

　聞き憶おぼえのある青年の声が響ひびいた。見ると、療部卿きようが幾いく人にんかの部下を引き連れて駆かけてくる。

　白雪は、ゆらりとそちらへ歩を向ける。琥珀の腕が遠くなった。

「白雪……」

　琥珀の呼びかけにもかまわず、強くなる血ち臭しゆうへと向かう。

「手伝います」

　地面に膝ひざをついて、負傷者の施療を始めていた療部卿に声をかけると、彼はぎょっとしたように振ふり向いた。

「姫ひめ……」

　戸と惑まどう療部卿から、白雪は地面に伏ふせる者に視線を移した。

　朱月の攻こう撃げきで傷ついた侍じ者しやの体から血が流れ落ちて地面を染めている。血の臭においは強かったが、白雪は何も感じなかった。

「どうすればよろしいのですか」

「……では、お力ちから添ぞえを願います」

　尋たずねると、療部卿はそう答え、施療の手順をひとつひとつ実行しながら教えてくれる。白雪はそれをひととおり見てとると、近くに倒れていた者に近づいて、同じように施療を始めた。

　負傷者の体を仰あお向むかせ、傷を調べる。裂さけた傷から覗のぞく肉が赤い。白雪はそれに一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、すぐに施療の呪じゆ詞しを唱え始めた。

　斎さい宮ぐうとして受けた教育で、白雪も新しい呪詞を憶えている。それらを実行したことはなかったが、呪詞を唱えるとたちまち竜りゆ珠うしゆが反応して、全身がぼんやりとしたひかりを帯おび始めるのが自分でも見えた。同時に、周囲で負傷者を救助し手当てしていた者たちが感かん嘆たんの声を上げる。

「姫さまが……！」

「お手当てくださるとは！」

「見ろ、傷が……」

　白雪が手をかざした傷は、みるみるうちにふさがり、癒いえていく。

　意識を失っていた侍者が、白雪の手の下で身み動じろいだ。ゆっくりと目をあけ、彼は眩まぶしげに瞬まばたく。

「姫、……」

「だいじょうぶですか」

　白雪は低い声で話しかけた。話しかけられた侍者は、まじまじと白雪を見上げる。

「姫が、自分を……？」

　白雪は黙だまっていた。かけるべき言葉が見つからなかった。

　──あの人がこんなふうに人を傷つけたのは、自分のせいなのだから。










　新年の祝しゆ宴くえんは、表向きは闖ちんに入ゆう者による騒そう動どうが起きたためとしておひらきになり、各国の使者とその従者は保護の名目で自室へ引き揚げさせられた。

　隣りん国ごく、長ちよう汀ていの使者である静せい玄げんだけは、従者がなくひとりきりで自室に軟なん禁きん状態に置かれた。静玄を穏おん便びんに自室へ引き揚げさせたのは刑ぎよう部ぶ卿きよう佳か春はるである。

　神しん杖じようの司法をつかさどる身でありながらも、有事の際には聖せい王おうの身辺護人を務める刑部卿自らが任に当たるのは、軟禁される静玄が隣国の太子だからだ。今、聖王には、佳春の腹心の部下である道どう延えんが代理で警護についている。

「──では、静玄どのの従者は、今はどこにいるかわからないのですね」

　佳春はいつもと違ちがって丁てい寧ねいに、ゆっくりとしたやわらかい声で問いかけた。

　室内の調度は、賓ひん客きやくとして扱あつかわれる静玄のために趣向を凝こらされている。そのひとつ、長なが椅い子すに腰こしかけた静玄は、じっと佳春を見上げた。

「そうだ」

「そうなりますと、静玄どののお立場が変わってきますが」

「どのように」

「斎宮を誘さそい出して殺そうとした男が静玄どのの従者で、今はその所在がわからないとなれば、斎宮を害そうとした者の主人あるじとして、従者の疑いが晴れるまでは石壁が剝むき出しの部屋に入っていただかなくてはなりません」

　佳春はそう言うと、やや顔をしかめた。それから小さく溜ため息いきをつく。

「私の部下に斎宮の騎き士しがおるのですが、その者は、静玄どのが斎宮の姫を謀ぼう殺さつしかけたと言っています。これが本当ならばただごとではない。しかし、警けい戒かいを怠おこたらぬように努めていましたが、静玄どのの動きに不ふ審しんなところは見られなかった」

　静玄は眉まゆを上げた。

「私を見張っていたと」

「静玄どのだけではありません。公おおやけにはできませんが、すべての賓客の方々に監かん視しがついていました」

　佳春は淡たん々たんと告げる。「しかし、従者はその監視から漏もれていました。というより、どの従者も必ず使者の方々と行動をともにしていましたから、静玄どのの従者である朱あか里りどのの単独行動は想定していなかったのです。これは我々の過失でした。──静玄どのが朱里どのを従者としてお選びになったのは、どのような理由からですか」

　静玄は押し黙って、視線を下げた。

　佳春は先を促うながさなかった。黙って腕を組むと、壁かべにもたれて静玄を見る。

　佳春に決定権はないから、静玄を尋じん問もんして真相を追つい及きゆうするわけにはいかなかった。だが聖王より勅ちよく命めいがあれば、隣国の国主代理でも容よう赦しやなく罪に問わねばならない。佳春としてはそれは避さけたかった。そんなことをすれば隣国との関係に軋あつ轢れきが生じるのは必至である。表面上とはいえ、これまで神杖と長汀は友好関係を保ってきたのだ。

　室外で人が騒さわぎ立てる物音がした。いくつかの声が混じって聞こえる。その中に少女のかぼそい、しかししっかりした強い声を聞き取って佳春はすばやく動いた。静玄は、彼が自分に向かってくるかと思ったのか、はっとしたように顔を上げた。佳春がそれにかまわず戸口に駆け寄ると、ほとんど同時に扉とびらがあいた。

「……静玄さまは……」

　あいた扉の隙すき間まから体を押し込むようにして入ってきたのは、この国では聖王に次ぐ地位と身分を持つ神聖なる少女、白雪だった。

「白雪さま」

　佳春は戸惑って白雪を見、次いでその背後に立つ騎士たちを見た。蘇す芳おうと青せい磁じが困こん惑わくの表情を浮うかべている。

「静玄さまは、わるくないです」

　部屋に入ってきた白雪に、静玄が驚おどろいて立ち上がる。

「姫、そのお姿は」

　白雪の衣服は血と泥どろで汚よごれていた。怪け我がはないようだが、見た者を不安にさせる空気を漂わせている。それにひどく消しよう耗もうしているようで、数時間前に行われた新年の言こと祝ほぎのときの潑はつ剌らつとした表情は影かげもない。ふっくらとしていた頰ほおは青白くなって、瘦こけてさえ見えた。

「姫は負傷者の施療に携たずさわっていらっしゃったのですが、……静玄どのをご案じになって」

　部屋に入ってきた蘇芳が説明する。つづいて入ってきた青磁は、こわばった顔で扉を閉めた。

「さきほどの件は、わたしのせいです」

　白雪は静玄から佳春に視線を移した。「静玄さまは関係ないのですから、咎とがめ立てしないでください」

「さきほどの件、とは」

「あ、……あの人が、あんなことをしたのは、わたしのせいなんです」

　ためらいながらも白雪はつづけた。「佳春さんがここにいるのは、静玄さまが従者に命じてわたしを殺そうとしたと疑われているからでしょう？」

　佳春は苦く笑しようした。

「さすが白雪さま、よくおわかりですね。確かに、あの男はこの方の従者だった。今、それについてお尋ねしていたところです。何な故ぜ、あの男を従者として連れてきたのかと」

「朱里はこの国の人間だが、記き憶おくを失っているというので、記憶を取り戻す手がかりになればと思い、連れてきた。……もとは私の従者でもある我が国の最高位の術師、浅あさ緋ひの友人だ」

　立ち上がり、静玄はつづけた。「朱里自身について、私はそこまでしか知らぬ」

「浅緋どの、ですか。お名前は存じ上げております」

　佳春は丁寧に答えた。「失礼ですが、貴国ではさほど竜珠に重きを置かれないごようす。それなのに竜珠である浅緋どのは、ここ十年余りで内政の中ちゆ枢うすうに入り込んでいるそうですね」

　静玄が剣けん吞のんな顔つきで佳春を見た。

「よく調べておるな、刑部卿」

　神杖は鎖さ国こく状態で、他国との交流を最小限にとどめているが、他国の内部事情を探さぐるために各国へ間かん諜ちようを放っていた。表おも沙てざ汰たにはされないが、刑部省はその間諜たちを統とう括かつしている。

「静玄どのがあの男についての詳しよう細さいを知り得ないというのであれば、浅緋どのを召しよ喚うかんして、」

「あの人はわたしの父、……だった人です」

　言いかけた佳春の前に立ちはだかって、白雪は激しく言った。「あの人は、本当の名は朱里ではなくて、朱月という人です。ずっとわたしと一いつ緒しよにいた人です」

「姫、落ちついてください」

　蘇芳がとりなす。「その件について、姫が言い及およばれる必要は──」

「あの人はわたしを殺しに来たんです」

　白雪は早口で言うと目を閉じた。震ふるえる声が言葉を紡つむぐ。

「静玄さまについてきたのは、わたしに近づこうとしたからだと思います。わたしは、あの人は死んだと思っていました。でも、そうではなくて、……あの人は、わたしを殺しに来たのです」

　ゆっくりと、白雪は瞼まぶたを上げた。その瞳ひとみは興奮のせいか深い青に染まっている。佳春は不ふ謹きん慎しんと知りつつも見とれた。美しい、青い瞳。

　神杖では深い青は喪もし色よくとされ、忌いまれもするが逆に敬うやまわれもした。それは竜珠の国祖が国土を統一した時点で、瞳と髪かみが同系色の青だったためだ。国祖は自らが手にかけた数多あまたの者を悼いたみ、国土統一とともに盛大な葬そう礼れいを行った。

　建国当時の国祖も、今の白雪と同じ色の瞳をしていたのではないだろうかと佳春は思った。それほどまでにこの瞳は強い意志を湛たたえていた。

「わたしを害そうとしたのはあの人の個人的な行動です。ですから、この件で静玄さまを拘こう束そくしたり、不当に行動の自由を奪うばうのはやめてください。お願いです」

「しかし、陛下がなんとおっしゃるか……」

　実のところ、聖王楓さつ院いん清せい祥しよう、──白雪の伯父おじとされる祥しよう琳りんは、静玄の処しよ遇ぐうについて何も言げんき及ゆうしなかった。自分も古くから見知っていた朱月が、白雪を狙ねらって城に入り込んでいたという事実によって与あたえられた心身への衝しよう撃げきが大きく、佳春に一いつ切さいをまかせると言い残して今は寝しん所じよに引き取っていたのだ。

「ならば、わたしが長汀へ行きます」

　思いがけない白雪の発言に、さすがの佳春もぎょっとした。

「姫!?」

「何を」

　蘇芳と青磁が声を交じらせる。

「静玄さまをこんな不ふ名めい誉よな形でこちらに留とめ置くなら、静玄さまをお送りして長汀へ行き、その浅緋さまに会ってお話を聞いてきます。──そうすれば結界のせいで困っている人たちの手助けもできるかもしれないわ」

　白雪の口調は落ちついているように聞こえたが、言っている内容は突とつ拍ぴよう子しもなく、興奮が収まっていないようだった。

　まだ身も心も未熟な少女を落ちつかせ、緊きん張ちようを解きほぐし不安を取り除けるのは、騎士のうちでも特とく殊しゆな竜珠を有する黒こく曜ようただひとりである。だが今、彼はそばにいない。

　佳春は内心の焦あせりを隠かくして、蘇芳と青磁を見比べた。どちらもすぐれた騎士だが、あまりにも斎宮を想おもいすぎていて余よ裕ゆうがないのが佳春にはわかった。今のかれらはただおろおろするばかりである。

「白雪さま、そのような無茶をおっしゃらんでください。あいつが、……いや、陛下が泣きますよ」

　思わず佳春はいつものように砕くだけた調子で白雪を諭さとす。「陛下は白雪さまを何よりも大切にしている。それに、斎宮は結界の外へ出るべきではありません」

「でもその結界が他国の人々を苦しめているなんて、おかしいわ！」

　とうとう白雪もいつもの調子に戻もどってしまった。取り繕つくろっていた姫君の仮面が外れてしまう。

　神杖を守る結界は斎宮によって張られている。結界は神杖に寄りつこうとする悪あく霊りようをはじき、はじかれた悪霊は他国へ害を及ぼす。その事実を、神杖で育たなかった白雪は静玄に聞かされるまで知らなかった。

「誰だれかを守るために誰かが苦しむなんて、おかしいわ……！」

　佳春は小さく息をついた。──かつて自分が仕えていた姫も、昔は同じ疑問を抱いだいていた。

「だからわたしは、結界を……」

　叫ぶように喋しやべりつづけていた白雪の前に青磁が立ちはだかる。佳春がまずいと思ったときにはもう遅かった。青磁の手が伸のびて、白雪の襟えり首くびを摑つかむ。あまりにも突とつ然ぜんだったので、白雪は抵てい抗こうできなかった。

　青磁の手がしなやかに動いて、白雪の頰ほおを撲うった。軽い音が二度つづき、白雪の頰は左右ともたちまち赤くなった。

「青磁、何をする！」

「こいつがばかなことを言うからだ！」

　蘇芳に咎められ、青磁は即そく座ざに返した。

　撲たれた白雪は茫ぼう然ぜんとしている。大きく目を瞠みはり、何が起きたのか理解できないというような顔をして。

「いつからおまえは自国の民たみを放ほうり出したまま他国の民を助けられるほど偉えらくなったんだ!?」

　青磁の詰なじるような叱しつ咤たに、白雪ははっと我に返った。

　青磁は、声こわ音ねとは裏腹にひどく悲しげなまなざしを白雪に向けている。

「……白雪、だいじょうぶか」

　蘇芳が近づいて、赤くなった頰にふれようとした。だが、びくりと身を竦すくめた少女に、その動きを止める。

「すまない、だが、……青磁の言ったとおりだ。自分の足もとも覚おぼ束つかないのに、他の者を手助けすることなどできはしないぞ」

　やさしく諭さとすような声音に、白雪はうなだれる。

「姫」

　静玄の呼びかけに、白雪は振ふり向いた。

　彼は白雪に歩み寄ると膝ひざをついた。

「私ごときが申し上げられる立場ではございませんが、あまり無茶をなさらないでください」

　穏おだやかに、静玄は白雪に語りかけた。「確かに、結界の件については一刻も早く対処していただきたいというのが本音ですが、今の姫に無理は申し上げられません。それに、あの男を連れてきたのは確かに私です」

　静玄の言葉には誠意がこめられていた。白雪はじっと彼の声に耳を傾かたむけた。

「けれど、これだけは信じていただきたい。一度は姫のお命を危あやうくした私ですが、あの男の企たくらみについては、本当に存じませんでした」

「ええ、……それは、わかっています」

　竜珠だから、自分の思いがわかるのだろうか。静玄はそう思ったが問わなかった。

　長汀の者は、竜珠の不思議の力を忌いむ。だから静玄は竜珠だが、王位を継つぐために竜珠としての力を伸ばし鍛きたえることをしなかった。

　竜珠が重く強い力を有するこの姫には、今の自分がどのように見えているのか、何を考えているのかがわかるのか。そう考えても、彼女を嫌けん忌きする気持ちはちらりとも湧わかない。

「姫、できることなら、私をこのまま本国へ帰していただけませんか。あの男がどうしてあのようなことをしたか、必ず浅緋に尋たずねて折り返しご報告させていただきますゆえ」

「都合のいいことをおっしゃいますな」

　低い声は青磁のものだった。「こちらは、……どれほどの負傷者が出たかご存じですか」

「──姫が結界のことを考えるとおっしゃってくださった、その言葉を信じています。いつか我々の願いを叶かなえていただけるならば、今少し、お待ちいたします」

　静玄は青磁の言葉を無視してつづけた。「どうか、姫……私を信じていただきたい」
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　白雪の手を取る。その手のひらにはこの国の斎宮に施ほどこされる烙らく印いんがあった。無む惨ざんな傷きず痕あとに、静玄の胸は痛んだ。

　そっと頭こうべを垂れて、その傷痕に額ひたいを押し当てる。

「……はい」

　白雪は答えた。「今は、静玄さまを信じます……」

　静玄はその言葉に顔を上げる。

「姫、……ありがとうございます」

　かつて静玄はこの少女の命を狙ねらった。そして今また静玄の従者に危ない目に遭あわされたというのに、自分を信じるとこの少女は言うのだ。

　これではけっして自分は彼女を裏切ることなどできないではないかと、静玄は強く思った。

「……姫!?」

　静玄が立ち上がりかけると同時に、ぐらりと白雪の体が傾かしいだ。思わず静玄は手を伸ばすが、一瞬早く蘇芳が細い体を抱だき留める。

「緊張が緩ゆるんだのでしょう」と、蘇芳は静玄を見、次いで佳春を見た。「自分も、姫を信じています。──姫のお言葉通りになさってくださいますか、刑部卿」

　それまで黙だまっていた佳春は肩かたをすくめた。

「せざるを得まい。白雪さまのお言葉は、今や陛下に次ぐ威い力りよくを持つんだからな」

　そう、今や白雪は言葉ひとつで国を動かすことができる。

　──ただ問題は、本人がそれを知らないということだ。










　痛い。

　最初に白雪の意識を呼び覚ましたのは鈍にぶい痛みだった。体の奥から込こみ上げてくる痛み。腹の中で鉦かねや太たい鼓こや銅ど鑼らを激しく打ち鳴らされているようだ。

　身み動じろぐと、憶おぼえのある寝しん台だいに寝ねかされているのがわかった。やわらかい布地を指先でまさぐると、傍かたわらに人の気配が近づいてくる。

「お目ざめになりましたか」

　夏か乃のの声に、白雪は瞬まばたく。

「夏乃さん……」

　見慣れた顔が覗のぞき込んでいて、白雪は安あん堵どを覚えた。

　側そば仕づかえを呼ぶとき、敬けい称しようの『さん』はつけなくてもいいと言われたが、それでも白雪は、彼女を今でもさん付けで呼ぶ。年上の人間を気安く呼び捨てられるような育ち方はしていなかった。

「ご気分はいかがですか？」

　やさしい問いかけに、白雪はぼんやりしながら、自分が何をしていたかを思い出そうとした。だが、そうすると腹だけでなく頭も鈍く痛んだ。

「わたし、……どうしたの？」

「お倒たおれになられたのです。侍じ者しやの方々のお怪け我がを治されていたと伺うかがったので、お疲つかれになったのでしょう。それに、その、……姫さまには、月がいらしたのです」

　その言い回しに、白雪は何のことかと戸と惑まどった。しかし、身を起こそうとしてとたんに腹部にはしった激痛に、初潮が訪おとずれたのだと察する。痛覚が意識を完全に回復させ、下か肢しの違い和わ感かんにも気づいた。

「手当てをしてくれたのは、夏乃さん？」

　恐おそる恐る尋ねると、

「もちろんです。他の者に姫さまの御おん身みをふれさせるわけにはまいりません」と、夏乃は答えた。

　白雪はそろりと起き上がった。僅わずかでも身動ぐたびにずきずきと痛みを訴うつたえる腹部に手を当てる。

「ありがとう。……話には聞いていたけれど、本当にとても痛いのね」

　子どもを産む女性の身体機能や、そのために月の影えい響きようを受けて訪れる月経について、白雪はつい最近までまったく無知だった。

　男親と旅をしていたのだから何も知らなくても仕方がないと、知識を与あたえてくれた琥珀にはとりなされたが、それにしても不思議なほどに白雪は何も知らなかった。女性だけでなく、男性の体のつくりもまったく知らなかったし、どちらにも興味を持っていなかったのだ。

「薬湯をお持ちしますか」

「いいわ、それよりわたし、行かなくちゃ」

「行くとは、どちらへ」

　白雪がよろよろと寝台を降りようとすると、夏乃が慌あわてて止める。

「祥琳さまのところへ、……祥琳さまに、静玄さまは何も関係ないって、お伝えしなければ」

「あの方なら、お国にお戻もどりになられました」

　夏乃は、逸はやる白雪をなだめる。「姫さまはまる一日お眠ねむりだったのです。そのあいだに、他国の方々は水鏡を使ってみな出国されました」

「では、静玄さまは、……咎とがめられずに済んだの？」

「あの方は姫さまの命めいがありましたから、誰だれにも咎め立てはできません。姫さまは、陛下に次ぐ聖なる位にお就つきなのですから」

　白雪はその言葉に安堵よりも驚きよう愕がくを覚えて、目を大きく瞠みはった。

　確かに自分は斎宮となった。しかし、斎宮がそれほどまでに権力を持つ地位であるとは、白雪は実感していなかったのである。

　静玄の身み柄がらが拘こう束そくされずに済んだのは安心したが、それが自分の言葉によるものかと思うと、胸の裡うちが冷えるような気がした。

　自分の言葉ひとつで、人の立場が左右される……

「姫さまがお目ざめになったら、黒曜さまがご報告したいことがあるとおっしゃってました」

「黒曜が？」

　茫ぼう然ぜんとしていた白雪は、夏乃の言葉で我に返った。そこで初めて、自分の近くに千ち白しろの気配がまったくないことに気づく。

　傷だらけになった千白を運んだのは黒曜だから、そのことについての報告だろう。

「騎き士しさま方は、姫さまを心配なさっていました。今はそれぞれのお仕事に戻ってらっしゃいますが、いつでも呼んでくれれば駆かけつけるとおっしゃっていましたよ」

　白雪は寝台の上でうなだれた。

「……みんなを呼ぶ必要はないわ。黒曜だけで、いいです」

　黒曜の穏おだやかなあたたかみが、今の自分にはとても必要な気がしていた。










　しばらくすると下腹の痛みがひどくなり、動くこともままならなくなったので、白雪は寝台に横になったまま、黒曜に会った。

「ごめんなさい……」

　寝しん室しつまで呼び寄せてしまったことを謝あやまると、寝台の傍らに腰こしかけた黒曜は首を振ふった。

「とても痛そうだ」

　黒曜は眉まゆをひそめて言うと、白雪の左手にふれた。「代われるなら、いいのに」

　思わず白雪は顔をほころばせる。

「無理よ。だって黒曜は男だもの」

「そうだな」

　めずらしく黒曜が苦く笑しようし、次いで話題を変えた。「──輝キ石セキノ神カミは、杖つえの間まで眠っている。今は肉体の活動は止まっているようだ」

「死んでは、いないのね……？」

　黒曜は黙ってうなずいた。「杖の間まで行きたいなら、連れて行く。祈き禱とう所じよの祭さい壇だんの下に」

　白雪は首を振った。

　動かない千白、──死んでもいないし生きてもいない千白を見るのは、ひどく怖ろしい気がしたのだ。

「……杖の間なんて、あるのね。知らなかったわ」

「とにかく閏うるう旬じゆんをしのいでから教えようと思っていたと、琥珀は言っていた。憶おぼえることが多すぎるから、ひとつひとつこなしていこうと──」

　琥珀の気き遣づかいに、白雪は苦笑する。

「みんな、やさしいのね。わたし、甘やかされてばかりだわ」

「しらゆき」

　黒曜は、白雪の左手をそっと両手で包んだ。「みんな、君が大切で、傷つけたくないんだ」

「わかってる……けれど、そのためにわたしに教えてくれないことが多いのね」

　黒曜のふれているところからぬくもりが伝わってくる。いつもならばこのぬくもりが心のささくれや不安を取り除いてくれるのに、今の白雪の心こころ許もとない気持ちは晴れなかった。だが、少し動くだけでも下腹から広がるずきずきとした腹痛がやわらいだのはありがたかった。

「……みんな、知ってたの？」

　白雪は目を上げて黒曜を見つめた。まっすぐな黒い瞳ひとみが、いぶかしげな色を宿している。

「わたしが、本当は、──」

　白雪が言い終えるより前に、黒曜は頭かぶりを振った。

「みんなずっと、朱月があのような人だとは知らなかった。彼が君の父だというのにも、疑いを持たなかった。白しら鷺さぎさまもそうおっしゃっていたから」

「母さんは本当に噓うそばかりついてたのね」

　母がもし生きていたら、言葉激しく罵ののしっていたかもしれない。白雪はそんな気持ちになった自分に思わず苦笑した。

「……祥琳さまは、ご存じだったのかしら」

　母から連想した白雪は、問うでもなく呟つぶやいた。黒曜は、白雪が答えを求めているわけではないと気づいたのか、何も言わなかった。

「ご存じだったなら、どうして本当のことをおっしゃってくださらなかったのかしら……」

　白雪にとって祥琳は、まだ知り合ったばかりで他人も同然だ。しかし性質も穏おん和わでやさしい祥琳は、白雪を姪めいとしてとても可愛かわいがってくれるから、白雪も好ましく思っている。自分がそばにいることで祥琳が健すこやかになるのならば、できるだけ力になりたいと思う。

　彼が伯父おじであろうが、実は白雪の父であろうが、白雪の認にん識しきにさほど違ちがいはない。また、王おう太たい后ごうの凜りん子こに聞いた限りでは、兄妹とされていた祥琳と白鷺は、実は血のつながりのないまったくの他人であるらしいから、ふたりが結び合って自分が生まれたという事実に嫌けん悪おもなかった。

　正直なところ、それら一連の事実は遠い夢のような感かん触しよくばかりで、現実味が感じられない。

「ね、黒曜たちは祥琳さまの御子でしょう。だったら黒曜たちとわたし、兄きよう妹だいなの……？」

「本当のことを知りたければ、自分で訊きいたほうがいい。人を介かいせば正確に伝わらなくなる」

　黒曜はそっと微笑ほほえんだ。「それに、陛下も白雪と話したいとおっしゃっていた」

「わたしも、お会いしたい……会えるかしら？」

「実は、できたら連れてきてくれないかと陛下直じき々じきに頼たのまれている」

　黒曜の顔がかすかにほころぶ。「歩けるなら、連れていく。どうする？」

　その問いに白雪は強くうなずいた。










　白雪が運び込まれていた寝室は親王御ご所しよの一室で、聖王の寝しん所じよの東側にある。白雪がふだん起居しているひいなの宿舎とも近いので、身を隠かくすようにして回かい廊ろうを歩いた。ときおり誰かが通り過ぎると、導く黒曜が自分の体で遮さえぎってくれたのはありがたかった。彼は長身だから、遮れば白雪などすっぽり隠れてしまう。

　黒曜が癒いやしてくれたのか、月経痛はかなり治まっていた。手当てをして腰から腿ももまでを固めているのでいつもより歩ほ幅はばが狭せまくなり歩きにくかったが、そのうち慣れた。

　聖王の寝所にたどり着くまでに、回廊にはいくつか扉とびらが設もうけられていた。護人の侍じ者しやたちは、黒曜と、彼に守られるようにして歩く白雪を見てすぐに扉をあけてくれた。もはや白雪の顔を知らない侍者はいないようだ。

「君が、傷ついた侍者たちに術を施ほどこして回ったから、あの場にいた侍者はみんな君に感謝している。おかげで死者が出なかったとまで言うほどだ」

「誰も死なずに済んだのね」

　黒曜の言葉に、白雪はほっとした。

　人の死は、つい数か月前までの過ぎ去った日々を思い出させて、未いまだに白雪に鋭するどい痛みをもたらす。

　だが、その原因となった父、──と信じていた朱月は、生きていた。

　そして、自分を、……

　暗く沈しずみかけた気持ちを、白雪は頭を振って切り換かえた。祥琳に会うときはいつも明るい気分でいたかった。病やみがちな彼には、笑え顔がおを見せていたいのだ。

　最後の分厚い扉をくぐり抜ぬけると、明るい空間が目の前にひらけた。

　聖王の寝所は白雪の使っている寝所よりはるかに広く、天窓から陽光が射さし込こんでいた。見上げると天てん蓋がいは円形で、白雪に神かみ降ふりの丘おかにあった氷ひ室むろを思い出させる。あちらは真夜中の空のようだったが、こちらは昼の空が天窓を通して見えた。

「陛下、白しら雪ゆきの姫ひめ宮みやをお連れしました」

　戸口で黒曜が声をかける。部屋の中央には広い寝しん台だいが設しつらえられており、祥琳が身を起こすのが見えた。寝台の傍かたわらには青せい竜りゆう隊たいの侍じ司し、道延が立っている。

「白雪か……」

　祥琳の声はひどく疲つかれているように聞こえた。思わず白雪は寝台へ早足で近づいた。

「よく来てくれた」

　寝台の傍らに白雪がたどり着くと、祥琳は微笑んだ。道延が椅い子すを運んでくれたので、示されるまま腰かける。道延はさらに、上半身を起こした祥琳の背に高い枕まくらをあてがってもたれさせた。それで楽になったのか、祥琳が小さく息を吐はいた。

「具合はいいのか」

　問われて白雪はうなずく。

「わたしは平気です。それより、祥琳さまは……」

「そなたが来てくれたから、平気だ」

　そう言って浮うかべる笑みは、本当にうれしそうだった。

　白雪はじっと、祥琳を見つめた。

　──この人が自分の父だという。

「朱月はそなたになんと言ったのか、それを教えてほしかった」

　祥琳は前置きもなく話し始めた。「朱月は、そなたの父親のことを……言ったのか」

「はい」

　白雪が答えると、祥琳は何かを恥はじるように、片手で顔を覆おおった。

「済まぬが、道延、黒曜、ふたりともこの場をはずしてくれぬか」

「陛下、……自分は刑部卿から、陛下の護人を仰おおせつかっております」

「だいじょうぶだ。白雪がいれば、何もわるいことなど起きようはずもない。おまえにもそれはわかっているだろう、道延」

　祥琳は手を下ろすと、旧友であり臣下でもある男を見た。「それに、今から話すことはおまえもよく知っていることだが、誰だれかに聞かれるのは困る。だから外で見張っていてほしい」

　やんわりとした命令に、道延は黙だまって頭を下げると寝台に背を向けた。それにつづくようにして黒曜も寝所を退出する。

「白雪、予よを……私のことを、どう思う」

　祥琳の視線はまっすぐだったが、怯おびえにも似た色が宿っていた。

「どう、とは」

「きらいか？」

「いいえ」

「では、好きか」

「……最初に伯父だと聞かされましたので、……そのように、好きです」

「そうか」

　祥琳の口もとがほころんだ。「だが、私にとってそなたはそうではない」

「祥琳さまは、……ご存じだったのですか」

　自分が娘むすめであることを、と口に出すのを白雪はためらった。

「父の側室である明あけ星ぼしの君が妹を、──白鷺を産んだと聞かされたとき、私は六つだった。それから彼女が斎宮になるまで、一度も引き合わされずにいたから、妹がどんな姿をしていて、どんな声で話すか、まったく知らなかった」

　昔語りを始めた祥琳は、悲しげな顔をした。「それに私は妹をきらいだったので、会いたくもなかった」

「どうして、きらいだったのですか」

　祥琳のような穏おだやかな男が人を嫌きらうなど、白雪には考えられなかった。

「父は私の母をとても大切にしていたと思うし、母も父を慈いつくしんでいたが、ふたりが一いつ緒しよにいるとどことなくぎくしゃくしていた。……母は別の男と通じておまえを産んだなどといらぬことを教える親族もいたから、実の子でない自分は父に愛されていないと思い込むようになっていたし、父も明星の君と一緒にいるときはとても楽しそうだったから、きっと妹を私より可愛がっているのだろうと信じてしまった。だから、会ったこともない妹をきらい、憎にくんだ」

　幼い祥琳の気持ちを思って、白雪は思わず手を伸のばした。細い、だが大きな手にふれる。伝わる悲しみは、しかし懐なつかしさに染まっていた。

「父にとって明星の君は、側室としてより、賭かけごとの仲間として重要な存在だったのだと知ったのは、ずっとあとになってからだったがね」

　祥琳の声に苦く笑しようが混じる。「そんなふうに暗い気持ちで過ごしていたが、十二のとき、私にも友だちができた。舎人とねりが見習いで連れてきていた子どもだと思っていたよ。いつも薄うす汚よごれていて、乱暴な口をきいて、私の身分を知らなくて。……ずいぶんと年が離はなれていたけれど、遊ぶときは容よう赦しやなかった。シロ、と呼んでいたその子は、私を城外へ連れ出してくれた」

「祥琳さま、お城の外に出たことがあるのですか」

　驚おどろいて白雪は思わず問う。

「ああ。城じよう壁へきに穴が空いているところがあって、そこはふだんは見えないんだ。でも、シロが私の手を取ると見えた」

「それは北東の……」

　思わず白雪は声を上げた。

「そうだ。あれは竜珠でなければ見えない。──シロは強い竜珠だった」




　──見上げる少年の顔はいつも暗い表情を浮かべていたから、なんとかして笑わせたかった。お城の外なら楽しいことがいっぱいある。連れていけばもっと笑ってくれるはずだ。こんなところに長くいたら気持ちわるくなってしまう。いやな人がいっぱいいて、隙すきあらば彼を傷つけようとしているのだから。

　父さまはそうしても怒おこらないだろう、だって自分も同じことをしていたのだから。母さまはきっと楽しんでこいと手を振ふるだろう、いつも自分がしていることだから。父さまの奥さまもゆるしてくださるだろう、お城の外のほうが楽に息ができるのを知っているのだもの……




「シロは私を外へ連れ出して、いろいろなものを見せてくれた」

　再び語り出した祥琳の声で、白雪は我に返った。ふいに心を覆おおった誰のものとも知れぬ想念は、祥琳の語りに呼応しているらしい。

「夕ゆう陽ひの色は知っていたけれど、実際に陽が沈むのを見られたのもシロのおかげだ。月が地平から昇のぼるのも。……城下街の子どもたちとも遊んだ。母が離り宮きゆうに行くと言って出かけている先にも連れていってもらえたときは驚いたよ。シロは母がどこにいて何をしているか知っていたんだ。そこで私は佳春と出会った。他にもたくさん友だちができた」

　白雪は瞬まばたいた。

「佳春さんと……では、祥琳さまも、あの救きゆう慰い寮りようへ」

「ああ、行ったよ」

　ふふ、と祥琳は笑う。「あそこは孤こ児じもいるが、妓ぎ女じよや妓ぎ生せいの子どもたちが夜になると預けられる。佳春は妓生の子で、無知だった私はさまざまなことを彼に教えてもらったものだ」

　悪戯いたずらっぽい笑顔は、少年のようだった。

「その、シロって……」

「そんなふうに遊んでいたのも二年ばかりで、そのうち私たちは城外へは出られなくなった」

　白雪の言葉を遮さえぎるように、祥琳はつづけた。「斎宮だった樹じゆ水すいさまが身み罷まかって、生まれてすぐに烙らく印いんを受けていた妹が斎宮に就つくことになったのだ。私は春はるの宮みやとして九く連れん招しよう来らいに立ち会い、初めて妹と会った。そのころにはもう妹を憎む気持ちも薄うすれていた。シロのおかげだった。シロがいてくれたから、楽しくて忘れていたんだ……」

　──わたしも楽しかった。あなたといられたから、あなたが笑ってくれたから、楽しかった。楽しくて、しあわせで、いつまでもこのときがつづけばいいと願っていた。

　胸の奥から溢あふれてきた強い衝しよう動どうに白雪は戸と惑まどった。かすかに熱を帯びる左手で胸を押さえる。

「初めて会った妹は着き飾かざって美しかったが、シロと同じ顔をしていた。……シロは私の妹だったんだ」

　そう言うと祥琳は自じ嘲ちようめいた表情を浮かべる。「驚いたよ。私はずっとシロを男の子だと思っていたのでね」

　──だって、あなたはあなたの妹を憎んでいたではありませんか。だから言えなかったのです、わたしがその妹だとは。それに、わたしは本当の意味であなたの妹ではなかったから……

　さきほどから胸の中をのたうち回り突つき上げてくる衝動がなんであったか、白雪は明確に理解した。

　これは自分の持つ母の血が伝える母の想おもいだ。母のなごりが自分に訴うつたえているのだ。

「シロは、……斎宮となった白鷺は、私に対して他人のように振る舞まった。だから私も、白鷺を他人として扱あつかった。実際、私たちはまったく血のつながりを持たなかったから、それで不都合はなかった。他人として出会った私と白鷺は友人になった。聖王と斎宮が友人であっても、何も不自然ではなかったしね」

「でも、母さんは祥琳さまを友人とは考えなかったんですね」

　白雪は激しく言葉を紡つむいだ。「母さんは、祥琳さまを、とても好きで、だから……」

　──生きていてほしかった。

　不意に、祥琳の傍かたわらに白い姿が浮うかび上がるのを白雪は見た。竜珠の視覚で見える幻げん視しなのはわかりきっていたが、目を瞠みはらずにはいられなかった。

　──ごめんなさい、白雪。

「母さん……」

　呼びかけると、祥琳が驚いたように白雪を見つめた。

「白鷺が……？」

　その声に反応して、傍らで白鷺が微笑ほほえむ。

　──この方をどうしても守りたかった。どうしても、……

　白鷺の声は、祥琳には聞こえないようだった。

「母さんが、言ってます。祥琳さまをどうしてもお守りしたかったと」

　祥琳は言葉を失ったかのように口を閉とざす。嚙かみしめた唇くちびるが震ふるえていた。

　──白雪、あなたにもいつかわたしの気持ちがわかる日が来るわ、いとしい方を、どんな犠ぎ牲せいを払はらっても生き延びさせたいという想いが……

　そう告げると、母の姿は消えた。

　いとしい方。

　きりきりと胸が痛む。息が苦しくて、祥琳の手を握にぎる指に力を込めた。

「……白雪、今となってはそなただけが次代の聖王の座に就くことができる」

　白雪は言葉を失った。

　王太后の凜子が産んだ唯ゆい一いつの男児である祥琳が、実は先代聖王の血を引いていないという噂うわさは、城内ではほとんど暗あん黙もくの了りよ解うかいとなっていた。そのために祥琳は、先代斎宮の白鷺による血の探さぐりを受けたほどだ。

　しかし先代斎宮の白鷺は、祥琳の血が国祖に連なると判じ、以来、祥琳はその件について口を閉ざしてきた。

　なのに今、彼は自分を偽ぎ王おうだと認めたのだ。

　白雪だけが、白鷺を通じて正統な国祖の血を保っているとも。

「でも、わたしは斎宮です」

　斎宮として国を守ること。白雪は自分のすべき使命をそのように感じている。

[image: ]

　もう誰だれにも泣いてほしくない。

　そう考えたから、重い責務とわかっていながらも、納なつ得とくしてこの座を受け容いれた。

「……そうだな」

　祥琳は、かすかに苦く笑しようした。「次の王には国祖の血を持たない者が就くかもしれない……もしくは、王政を取りやめるか」

　白雪は言葉を失った。

　確かに、為い政せい者しやが王でない国などいくらでもある。白雪が旅してきた西方では、民たみが国の代表を投票で選んで決めることもあった。その方法は古代から用いられてきたが、人という生きものは権力に弱い。民によって選ばれたはずの代表者が、私利私欲を貪むさぼり圧政を布しくようになることもめずらしくはなかった。

　創アル・世イー神シヤンが暦こよみとともに文字を与あたえて以来、人間はさまざまなできごとを書き残してきた。獣じゆう皮ひ紙しに尖とがった筆で文字を刻み込んで神の言葉を伝えたのが最初で、それから現代まで筆記具はさまざまに進歩した。筆も、墨すみを柄えに込めたものや、細い板を貼はり合わせた中に黒こく鉛えんなどの芯しんを入れてそれで記す鉛えん筆ぴつなどが発明された。木や草の繊せん維いで紙を作ることも、今ではあたりまえである。

　それらの筆記具で書き残された一万余年に及およぶ人類の歴史には、幾いく度どとなく同じことが繰くり返されてきたと記されていた。圧政に苦しむ民、その決起、圧政者の放ほう逐ちく、民による統治、その崩ほう壊かいあるいは権力者の発生、そして再び圧政……いつまでもまるでなぞるように同じ現象が繰り返された。そうでない国ももちろん存在したが、どの方法がよりよい政まつりごとなのか、人々は終わりなき迷走をつづけていた。

「そんなこと、できるのですか、……三千年もつづいてきたのに」

「誰でも今生きている者は、三千年前に生きていた誰かの血を引いているだろう。神杖を統すべる王家は、国祖の血を引いてきたというだけだ。本当は、他の人々と何ひとつ変わりはないのだと私は思うが、……これも私が偽王だから考えることなのか」

「祥琳さまは偽王などではありません」

　白雪は強く首を振ふった。

「それでも、近いうちにこの国は変わらざるを得ないだろう」

　祥琳は厳おごそかに告げた。

「……わたしは、この国に来るまで、王とはただ身分が高いだけで、権力を振りかざして威い張ばっているのだと思っていました」

　白雪は祥琳の目をまっすぐに見た。「でも、神杖では、……まるで人ひと柱ばしらですね」

「その通りだ、白雪」と、祥琳はうなずく。「神杖では、国祖の血筋を継ぐ正しき者が聖王となり、建国に際して命を失った無数の者たちの呪のろいや恨うらみの念を受け容れて浄じよう化かする役目を負う。国祖の血を持たない者が王位に就つけば、古き死者の念は浄化されることなく飛び散って国土に染しみていき、国は乱れ、やがて王位に就いた者も命を落とす」

　白雪はぎゅっと歯を嚙みしめた。祥琳が病んでいるのも、彼が国祖の血を引いていないためなのだろう。

「私が今まで王位に就きながらも生き存ながらえてこられたのは、ひとえに白鷺のおかげに他ほかならない。彼女は私をその翼つばさの下もとに庇かばい、守ってくれていたのだ。私の身代わりとなって、古き死者の積せき怨えんを受け止めていた。私は白鷺が死ぬまでそのことを知らなかった。──白鷺は斎宮でありながら、真にこの国を守っていた王であったとも言える。だが、今はもういない……」

　祥琳は目を伏ふせた。母への哀あい惜せきが痛いほど伝わってくる。

「私など死んでもいいから、彼女には生きていてほしかった」

「そんなこと言わないでください」

　白雪は首を振った。「祥琳さまがいなくなったら……母さんが悲しみます」

　その言葉に、祥琳は感かん慨がい深げに目を細めて白雪を見つめる。

「白雪、……私は白鷺を必要とした。彼女と過ごした時間はかけがえがなかった。……彼女を失って、もう生きている意味などないと考えていたが、今はそなたがいる。彼女ののこしてくれた、私の娘が」

「そうです、だから、生きてください。──祥琳さまは、母さんの分まで生きてください。でないとわたしが母さんに叱しかられてしまう」

　母は祥琳を愛し、どんな手段を講じてでも生き存ながらえさせようとしたのだ。自分の命を潰ついえさせてまで。

　それが愛するということなのか。

　母を失った祥琳は、もう生きる意味などないとさえ考えた。

　それが、愛するということなのか。

　愛するということ。

　──それは、白雪には未いまだ計り知れない感情だった。










　朱月の傷は、翌日には癒いえていた。

「怖おそろしいな」

　中庭の噴ふん水すいの縁ふちに腰こしかけて水面を覗のぞき込んでいると、浅緋の声が背後から聞こえた。朱月は手を伸のばして、盛り上がりかけていた水にふれる。その拍ひよう子しに水は元に戻もどって落ち、水面に波は紋もんが広がった。

「何が」

「おまえ、もう歩けるのか。あんなに血を流していたのに」

「おまえが念入りに術をかけてくれたからな」

「それだけではないだろう」

　浅緋は溜ため息いきをつくと、噴水に近づいて縁に膝ひざを載のせた。「どうせ俺の術など、せいぜい皮ひ膚ふや肉をつなぐ程度だ。くろがねの威い力りよくに比べればな」

　朱月はじろりと旧友を睨ねめつけた。

「何が言いたい」

「くろがねとしろがね、どちらが強いのかと思っただけだ」

「あれには名前があるが、こちらには名前がない。……名がないから、どうしたってこちらが不利だ」

　輝き石せきは名づけた者を宿主とする。宿主の望む姿をかたちづくり、その命が失われるまで付き随したがう。──ごく一部の例外を除いて。

　白い輝石だったもの、輝キ石セキノ神カミなどと称しようされて神杖の守護神となったあの存在は、そのごく一部の例外だ。最初の宿主がこの世から失うせても存在している。

　そしてまた、朱月の身に融とけたくろがねも。

「不思議なものだ。名があったほうが強いというのが。名があれば、その力は限定されると思っていた」

「名はよりどころになるから、光を集めやすい。人の身に宿る竜珠と同じだ。存在そのものの重心になる」

「と、くろがねが言ったのか」

　朱月は黙だまった。

　今は輝キ石セキノ神カミと呼ばれるしろがねは、もとは白き創はじ始めの光ひか彩りだった。ずっと一本の木の中で眠ねむっていたが、選んだ宿主に名と姿を与えられてからは、人と同じように肉を纏まとって体を成し、人にふれたり言葉を交かわすことができるようになった。

　朱月に宿るくろがねは、もとは黒き創はじ始めの光ひか彩りだった。最初に姿だけを授さずかり、名はのちに与えられるとして保留にされた。だが、正式に名を与えるより前に最初の宿主が去ったため、黒き創はじ始めの光ひか彩りはくろがねと化して粉々に砕くだけてしまった。

　破は片へんとなったくろがねは、長い時間をかけて復元し、自己を取り戻してからはつけられるはずだった名を求めてさまよい、やがて人の世を乱す存在として封ふうじられた。

　封ふう印いんを施ほどこされたくろがねが、どのような経けい緯いから自分の一族の有するところになったか、朱月は知らない。

「おまえのことを、うちの若わかにどう説明したらいい」

「好きにしろ」

　困こん惑わくした浅緋の声に、朱月はすげなく答えた。いざとなったら連れ帰ると約した若わか僧ぞう、──静玄を置いてきたが、驚おどろいたことに神杖は彼を無傷で送り出したらしい。浅緋は帰ってくる主人に朱月の仕し業わざをなんと説明すべきか迷っているようだ。

　遥はるか昔、浅緋の命を救ったのは朱月だ。だから浅緋は決して朱月に逆らえない。朱月が許さなければ死ぬこともできない。

　──やはりあのとき見殺しにすべきだったのか。

　双ふた子ごだったからか、朱月と妹は心がどこかでつながって通じ合うことがあった。

　深傷ふかでを負って意識を失い、川に沈しずもうとしていた浅緋を発見したとき、朱月は、厄やつ介かいごとに巻き込こまれるのではと危あやぶみ、一いつ旦たんは救おうとしたが躊ちゆう躇ちよして手を引こうとした。

　しかし妹は、正確に朱月の心の奥底の思いを汲くみ取り、促うながしたのだった。

（兄さん、あの子、助けなきゃ）

　妹は、そのせいで自分がどれほど怖ろしい目に遭あうかも知らず、そう言ったのだ……

「……文もん無なしが来るぞ」

　気配を感じて、朱月は浅緋に告げた。

「ここはいつも入るときにへんな感じがするな」

　それに呼ばれたかのように明るいはっきりした声がして、明星が唐とう突とつに何もない空間からするりと姿を現す。

　何もないように見える中庭の出入り口は、術がかかっていて竜珠でなければ見分けられない。明星は竜珠ではないはずなのに、幾いく度どか通ううちにこの出入り口を容易に見分けるようになっていた。

「なんだ、おまえまだいたのか」

　もう二度と会わないだろうと言ったその口が、朱月を見て言った。朱月は鼻を鳴らす。

「満足に動けなくてな」

「おまえのことだから、またわるだくみをしてたんだろう」

　明星は朱月に近づくと、にやにやしながら見おろす。朱月は目を細めて彼女をにらみつけた。

「おまえは本当に竜珠じゃないのか。この庭に簡単に入ってくるが」

「なんで今さらそんなことを訊きく」

　明星は不思議そうに目を丸くした。「わたしは竜珠じゃないぞ。おまえにだったらそれくらいわかるだろう？　ただ術がきかないだけだ」

「……で、何しに戻ってきたんだ」

　朱月は話題を変えた。もう会わないと言ったくせに、戻ってきて悪びれもせず顔を合わせる。彼女らしいといえばあまりにも彼女らしかった。

「別におまえに用があったわけじゃない」

　その言葉に、浅緋がぎくりとした顔をした。

「俺ですか」

「そうだ。路ろ銀ぎんを貸してくれ」

　この館やかたを飛び出すように辞じしたとき、彼女はまだ懐ふところが暖かかったはずだ。浅緋は眉まゆを寄せて明星を見た。

「賭と場ばでつかったんじゃないぞ」と、明星は唇くちびるを尖とがらせる。「いろいろあって、有り金ぜんぶ、前ぜん途と有望な若者に無利子で貸してやったんだ。あと十年もしたら返してくれるはずさ」

「無期限で貸してないだけましですね」

　浅緋は溜ため息いきをつく。「少しお待ちください」

　明星が中庭を出ていく浅緋を見送っていると、

「……おまえはそうやって、俺以外の人間には慈じ悲ひを施すんだな」

　朱月が暗い声で、言った。

「慈悲だって？」

　明星はきょとんとする。「そんなつもりはないんだがな」

　噴水のふちに腰かけて、明星は朱月の横顔を見る。「それに、おまえは無理ばかり言う。わたしだって、わたしにできることを求められたら協力しただろう」

「──やつらを根絶やしにしたいという俺の願いは、無理だったというのか」

「血で血は洗えない」

　明星の声はあくまで明るく、朱月をいらつかせるには充じゆう分ぶんだった。

「きれいごとを」

「やつらを根絶やしにしていたら、あの子は生まれなかったぞ」

　明星は、だだをこねる子どもを見るようなまなざしを朱月に向けた。

　朱月はきっと明星を睨にらみつける。

「どんな子に育った？」

　明星の声が慈じ愛あいに似たやわらかみを帯びる。「白鷺に似ているか？　それとも祥琳か。わたしに似ていたら困るな。ろくな人間にならないだろうから」

「おまえの娘むすめに似ている。顔も性格も。素す直なおだがへんなところで強ごう情じようだ。人前で泣くのを恥はじる。だが、俺のいうことはよくきいて、……誇ほこり高くて……」

　似ている。

　…………………大おお噓うそつきの斎宮に押しつけられて育てた娘は、朱月の半身にも等ひとしかった妹の血を遠く引いていることを思い出させる。そのたび朱月の胸の奥では古い傷が開いた。

　失われた遠く懐なつかしい日々が戻もどるはずもない。あれから何千年も経たっている。だから、あの娘に妹に似たところがあるように感じるのは錯さつ覚かくに過ぎないのだ。

　それでも朱月は忘れることができず、あの娘と、最後には自分を呪のろって死んでいった妹を重ねて慈いつくしみさえした。

　くろがねと融け合った朱月の体は時間ときを止めている。魂こんも、魂と結び合わされている霊れいも肉体に引きずられて、いついかなるときでも、朱月の心を何もかもを失った日に戻らせた。

　憎にくしみも恨うらみもけっして薄うすらぎはせず、なおいっそう強くなるばかり。

　……憎しみと恨みだけで生きてきた。

　生きてきた、はずだった。

「ちゃんと育てたんだな」と、明星は感心したように言った。「途と中ちゆうでいやになって売り飛ばしたり殺したりどこかに置き去りにしていないかと心配していたんだが」

「心配するくらいなら、俺に預けるのをやめさせるべきだっただろう」

「シロは言い出したらきかなかったから」

　懐かしむように明星は微笑ほほえむ。

　明星の娘である白鷺は、偽王である祥琳への呪のろいを身代わりに受けて寿じゆ命みようを縮めた。なのに彼女は悲しんでいるようには見えない。朱月にはそれが不思議だった。

「おまえは、……自分の娘の命を惜おしまないのか」

「たいていの人間は、わたしより早く死ぬ」

　明星の声が低くなった。「家族も、友人も、みんな先に死んだ。……でも、みんな、自分のしたいことをできるだけやって死んだから、悔くいてはいないはずだ。──シロも」

　愛する者のために命を落とすことを厭いとわなかった娘。

「これで足りるでしょう」

　浅緋が戻ってきた。手には小さくない布ぬの袋ぶくろを持っている。明星は立ち上がるとそれを受け取り、目を丸くした。

「重いぞ」と、袋ふくろの中を覗のぞき込む。「いいのか、こんなに」

「あなたには世話になった。だが、朱月と二度と会わないというなら、俺も会わなくなるだろう。だから今までの礼だと思ってくれ」

　その言葉に、明星は憐あわれむようなまなざしで浅緋を見つめた。

「ありがたくもらっておこう」

　明星はそれだけ言うと、見えない出口へ向かって歩き始めた。

　だが、あと一歩で外へ出るところで振ふり返る。

「……今からでも遅おそくない」

　ぼそりと呟つぶやく。「やり直せないのか、おまえたち」

　朱月は足もとに転がっていた石を素す早ばやく拾い上げると、明星に投げつけた。その石が届くより一いつ瞬しゆん早く、明星は中庭から姿を消す。

　投げつけられた石は、中庭を囲む建物の壁かべに当たって落ちた。

「朱月、」

「ひとりにしてくれ」

　声をかけた浅緋に背を向け、朱月は再び噴ふん水すいの縁ふちに腰かけて水面を覗き込む。

　浅緋はしばらくそのさまを眺ながめていたが、諦あきらめたように中庭をあとにした。

　浅緋の気配が完全に消えてから、朱月は水面へ手をかざし、呪じゆ詞しを唱えた。みるみるうちに水面から水が立ち上がり、人の姿を象かたどる。

『さきほどは、どうなさったのですか』

　穏おだやかな男の声が、人ひと型がたの水を通して聞こえた。

「邪じや魔まが入っただけだ」

『話が途中でしたね。そのまま終わらせても私はかまいませんが』

「そんなことを言っていいのか？　おまえの息子が不ふ名めい誉よにさらされることになるぞ」

　相手は黙もくした。親子の名乗りを上げられずとも、息子むすこへの情はあるらしい。

　朱月は喉のどの奥でわらった。

「おまえがあの者に従う限り、おまえの子が祥琳ではなくおまえの血を引いていることは明らかにされないんだろう。もっとも、祥琳が偽王として糾きゆう弾だんされれば、どうせ安あん泰たいな身の上ではいられなくなるがな。──今の状態で我が子を守ってやりたければ、あの者の言葉に従うしかあるまい」

　神杖という古い国によどむ毒そのもののようなあの者は、祥琳を偽王と知りながら、立場上は追つい及きゆうすることもできず、また祥琳を聖王として認める身の証あかしを立てた先代斎宮を、私し怨えんもあってひどく恨んでいる。

　水鏡を通じて朱月の言葉を聞く者は、その者に我が子の秘密を握にぎられて脅おどされ、朱月に従うよう命じられていた。

　滑こつ稽けいだ、と朱月は思う。

　誰だれも彼も、我が子がそれほどまでにいとしいのか、と。

『ですが、……天の気を操あやつる呪詞など、私に使いこなせるでしょうか』

「星せい曜よう館かんの幹部が何を言う。それに、少しは俺の力を貸してやる」

　朱月は凄せい惨さんな笑えみを浮かべると、古くに禁呪とされた呪詞について、こと細かに注意を与あたえ始めた。
















　新年があけて三日め、白雪が目をさました翌日から、天てん藍らんでも雪がちらつき始め、五日には膝ひざの高さまで積もるに至った。

　神杖の聖都、天藍は国の中心に位置する杖じよう州しゆうにある。杖州はさほど広くないうえに、五分の三は彩さい湖こで、州都を兼かねる天藍以外に住む人は少ない。しかも、その天藍の七割が天てん藍らん城じようと王族の離り宮きゆうに占しめられるから、純じゆん粋すいな人口は九つの州の中でも一、二を争うほどに少なかった。

　同じくらいに生きつ粋すいの住人が少ないのは涼りよう州しゆうだ。州都、風ふう銀ぎん桂けいは北部を守る巨きよ大だいな城じよ塞うさいで、内部には刑ぎよう部ぶ卿きようならびにその身内と部下たちが住まう。城塞の周囲は荒あれた土地が広がり、一定の距きよ離りを置いて点々と砦とりでが散らばっている。これは流る罪ざいになった科とが者ものの閉じ込められる獄舎ひとやであった。

　白雪がひいなの生活に戻ったのは一月の五日だった。だが、夕方になってから起居している六人部屋に戻ると、同室の者はふたりしかいなかった。

「水鏡が凍こおっちゃって、帰ってこられないんだって」

　迦か純すみがいなくなったので、白雪と同じ部屋で寝ね起おきするのは五人の少女だ。

　小雪という別名を使う白雪の他ほかに、よく喋しやべって場を盛り上げる湖こ樹たつ、言葉少ないが情報通の楓ふう美み、まとめ役の泉せん霧む、もっともおっとりしている陽ひ雨うの四人となっている。そのうちの泉霧と楓美がまだ戻れていなかった。

「水鏡が？」

　水鏡は大きな水球の形をしている。術で結ばれたあらゆる水脈を通って遠方へ一瞬で移動するための出入り口だ。

「遠方の子たちは、年末年始のお休みに帰るとき、水鏡を使わせてもらえるのよ」

　湖樹が説明した。「小雪は水鏡、知らない？　夏の合宿で瑞ずい州しゆうに行ったとき、使わせてもらえたんだけど、小雪はまだいなかったっけ」

「ええ、……だから、聞いたことはあるけど、よく知らないわ」

　白雪は用心深く答えた。泉せん州しゆうから杖州に連れてこられるときに使いはしたものの、それを口にすべきではなかった。

　この部屋は両側の壁ぎわに寝しん台だいが三段ずつ設けられていて、六人が寝起きできるつくりになっている。寝台はひとつひとつが幕で仕切られているので、狭せまいながらも個人の空間となった。だが、こうして同室者同士でおしゃべりをするときは、最下段の寝台に集まって腰かける。今、三人はそのようにして額ひたいをつきあわせていた。

「水鏡は、州都には絶対に置かれてるのよ。偉えらい術師なら自分でも水鏡を結べるけど、術師みんながそういうわけにはいかないし、術師や竜珠でなくてもいざというときに使えるようにって、許可さえ下りれば誰でも利用できる水鏡が祖そ塔とうの地下にあるのよ。よほどのことがない限り使わせてもらえないんだけど」
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「郷里のお母さんが病気でどうしても会いたいとか、年末の帰省とか、そんなときくらいね、わたしたちだと」と、湖樹の説明を陽雨が補足する。「散さん光こう信しんも、遠くにいる人と、その場にいるように話せるけど、私用では使わせてもらえないもの」

「でも、その水鏡が凍るなんてありえないのよ。そんな話、今まで聞いたことなかったし」

　湖樹はやや興奮してまくし立てた。「三日の夜から、涼州と通じる水鏡が凍っちゃったっていうのよ。偉い術師の、ええと、なんておっしゃったかしら？　星曜館の方」

「夜よ鳩ばとさまよ、湖樹」

「そうそう、その夜鳩さまが修復しようとしてもできなかったって」

「水鏡は強い術で結ばれていて、自然の気に左右されないって、講義では習ったのにね」

　陽雨が、不思議そうに言った。それに重ねるように湖樹がつづける。

「しかも、涼州は今、ものすごい雪ゆき嵐あらしで、まれに見る豪ごう雪せつだって話よ。刑部卿が領地に騎き馬ばでお戻りになったそうだけど、吹雪ふぶきで州しゆう境ざかいの峠とうげが越こえられなくて、立ち往生してるんだって」

「よく知ってるわね、湖樹」

　白雪はやや驚おどろいていた。

　初潮の痛みや体調不良がひどかったので、白雪は今朝まで臥ふせっていた。ひいなの休きゆう暇かは五日で終わるので、なんとか起き上がってこの部屋に戻ってきたのだ。

　臥せっているあいだ、夏乃はあれこれ気き遣づかってくれたが、そういった不ふ穏おんな話はまったくしてくれなかった。それも彼女の気遣いだったのだろう。

　しかし話を聞いているうちに、白雪は城下の救慰寮が心配になってきた。杖州の雪は涼州ほどではないだろうが、この雪では凜子も容易には訪おとずれることができないだろう。

　王太后の凜子がひそかにめんどうをみている、孤こ独どくな子どもを集めた救慰寮には、世話役があまり来てくれないという話だ。子どもたちだけで過ごしているとしたら心細いのではないだろうか。食事や暖は取れているだろうか。

「施せ療りよう館かんにおくすりをいただきに行ったときに、療部卿が話されているのを聞いたのよ」

　湖樹は元気いっぱいに見えるが体が弱く、薬を欠かさずのんでいるのだ。

「……でも、へんよね」と、陽雨が首をかしげる。「新しい斎宮が上がったのに、こんなにお天気が乱れるなんて」

「それはやっぱり、先代が変わり者だったからでしょ。本当はいけないのに子どもを産んじゃって、その子が斎宮になってるし。しかも新しい斎宮はちゃんとした教育を受けていないんでしょ。未熟だから天の気をうまく抑おさえられないのかもしれないわよ」

　湖樹の容よう赦しやない言葉が白雪の胸をぐさりと刺さす。

　おそらく湖樹の評価はごく穏やかな部類に入るのだろう。血筋をとやかく言う貴族たちとは異なり、治められる民たみは平穏を与えられない斎宮を無能と見なす、それだけの話だ。白雪が誰であれ、安あん寧ねいを与えてくれる斎宮ならば文句は言わないのだろう。

　しかしその安寧さえままならぬのでは、表向きはどうあれ、民は水面下で新しい斎宮の力不足をさぞ嘆なげいているのではないだろうか。そう考えて、白雪の気分は沈しずみ込んだ。

「小雪、どうしたの？　顔色がよくないわよ」

「具合がよくないなら、横になったほうがいいわ」

　案じるように陽雨が言った。「ひさしぶりにくるお月さまって、とてもつらいものね」

「そうするわ。明日からまた、いつもと同じ日が始まるんだものね」

　白雪は素す直なおにうなずくと、最下段の自分の寝台に入って、ふたりにおやすみと挨あい拶さつをし、寝台の幕をひいた。










　真夜中前、湖樹と陽雨がぐっすり眠ねむってから、白雪は行動を開始した。幕を引いた寝台の中で外出着に着き替がえる。外はずっと雪が舞まっているので、幾いく重えにも分厚い布地の、それでいて動きやすい服を着込み、衣きぬ擦ずれと足音を立てないよう気遣いながら部屋を出た。

　宿舎の周囲は、普ふ段だんならば侍じ者しやが決まった時間に見み廻まわっている。それに、降り積もる雪の上に足あし跡あとを残すのはまずい気がした。白雪はしばらく考えてから、建物を出て、戸口のすぐ外、庇ひさしの下に立つ。

　目を閉じて両手を組み合わせ、斎さい宮ぐう殿でんを思い浮かべる。今までにも何度か移りの術を発動することはできていた。だが無意識に発動していたので、こつはまったく摑つかめていない。意識的にやるのはこれが初めてだった。




　わたしはさいぐうでんへいきたい




　強く言葉にして願うと、左手の烙らく印いんが熱を帯びた。とたんにふっと体が軽くなり、気づくと斎宮殿の前に立っていた。移りの術が成功したのだ。白雪は肩かたから力を抜ぬいた。左手の烙印は、まるで蠟ろうを垂らしたようにずっと熱いままである。

　ちらちらと舞う白いものを避さけて斎宮殿に入った。中は真っ暗で空気がひんやりしている。しばらくすると竜珠の視力で辺りが見えるようになり、だんだんと幻げん視しの光も見えてきた。

　幻視の光は、すべての物質が帯びているひかりだ。

　この世に存在する物質には必ず『重み』がある。引力とも言い換かえられるそれは、周囲に漂ただようひかりを引きつけ、存在を露あらわにする。

　竜珠が幻視の光と称しようしているのは、この世のすべての物質が引きつけるひかりそのものだった。もちろん、肉眼の視力で見ることはできない。白雪も、神杖に来るまでほとんど意識して見た記き憶おくがなかった。

（あら、おちびちゃん、ひとりでよくこられたわね）

　外気と変わらぬほどに冷えた空気の中、白い息を吐はきながら歩く白雪に話しかける者がいた。だが白雪は驚かない。竜珠で霊れいをみることもある白雪は、めったに霊を怖おそれはしなかった。しかも、神域に等しいこの斎宮殿に入り込める霊など正体は知れている。

（天の気を整える祈き禱とうなんて、しても無む駄だよ）

（これってどう見たって天然の寒気じゃないものね）

　複数の霊からざわざわと伝わってくる言葉は明めい瞭りようで、発せられる内容は思わせぶりだった。

「だったら、どうすればいいんですか？　わかるなら、教えてください」

　祈禱所に降りる前の階段で、白雪は天てん井じようを見上げて言った。と、白い光球がそこかしこにいくつも浮かび、くるくると巡めぐり始める。

（あらやだ、教えちゃったらあなたの成長する機会を奪うばってしまうわ）

（そうよ、甘あまやかされるのがいやなんでしょ）

　彩さい姫ひたちのさざめき笑いに白雪は額を押さえる。

　神かみ降ふりの丘おかが崩くずれた折に、安らかに眠っていたはずの死せる斎宮の霊──彩姫たちは解放された。大半はそのまま昇しよう天てんしたのだが、未いまだに地上に残っている者もいるらしい。特にこの斎宮殿は、白雪がひとりでいると、いたずら好きな彩姫が話しかけてきたりすることもあった。

（姉し妹まいたち、そこまでにしておきましょうよ）

　ふと、やわらかい気配がそばに降り立った。漂っていたひかりのひとつが人のかたちを成す。この姿を見たのは一度きりだが、それでも白雪は思い出せた。過去に千白を宿していた斎宮のひとりだ。

　淡あわい紫むらさきの瞳ひとみの女性は、にっこりと白雪に微笑ほほえみかけた。

（甘やかされるのが、そんなにいや？）

　問われて白雪は眉まゆを寄せた。

「わたし、何もできないわけじゃないのに、……みんな、わたしを小さな子みたいに扱あつかうから。──守ってくれるのはうれしいけれど、でも、わたしもみんなを守りたいんです」

（そんなの今のうちだけなんだから）

　彼女はくすくす笑った。（まだ十五になったばかりでしょう。無理に背せ伸のびしなくたって、すぐにいやでも大人にならなきゃいけなくなるわ）

　それでもいやだ、と白雪は思った。

　早く大人になりたい。もっといろんなことをひとりでできるようになりたい。守られてばかりいる無力なままの自分なんて。

（そうね、あなたは強いけれど……その強さを自分で制せい御ぎよできないのが難なんだわ）

　彼女はうなずいた。（制御できないままでいると、誰だれかを傷つけるし、自分も傷つくから）

「制御……」

（この先、力も心も、律りつすることを憶おぼえていくでしょう。そうすれば、少しは望む姿に近づけるはずよ）

　彼女は藤ふじ色いろの瞳を細めて笑えんだ。（これは甘やかしじゃなくて、忠告だから）

　それきり、周囲から光球の群れが消える。

「しらゆき？」

　聞き慣れた声が通路に響ひびき渡わたる。その人物の気配で彩姫たちは散ったのだろう。

「やっぱり、白雪」

　琥珀が闇やみの中を近づいてくるのが見えた。

「どうしたの？」

「移りの術を使う気配がしたから追ってきたんだよ。そうしたら斎宮殿にたどり着いてしまうし、霊の気配がやたらとするし、……君こそどうしたの」

「今の斎宮が未熟だから、こんなふうに寒波が来てるんだろうって言われたの。だから祈禱に来たのよ。少しでも早く収まりますようにって」

　暗くら闇やみの中で、琥珀が微び妙みように眉をひそめるのがわかった。

「……この天候不順は君のせいじゃないよ」

「そうなの？　でも、なんとかできるのは斎宮だけだって、みんな思ってる。だったら、わたしがなんとかしなくちゃ」

「落ちついて、白雪。──ひとまず祈禱所へ行こう」

　なだめられて初めて、白雪は自分が興奮していたことに気づいた。

　羞しゆう恥ちにうなだれている白雪の手を、琥珀がそっと取って歩き出す。白雪は引かれるまま彼につづいた。

　階段を下りて祈禱所に入ると、琥珀は白雪の手を握にぎったまま、もう一方の手を軽くかざし、いくつもの小さな光を手のひらから飛ばした。たちまち壁かべぎわの蠟ろう燭そくが点ともり、祈禱所全体が明るくなる。円形の空間に設しつらえられた祭さい壇だんが床ゆかに揺ゆれる影かげを落とした。

「……千白に会いに行く？」

　琥珀が振ふり返った。まだ手は握られたままだ。白雪は困こん惑わくして琥珀を見上げた。琥珀の手には力がこもっていて、手を離せば白雪が逃にげ出すと思っているようだった。

「今は、いい」

「あのね、……ひょっとして、怒おこってる？」

　琥珀が、囁ささやくように問う。

「どうして？」

「なんというか、こう……君が何を考えているのか、よくわからなくて」

「今まではわかってたの？」

　白雪は驚おどろいて訊きいた。

「少しはね」と、琥珀は肩をすくめる。「でも、心を読んでたわけじゃない。誤解しないで。僕はそこまで人に踏ふみ込む勇気がない。──人の顔色をうかがうのが昔から得意なだけさ」

「そんな言い方はやめて」

　白雪は、自分でも驚くほど強い調子で否定した。琥珀も目を丸くした。

「白雪？」

「そんなふうに、自分を卑ひ下げするような言い方、しないで」

　白雪は琥珀から目を逸そらした。琥珀の力が弱まったので、つながれていた手をそっと離す。

「そうだね」

　琥珀が微笑むのが視界の端はしに映る。幼児をなだめるようなその微び笑しように、白雪はかすかな苛いら立だちを覚えた。自分の言葉は彼の慰なぐさめにはならないのだと悲しく思う。

　どうしたら、自分の言葉にも真しん摯しに耳を傾かたむけてもらえるのだろうか。

「ねえ琥珀、この寒波は、わたしが祈ってもおさまらないの？」

「うん。この異変は、星曜館では何者かの術によるものだと結論づけられたけれど、公表はできないんだ」と、琥珀は説明し始めた。「この寒波が特にひどいのは北部の涼州だけなんだよ。水鏡は使えなくても散光信は稼か働どうしてるから、情報だけは送られてくるんだけど、……年が明けて初うい日じつの夜中から猛もう吹雪ふぶきになって、凍とう死し者しやが多数出るほど気温が下がっているらしい。ついさっき、刑部卿が風銀桂に着いたらしくて、非常用の炭や油と食しよく糧りようを送ってくれと散光信で伝えてきていて、荷を運ぶための黒くろ猫ねこ隊たいが編成されてた」

　白雪は口を押さえた。

「そんなに……」

「だから、君が気に病やむことはない」

「でも、術だとしたら、わたしにそれを解ほどくことはできないかしら」

　白雪がそう言うと、琥珀は首を振った。

「この術をどうすれば解けるか、今は星曜館の館長が探さぐってるけどね、なかなか判明しない。禁きん呪じゆが編み込まれているのではないかという疑いも出てきてる。君にはとても無理だ」

　禁呪、という単語に、白雪はぞっとするものを感じる。

　──禁呪とは、使いこなすにはあまりにも強大だったり、倫りん理りに反し世間を混乱に陥おとしいれたり、人の手には負えないほどの過大な現象を引き起こす呪詞である。それらは多くなく、結ユイの大陸で禁呪と定められている呪詞は両手の指が余る程度の数だと言われていた。

「術が編まれているってことは、禁呪以外にも複数の呪詞が使われているんでしょう」

　白雪は、幼いころから教えられてきた術の体系を思い出しながら言った。「だったら、ひとまず術を見み極きわめて、禁呪以外の呪詞を解いてしまえばいいんじゃない」

　白雪はそう言うなり、祭壇に向き直った。

　祭壇には斎宮が手にする九く連れん環かん杖じようが横たわっている。摑つかもうと手を伸ばすと、自ら手のひらに吸いついてきた。


わがきみ　お手伝いいたします



「術だっていうなら、まずどんなふうに仕し掛かけられてるか、探らなくちゃ」

　自分の向かいに立った琥珀とのあいだに九連環杖を立てる。杖つえの頂部にある大たい環かんに額を寄せると、琥珀も同じように寄り添そってきた。

「だったら僕も手伝うよ」

　もはや琥珀に白雪を止める気はないらしい。

　九連環杖を支える手に琥珀が手を重ねてくる。白雪はかすかな緊きん張ちようを覚えた。つむじに琥珀の息がかかる。

「君はあったかいね」と、琥珀は低く呟つぶやく。「ちいさい子みたいだな……」

　白雪は、自分でも理由のわからない動どう揺ようを抑おさえて目を閉じた。

　上へ、と念じると、閉じたはずの目に、上空から見た天藍城が映る。夜間なのに明めい瞭りように見えるのは竜珠の視力で見ているからだろう。

（もっと上へ）

　さらに念じると、視界の中で城が小さくなった。彩湖の湖面が光る。やがて杖州全体が見えてきたところで、白雪は空を一面に覆おおう暗雲に気づいた。

　ぐるりとあたりを見まわすと、光る天てん蓋がいのようなものが国土を覆っているのがわかる。これが斎宮である白雪によって保たれている結界だろう。暗雲がその中で垂れ込めていた。しかも、それはじわじわと勢力を広げつつある。

（雨う水すいの呪詞が編み込まれてる）と、琥珀が心しん語ごで伝えてきた。（旱かん魃ばつのときにしか使ってはならないとされている呪詞だよ）

（……他ほかにもあるみたいだけど、この呪詞は、なに？）

　白雪は暗雲をさぐって呟いた。少し意識を向けただけでわかるほどの、その冷気。自然の冷気ならば、もう少し慈じ悲ひがある。こんなに尖とがってなどいない。人が死するほどにすさまじくても、こんなふうに鋭するどい荒あら々あらしさはない……

（やっぱり禁呪だ！）

　琥珀の心語が強く伝わってくる。（『あつめ』の呪詞だ……）

　その呪詞を白雪は知らなかったが、雨水の呪詞とともにこの禁呪が術として編まれることで、この氷雪の嵐あらしを引き起こしているのは明白だった。

　白雪が術の結び目を探し当てると、琥珀が警告を伝えてくる。

（白雪は下がっていて。あとは僕がやる）

（わたしがやるわ）

　白雪は強く否の意を返した。斎宮として立てられているからこそ、琥珀ではなく自分がせねばならないと思う。琥珀はその白雪の決意を察したのか、それ以上は止めなかった。

　──編まれた術にさわるのも、術を構成する呪詞をほどくのも白雪にとって初めての体験だった。それでも、自分にはそれが容易にできると確信できた。今の自分は、半年前のちょっとした呪詞しか使えなかった自分とは違ちがう。

　ありもしない第三の手を暗雲へ伸のばすように思い描えがいた。暗雲にふれると、冷たい感かん触しよくが伝わってくる。白雪の第三の手は触しよく手しゆのように動いて術の編み目を探り、術の最初と最後の結び目を見み出いだした。端は布ぎれを繕つくろう糸を断ち切るように、最後の結び目からいくつかの細かな呪詞を逆にたどって解きほぐしていく。

　琥珀の驚きが伝わってきた。白雪自身も驚いていた。九連環杖のおかげもあるだろうが、それだけではない。確かに自分の竜珠は威い力りよくを増している。

　呪詞を解きほぐしているうちに、触さわると鋭い痛みを伝える部分があることに気づいた。これが禁呪だろう。白雪はそう判断して、まずはそれ以外の部分をほどくことに意識を集中させる。

　術をほどいていくと、やがて琥珀の触手を感じた。解かい呪じゆを手伝ってくれているようだ。琥珀は白雪とは逆に最初のほうからほどいているらしい。やがて術は禁呪で構成されている部分以外は解きほぐせた。

　何な故ぜか、ふれた部分から琥珀の戸と惑まどいと焦しよう燥そうが伝わってくる。琥珀がほとんど怯おびえてさえいるのがわかった。何を恐おそれているのだろう？　白雪は不思議に思いながら、琥珀から離れた。

　禁呪の気配はひどく重苦しくて冷たい。

（戻もどろう、白雪。これ以上は無理だ）

　琥珀が止めた。しかし白雪はためらわず、ほどけた術の残ざん滓しである禁呪に近づいていく。

　ゆっくりと触手をのばしてふれると、痺しびれるような痛みがある。だがかまわずにさらに奥へと突つき進んだ。

（白雪！）

　琥珀が後方で叫んでいる。

　為なすべきことを為す。

　そうすれば、もっと自分のできることも多くなるだろう。

（無茶、するな……！）

（誰だれも苦しめたくないの！）

　白雪は叫んだ。（だから、もっと強くなりたい……結界がなくてもこの国を守れるほどになれば、そうしたら、……）

　今のように、他国の人々を苦しめずに済む。

（しらゆき！）

　触手を麻ま痺ひさせる冷気にかまわず、白雪は禁呪をほどき始めた。しかし固く結ばれた紐ひものように、あつめの呪詞はかたくなだった。

　やみくもに触手を動かしていると、呪詞が僅わずかにほころび始めたのがわかる。その感触に、白雪は安あん堵どした。

　だが突とつ如じよ、ほどけかかっていた呪詞が動き始める。その気配を察して、白雪は触手を素す早ばやく引いた。ほんの少し遅おくれた触手の先せん端たんが凍こおりつき、結けつ晶しよ化うかする。肉体で言えば爪つめの先程度だ。しかし白雪は戦せん慄りつした。

（どうしてこんなに……つめたいの……っ）

　禁呪のほころびはたちまち修復されていく。

（しらゆき……！）

　琥珀の呼び声に触手を伸ばした。白雪の意識が琥珀に捉とらえられ、そのまま引き寄せられる。ものすごい速度で視界が戻った。

　──一いつ瞬しゆん後、ふたりは祈き禱とう所じよでそれぞれの頭を上げた。

「今の、……」

「無茶なことを」

　琥珀は息を切らせて九連環杖から手を離はなした。緊張のためか、額に汗あせを浮うかべている。

「君は、まったく、……なんてことを！」

　いつも明るい琥珀がこのように心乱すさまを、白雪は初めて見た。

「琥珀？」

「あ、あんなふうに術を解ほどくなんて、君はいったい、……無茶苦茶だ」

　語ご尾びは弱々しかった。「あんなこと、いつからできるようになったんだい」

「初めてよ」

　白雪は首を振ふった。眩暈めまいがする。九連環杖から左手を離して見た。震ふるえている。手のひらの烙らく印いんから熱が引かない。

　白雪は首をかしげた。体が揺ゆれているような気がする。

「術を解くのも初めてだわ」

「初めてで、あんな無茶をするなんて！」

「ごめんなさい、でも、……あれでよかったのよね。術は解けたわ」

「半分はね。でも禁呪の部分は残ったままだし、それに……」

「それ……に……？」

　白雪は問いかけながら、琥珀に近づこうとして歩を踏ふみ出したが、手を滑すべらせて九連環杖を落としてしまう。体が傾かしいで思わずその場にしゃがみ込む。

「だいじょうぶ？」

　琥珀が心配そうな声で問いながら、傍かたわらに膝ひざをついた。「君は本当に、白鷺さまに似てるよ。自分で決めたことを何がなんでもやりとげようとする。なんて強ごう情じようなんだ」

「それ、よく言われたわ、父さんに、……」

　白雪は自分が口にした言葉に、はっとした。

　──父さんに。

　震える白雪の体を、琥珀の手がそっと抱だき寄せる。その肩かたに額をあずけるかたちになった。

「君は、……今は朱月のことを、どう思っている？」

　白雪は、きつく左手を握にぎりしめた。

　言葉を探していると、琥珀がつづけた。

「今回の件は、彼のしわざかもしれない。彼が僕たち、……この国を恨うらんで滅ほろぼそうとしているのは明白だ」

　琥珀の静かな声は容よう赦しやがなかった。「それでも彼を育ての父と思い、わかりあいたいと思うかい？」

　それは、今の白雪には残ざん酷こくな問いかけだった。

「あの人は、……わたしたちを恨んでいるのね」

「そのようだよ」

「でも、わたしを育ててくれた」

　白雪は、目を閉じた。「熱が出たときは、看病してくれた。食べるものが少ないときは、自分のぶんをわけてくれた。野宿のときは、わたしを懐ふところに入れてくれたわ。……可愛かわいい娘って、言ってくれたわ……」

　憎にくんでいるとその口から聞き、殺したいと思ったことがあると言われた。

　それでも白雪は、彼から心を切り離すことができない。

「大人になったら、十六になったら、名前で呼ばせてくれると約束したの」

　白雪は、琥珀の腕うでにしがみついた。「あのひと、……が、悲しい思いをするのはいやだわ。苦しむのもいや。できれば笑っていてほしいの。苦しいなら、それをやわらげるのを手伝いたい。悲しいなら、その気持ちをまぎらわせて……少しでも笑ってほしい。──恨みや憎しみを抱いだいていると、心が暗くなってしまうわ。だからせめて明かりの代わりになって、あの人を照らせられれば、」

　ぽたり、と冷たい感触が耳もとにかかった。白雪は思わず琥珀の顔を見上げた。

「こはく……？」

　きんいろの瞳ひとみが潤うるんで、ぽたぽたと滴しずくを落としている。白雪はゆっくりと瞬まばたいた。

　やさしげな容よう貌ぼうと親しみを感じやすい態度なので忘れがちだが、琥珀はとっくに成人している男性だ。

　その、ちゃんとした大人の男性が涙なみだをこぼすのを、白雪は生まれて初めて目まの当たりにした。

「ど、……どうして、泣くの……？」

　尋たずねると、きつく抱きしめられた。息が苦しくなるほどに。

「これは、僕の涙じゃない。君の、涙だよ……こうしていると、君の悲しい気持ちが響ひびいてきて、痛くてたまらないんだ」

「わたし、の……？」

「君は、自分が悲しいときに、泣けないんだね」

「わたし、……悲しい、の？」

　そうなのだろうか。自分では全然わからない。

「君はとても朱月が大切なんだよ。それはわかっている？」

　白雪は、ためらいながらも無言でうなずいた。

　──自分が死ぬことであの人が楽になるなら、それでもいいとさえ思ったほどに。

「でも、だからって、君が朱月に殺されていいはずがないんだ！」

　琥珀は叫んだ。抱きしめる腕に力がこもるのを感じて、白雪は喘あえいだ。

「琥珀、……苦しい」

「……ごめん」

　琥珀は白雪の体を放した。だが、すぐ近くにその顔がある。苦しげにゆがんだ顔が。

「君はまだこんなにちいさいのに、そんなにも重い苦しみを背負わなければならないなんて」

　だからと言って、苦しみの肩代わりなぞ誰にできるはずもない。

　犯おかした罪を、誰かが代わりに背負えるはずもないように。

　琥珀は、そっと白雪の左手を取った。その手のひらに視線を落とす。

「わたし、そんなに子どもじゃないわ……」

　烙印に指先でふれられ、白雪は目を伏ふせた。ひどく胸が苦しい。琥珀のふれている部分から、息苦しい気持ちが伝わってくるのだ。

　このままこうしてはいられない。何故かそんな気がして、白雪はゆっくりと琥珀の手から左手を抜ぬき取った。そのしぐさに、琥珀はやや眉まゆを寄せながらも微笑ほほえんだ。

「君は、まだ本当に、……幼いんだね」

　琥珀は立ち上がった。「戻ろう。宿舎までおくるよ」










「まさかあの術を解いてしまうとはな」

　夜半である。朱月はひっそりと噴ふん水すいの前にたたずんでいた。

　噴水の水が、ゆらゆらと揺れている。像がはっきりとしないのは、この館やかたが結界で守られているからだろう。それでも朱月はこの術を成功させている。

『お強い方です。禁きん呪じゆを残してみな解いてしまった。さすがに姫ひめさまの血を受け継つぐだけあります』

　像がやや愉ゆ快かいそうに答えた。『どうなさいますか。わたしはまだあなたに従うよう、あの方に命じられているのですが』

　朱月の話している相手は、ふだんは穏おん和わだが、実は相当に性格がよくなかった。朱月に渋しぶ々しぶ従っているのは明白だが、だとしても朱月の企たくらみが巧うまくいかないことをあからさまによろこんでいるのがわかって腹立たしい。

「もう一度、呪詞を紡つむいで術をかけ直せばいい。どうせおまえひとりで紡いでいたわけではないのだろう。杖州を離れられぬ身なのだから」

　朱月の言葉に、相手は押し黙だまった。

　天の気を左右する術に限らず、大規模な術は複数の呪詞から構成される。そのためにひとりでは編みきれず、複数の人間が唱えた呪詞を集めてひとつの術として成すのが常だった。

「どうやって術使いの手数を集めたかは知らんが、あとくされのないようにしておかないと、ことが露ろ見けんしやすいぞ」

『そのことならば、覚かく悟ごはできています。自分のしたことはわかっていますから』

　相手は神しん妙みように答えた。『かれらもそうです。ことが暴あばかれたときにはどのように身を処されるかも、承知しています』

「……俺のこの策は、おまえを楽にしてやる手伝いをしたに過ぎないのか」

　やり場のない怒いかりに似た不快さを覚えながら、朱月は呟つぶやいた。「いつわりつづけるのに疲つかれて、誰かに裁さばかれたいとでもいうのか」

『いつわりなど申し上げておりません。ただ、誰にも尋ねられなかったから答えなかっただけのこと』

　あの国では誰もがそうだ、と朱月は思った。

　問われなければ答えない──消極的な噓うそとなる、その態度。

　それは咎とがめられることではない。安あん泰たいに生きていくには必要なすべだ。

　大口であからさまな噓をつきつづけたのは、あの女だけだ。

『それに、裁かれて楽になりたいわけではありません。わたしとあの子の関係が明るみに出れば、あの子を産んでくれた、今はもういないあの人も咎め立てされるかもしれません。たとえわたしのしたことが罪だとしても、……あの人とあの子のためには口を閉とざしていられます』

　あの子の、ために。

　──名乗りを上げられない我が子のために。

『もう一度、術を紡ぎます。ですが次に解かれれば、同じ術はかなわないかもしれません。禁呪だけはまだ生きていますが、ほころびかかっていますから』

「禁呪がほころびかかっているだと……？」

　朱月は眉を上げた。

『それも、斎宮が解かれたのですよ』

「禁呪を、か」

『いつかあの斎宮は、あなたを滅ぼすことでしょう』

　やや悪意のこもった相手の言葉に、朱月は口もとをゆがめた。

「それは予見か」

『いいえ、……あなたが望まれていることではないですか』

　ぱしゃり、と水が落ちる。

　長汀は南に位置するから、真冬の夜中でも水が凍こおることはほとんどない。今も夜気は冷たくても穏おだやかで、北方の刺さすような冷気とは異なっていた。

「何をたくらんでるんだ」

　振ふり向くと、指先に灯あかりをかかげた浅緋が咎とがめるような表情を浮うかべて立っている。思わず朱月はふき出した。

「何がおかしい」

　浅緋はむっとする。

「まるで、放ほう蕩とう娘むすめの夜遊びを咎めるために起きてきた父親みたいだと思ったんだ」

「放蕩娘よりたちがわるいぞ、おまえは」

　浅緋はぶつぶつ言った。「こんな夜中に術を使うな。結界が乱れて目がさめたじゃないか」

「ああ、それはわるかった。一刻を争う伝達だったのでな」

「で、何をたくらんでるんだ。我が国に不利なことはするなよ」

「我が国、か」

　朱月に反はん芻すうされて、浅緋は眉を寄せた。

「……確かに長汀は俺の国ではないが、今は仕える国だ」

「何な故ぜ、おまえはこの国に仕えることにしたんだ？」と、朱月は話を逸そらすついでに疑問を口にした。「ここ三十年ほどおまえを見かけなかったが、まさかこんな近くにいるとは思わなかった」

「つまらない話だぞ」

　浅緋はやや困惑したような顔つきで答えた。

「おもしろく話せ」

「若の母親が売られてきたのを送ってきただけだ」

　浅緋は指先の灯りを空に浮かせ、手を下ろした。「自治州の羽は千せん江こうを知っているか。万まん月げつ陥かん穽せいの近くにある、百年に一度は盗とう賊ぞく団だんに何もかも根こそぎ持って行かれる小さな街だ」

　昔、結ユイの大陸の中央には、天テン真シン山脈と呼ばれる大山脈があった。今はそこは天から落ちてきた星によって大きな窪くぼ地ちになっている。落ちてきた星のかけらも残っていないのは、墜つい落らく時の摩ま擦さつによるありえないほどの高熱によって、落ちてきた星が芯しんまで融とけたためだと言われていた。

　そのせいで土どじ壌ようが病やみ、何千年経たっても草木の一本も生えず、人の住めない土地となった窪地は万月陥穽と呼ばれるようになった。

　万月陥穽の周囲の土地も、瘦やせて育つ作物が少ない。だがここ千年ほどのあいだに、落ちた星が溶とかした鉱物が万月陥穽で採れると広く知られ、採取に向かう商人が徐じよ々じよに増えていた。それを獲え物ものとする賊ぞくも増え、自治州はますます治安が乱れているという。

「若の母親は羽千江では銀いち杏ようといって、親が借金を残して死んだので、その形かたに売られたんだ。俺はたまたまそのとき羽千江から出る商隊の護衛役を任まかされて一いつ緒しよに行動しただけだ。その荷をほとんど賊に奪うばわれたからあてにしていた稼かせぎがなくて、銀杏の口くち利ききで宮仕えをするようになっただけさ」
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「それだけにしては、随ずい分ぶんとあの若わか僧ぞうに入れ込んでいるんだな」

　朱月の揶や揄ゆに、浅緋は眉まゆをひそめた。

「……若が太子の位に上ったのは十年ほど前だ。自らの手で生母を殺あやめてその資格を得た」

「それが不ふ憫びんか」

　朱月は鼻を鳴らす。「母を犠ぎ牲せいにしてでも権力を得たかっただけだろう」

「それだけではない。若は、自国が腐くさっていることに心を痛め、立て直したいと強く願ったんだ」

「その若は帰ってこられたのか？　大切にしているわりには心配していないようだが」

「お戻もどりになっている」と、答えた浅緋は小さく溜ため息いきをついた。「おまえのことを問い質ただされて、困り果てたぞ、俺は。それに戻られて以来、後こう継けい者しやが生母を手にかけるというしきたりを改められないか、ひそかにお悩なやみだ」

「別に困る必要はないだろう」

　朱月はわらった。「昔の友人でしたが、そのように変わってしまったとは存じませんでしたと言っておけばいい」

「似たような弁解をしてはおいたが、納得しきれていないようだ。それに、若はどうやらおまえの養い子が気に入ったようだ。口に出しては言わないが、相当心しん酔すいしているな、あれは」

「養い子？」

　一いつ瞬しゆん、朱月は誰だれのことを言われているのか、本当にわからなかった。

「あのしきたりさえなければ彼女と縁えんを結びたいのだろう。確かに、かなえば神杖と長汀のつながりは今まで以上に強くなる」

　浅緋はもう一度溜息をついた。「今は胸に秘ひめているだけだが、そのうち朝議で言い出さないかとひやひやしている。ただでさえ若は、竜珠だからと臣しんどもには重きを置かれていないのだから」

「……あの若の父親は、実はおまえなのか」

　その心配ぶりに朱月が下世話な興味を持って訊きくと、浅緋は複雑な表情をした。

「銀杏とはそんな仲ではなかった。それに俺は他者と交わるのを断たっている。そうでなくとも子なぞ残すつもりはないし、残らないだろう」

　それが浅緋の答えだった。

「おまえはまるで神杖の星曜館の役つきどものようだな。あそこで幹部に上がると、夫婦者は離り別べつして、伴はん侶りよどころか子どもとも二度と会ってはならないそうだ。しかも、職を退しりぞくまで身辺を清らかにせねばならんとも聞いたぞ」

　朱月は、旧友も、神杖の術師たちをも嘲あざわらうかのように言った。

「──それを口実に、星曜館の者を脅おどしているのか」

　浅緋の指し摘てきに朱月は口をつぐんだ。浅緋はとっくに、朱月が水鏡で誰と会話しているか見当がついていたのだ。

「朱月、おまえが何をしようとかまわん。請こわれるなら力も貸そう」と、浅緋ははっきり告げた。「だが、俺はこの国に関わる以上、神杖との関係を悪化させるわけにはいかない。おまえが俺の力を必要だというのならこの国から手を引くが、もう少し時間がほしい」

「おまえなぞあてにしていない」

　朱月は吐はき捨てた。「そのうちここも出て行く。完全に傷が治ったらな」

「……それでも、おまえが呼べばいつでも駆かけつけるぞ、朱月」

　浅緋は朱月に背を向けて、言った。「死ねと言うなら、いつでもこの命をやる」

　朱月はそれには何も答えなかった。










　翌日、天藍城内はいつものように活気を取り戻していた。

　晴れて明るい空の下、しかし庭園は相変わらず積雪が残ったままで、ひいなたちは雪かきにかり出された。

　いつものひいなの装しよう束ぞくではなく、動きやすい服に着き替がえた少女たちは、ときに雪とたわむれながら雪かきをした。庭園の木々の枝から雪を落とし、凍こおっている塊かたまりを運び出し、ところどころに設けられた噴ふん水すいの栓せんが破は裂れつしないようにゆるめたりした。

　白雪は庭園の道を掘ほり起こす一隊に入っていた。敷しき石いしから凍りついた雪をはがすのは重労働で、一日では庭園全体の半分の小こ径みちしか雪を除のけられなかった。

　午後遅おそくなってからようやく休きゆ憩うけいを許可された白雪は、休憩のお茶をいただきに建物に戻る仲間から離れて、庭園の北東へ向かった。

　天藍城をぐるりと取り囲む塀へいの一部分には穴が空いている。祥琳も言っていたが、ふだんは術がかけられているのか、竜珠でなければ見ることはできない。白雪は易やす々やすとそれを見つけると、ためらいもせずくぐり抜ぬけ、城の外へ出た。

　王太后の凜子が、身分を隠かくしてひそかにめんどうをみている救慰寮は天藍城の西の城下街にある。白雪は北東から城じよう壁へき沿いに城西区とも呼ばれる花はな扇おうぎに入った。

　夕方近い遊里はそこかしこの店に灯あかりが点ともり始めている。通りの雪はきれいにかたづけられていてどこにも見られない。かすかに遠くから響ひびいてくる弦げん琴きんの音ねとあたたかな灯りの色に、白雪は閏うるう旬じゆんの城内を思い出した。──あのときも、こんなふうに弦琴の音が清すが搔がきとして絶え間なくつづき、灯りではないが幻げん視しの光が満ちて見えた。

　通りに人は少なかったが、もこもこと服を着込んでいる白雪は、ひとりで遊里の大路を歩いていてもさほど注意を向けられていなかった。

　遊里の大路を抜けると、街外れの救慰寮が見えてくる。少しひらけた場所に建てられた木造の建物は遠くから見てもわかるくらいに古びている。しかし屋根の上にも周囲にも雪はない。誰かが除のけてくれたのだろうか。白雪は足を速めた。

「こんにちは！」

　柵さくの木戸をあけて声をかけると、しばらくのちに建物から少女が飛び出してきた。白雪がこの救慰寮を知るきっかけになった茉まつ莉りである。

「ゆきねえちゃん！」

　茉莉はうれしそうに白雪の名を呼んだ。「やっぱりゆきねえちゃんだ！　どうしたの？　お城を出てきていいの？」

「雪がいっぱい降ったから、みんなだいじょうぶかと思って、……心配で」

「だいじょうぶなの！」

　茉莉は満面の笑えみを浮うかべた。「にゃにゃがきてくれたの！　おともだちといっしょに」

　にゃにゃというのは、白雪は会ったことはないが、以前に救慰寮にいた子らしい。茉莉がとても慕したっていて、帰ってくるのを今か今かと待っていたほどだ。

「おみやげたくさんもってきてくれて、ゆきかきもしてくれたよ。おしごとがあるって、もう行っちゃったけど」

　一度帰ってきたものの、また行ってしまったということか。だが、茉莉はうれしそうだった。

「よかったわね」

　白雪はほっとした。茉莉のよろこぶ顔を見ていると、自分のこと以上にうれしくなったのだ。

「みて、これ、にゃにゃがくれたの」

　茉莉は手をかざした。その小さな手首に、淡あわい薔ば薇ら色いろの石が通った編み紐ひもの腕うで輪わが巻きついている。白雪はしゃがみ込んで茉莉の手を取った。

　編み紐はさまざまな明るい色で、いくつかある結び目ごとに石が留まっている。薔薇色の石は水すい晶しようで、さほど高価なものではないが、ふれるとあたたかい感かん触しよくが伝わってきた。

「……これをくれた人は、茉莉ちゃんをとても大切に思ってるのね」

　白雪の言葉に、茉莉はぱっと顔を輝かがやかせる。

「にゃにゃがつくってくれたんだって」

「だからでしょうね、とても気持ちがこもっているわ」

　白雪は、茉莉がうらやましくなってしまった。

　心寄せる相手が自分を案じてくれる。その幸運を茉莉は知っているのだ。

　自分も知っていると思っていた……

「これをつけていれば、にゃにゃはわたしがどこにいても、ぜったいにさがせるっていったの」

　茉莉は誇ほこらしげに言った。

　白雪は首をかしげた。術使いならそれも可能だろう。だが、この腕輪には術のかかった気配がない。

「おい、何してるんだ」

　聞き慣れた声にぎょっとして白雪は振ふり向いた。

「せいじ！」

「……またおまえは、こんな遅くに城を出てきやがって」

　青磁は大おお股またで近づいてくると、怒おこったように言った。

「……出てきたときは、遅くなかったもの」

　白雪は立ち上がったが、青磁から目を逸そらしてぼそぼそ言った。

　青磁と言葉を交かわすのは初うい日じつに頰ほおを撲うたれて以来だ。どうにもぎこちなくなるのはそのせいだろう。

「せーじもしんぱいしてきてくれたの？」

　茉莉はにこにこして尋たずねた。青磁はその無む邪じや気きな問いに怯ひるんだが、子ども相手に虚きよ勢せいをはることもせずうなずいた。

「ああ。だが必要なかったようだな。誰が雪かきをしてくれたんだ？」

「あのね、にゃにゃがおともだちをつれてきてくれたの！」

　茉莉の言葉に、青磁は目を瞠みはった。

「七なな樹きが……？　まだ、いるのか」

「もう行っちゃったけど」

　青磁の浮かべた表情に、茉莉はきょとんとした。「せーじ、おこったの？」

「怒ってない」

「じゃあどうしてそんな顔してるの」

　子どもは容よう赦しやなく指摘した。「にゃにゃがせーじに何もいわずにでていっちゃったから？」

「そ、そういうわけじゃないが、俺に何も言わないってのはおかしいだろう。望むなら侍じ者しや見習になれるように頼たのんでみると言ったのに、それに返事もせずに行っちまったんだぞ、あいつは」

　まごつきながらも青磁は弁解した。「だいたい、……あいつは昔から、無理ばかりするやつだった。宮仕えが性に合わないのはわかっていたが、だからって、怪あやしい話にのって遠方の商隊に加わるなんて、……心配だ」

　ぼそりとした最後の呟つぶやきに白雪は、青磁が七樹を実の弟のように大切に思っているのを感じ取る。

「だいじょうぶだよ！」

　茉莉が明るい声で言った。「にゃにゃはつよくなったんだって！」

「強くなった、ねえ」

「だからね、わたしもつよくなるってやくそくしたの」

　幼い少女の意思はまっすぐで、白雪は思わず微笑ほほえむ。

「わたしも、つよくなるわ」

　白雪は、茉莉の頭を撫なでた。「わたしも、みんなのためにがんばる。強くなって、……みんなを守るわ」

　そう言って青磁を見上げる。

「……わるかったよ」

　青磁の意外な言葉に、白雪は瞬まばたいた。

「青磁？」

「その、……殴なぐって、わるかった」

「せーじ、ゆきねえちゃんをなぐったの？」

　びっくりしたように茉莉が声を上げる。「女をなぐると手がくさるって、かはるのおじちゃんがいってたよ」

「あの人はまた余計なことを」と、青磁は顔を背そむけてぶつぶつ言った。

「違ちがうの、わたしがわがままを言ったから……」

「わがままというより、こいつは意い固こ地じなんだ」

　青磁は憎にくまれ口を叩たたく。そのとおりだという自覚はあったが、さすがに白雪はむっとした。

「意固地とは何よ、もう少し言いようってものがあるでしょ！」

「……何を騒さわいでるの」

　建物から出てきた姿に、白雪は口をつぐんだ。茉莉の兄代わりの寿じゆ央おうである。七樹が出て行った今ではこの救慰寮の年長者だ。

「寿央」と、青磁が少年の名を呼ぶ。

「中まで聞こえたけど」と、寿央は青磁と白雪を見比べた。「青磁と小雪さんは仲がいいんだね」

「「よくないっ」」

　ふたりはほとんど同時に声を上げた。
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　寿央はそれにくすくす笑った。茉莉はただただ目を丸くしている。

「今、夕飯の途と中ちゆうなんだ。食べていく？」

　食事中だから、白雪を慕したっている茉莉以外は出てこなかったのだろう。

「いや、食事はいい、……というか、食べるもの、あったのか」

「七樹が持ってきてくれたんだよ。お餅もちとか、お米とか、新あら巻まき鮭ざけとかあるよ。お金も置いていってくれた」

「金？」

　青磁がいぶかしむような顔をした。「いくらだ」

　寿央の答えた金額に、ますます青磁は剣けん吞のんな顔つきになった。白雪も驚おどろいていた。平民の大人がひと月働いても、そんな額にはならない。どんな職でも、だ。

「親切な人が貸してくれたんだって」

「うさんくせえな」

「でも、凜子さんの知り合いみたいだって、言ってたよ」

「凜子さんの？」と、ますます青磁はいぶかしげな表情を浮かべて呟いた。「厄やつ介かいなことにならなきゃいいが……」
















　それから一いち旬じゆんばかり、杖州では晴天がつづいたが、涼州では再び雪ゆき嵐あらしが始まって、とうとう散光信も通じなくなった。

　幾いく度どか物資を供給する輸送隊が送り出されたが、その到とう着ちやくを確かめるすべもなくなった。

　涼州を挟はさむ晴せい州しゆうと瑞州の天候は安定しているというから、その異常さは城内でも取り沙ざ汰たされるようになっていた。










　聖王より斎宮に涼州の異変を打ち破るための征せい討とうの勅ちよく命めいが下され、出しゆつ立たつは秘ひ密みつ裏りに運ばれた。

　供は騎き士し四名のみ、移動は馬で、途中から徒歩になった。州しゆう境ざかいまでは馬で行軍できたのだが、峠とうげを越こえるあたりから雪がちらつき始め、馬で峠を越えることが困難となったのである。

「水鏡が使えなくても、移りの術があるだろうに」

　峠をくだりながら、青磁が言った。

　州境までは馬で三日、そこからの山越えは一旬余りを徒歩で移動してきたから、五人とも旅装は埃ほこりにまみれている。それに粉雪がつくのをものともせず、青磁は雪道を先頭でざくざくと歩きつづける。体に合った動きやすい旅装のためか、雪の上だというのに動作は機き敏びんだった。いつものように二本の刀を腰こしに差しているが、その背にも包まれた長物を負っている。

「そうしたら、青磁たちはあとで来るの？　僕と白雪だけ先に行ってもいいけど」

　琥珀の言葉に、青磁がものすごいいきおいで振ふり向いた。鋭するどい目で、白雪の近くを歩く琥珀を睨にらみつける。

「だって、移りの術が使えるのは、僕と白雪だけだよ」

「風ふう銀ぎん桂けいが今どのような状態かわからない以上、ふたりだけ先に行かせるわけにはいかない」

　蘇芳が至し極ごくもっともな意見を述べる。「それに、見えているところへ移るといっても、その場がどれほど危険かはわからないから、移りの術は使うべきではないだろう」

　移りの術は、一いつ瞬しゆんで距きよ離りを縮めて移動できる。しかし、見えている場所、あるいは行ったことのある場所、脳のう裏りにその情景を思い浮かべることのできる場所にしか移られないのだ。

「……雪が降ってるのに空は明るいなんて、気味がわるいわ」

　白雪は、下り坂を精せい一いつ杯ぱいの早足で歩きながら呟いた。道は凍こおった雪が固くなっているが、鋲びようの打たれた雪ゆき靴ぐつのおかげで滑すべらずに済んでいた。白雪の荷物は荷にぶ袋くろに入れて背負った携けいこ行うし食よく糧りようの他ほかは、両りよう腕うでで抱かかえるように持った九連環杖のみである。杖つえと呼ばれるのに歩いているときなどに地面についてはならないというので、白雪は気をつけて抱いだくように捧ささげ持っていた。

　降る雪が少ないうちに距離を稼かせごうと、夜明け前から歩き出し、小休止を二度ほど入れながら昼まで歩きつづける予定だった。そうすれば夕刻までに麓ふもとの村落につく。そこで頼たのみ込んで、山の手前で置いてきた馬の代わりを借りようというのが青磁の提案だった。

「晴れているのに、風ふう銀ぎん桂けい城じようがまだ見えねえのもおかしな話だ」と、青磁が呟つぶやいた。「この峠をくだれば、晴れの日は城が見えてくるはずなのに」

　青磁は青竜隊として涼州に赴ふ任にんしたことがあるので、今回の道程では先導役を務めていた。

「空は見えてるけど、低いところで地表に積もった雪が舞まってるんだと思うよ。地平が白くぼやけているでしょう」

　琥珀が説明する。

「では、雪は本当は降っていないんだな」

「降った雪が解けずに凍っているから、空の水蒸気もそろそろ足りなくなってるんだよ。術が稼か働どうしていても、あのようすじゃしばらくまとまった雪を降らせられないんじゃないかな」

　琥珀の言葉はどことなく歯切れがわるかった。白雪は足もとに気をつけて、それでもできる限りの早足で歩きながら、ちらりと斜ななめ前を歩く琥珀の横顔を見た。

　困ったような、何かを考えているような顔つき。

　何な故ぜだか白雪は、琥珀がその術を施ほどこした『誰か』の正体を察しているのではないかという気がした。これは思い込みなのか、それとも竜珠による推測や察知なのだろうか。判断がつかないから、琥珀に尋たずねることもできない。

「この異変は誰かのたくらみによるものだとしても、その目的はなんなんだ？」

「多重になってる」

　ぼそりと呟いたのは、最さい後こう尾びを歩く黒曜だった。

「多重？」

　聞きとがめて白雪は振り返る。

「ああ、……施せ術じゆつ者しやと、何かをたくらんでいる者は別だろう。幾いくつもの思おも惑わくがあるような感かんし触よくがする」

　そう言ってから、黒曜は溜ため息いきをついた。「死しし臭ゆうがする。地面に染しみ込んでるな……」

「そりゃあそうだ」と、青磁が前を向いたまま、声を張り上げた。「ここは涼州だ。初代涼りよう州しゆう公こうが選んだ、科とが者ものが過ごす最後の地だからな！」

「それだけじゃない」

　黒曜が陰いん鬱うつそうな声でつづけた。「あたらしい死だ」










　夕刻より少し前、麓の村落を訪おとずれると、雪は除のけられていたが、人は誰も屋外にいなかった。

　しかし青磁はためらわず、村の中央にあるいちばん大きな建物へと向かっていく。みんなそれにつづいた。

「すまない、旅の者だが、馬を貸してくれないか」

　青磁は建物の引き戸を叩たたきながら声をかけた。何度か繰くり返すと、ようやく引き戸がそろそろとほんの少し開かれる。

「旅のお方、ですか……」

　顔を覗のぞかせたのは老人だった。

「ああ。俺は天藍から来た、青竜隊の青磁という。このたびの雪嵐の異変を収めるため、斎宮の姫君をお連れした。風銀桂まで参るのに馬をお借りしたい。峠を越えるために、置いてきてしまったのでな」

「斎宮の……新しい姫さまですか」

　老人は疑うたぐり深い顔つきで、青磁と、その後ろに並ぶ白雪たちを眺ながめた。白雪はやや緊きん張ちようして、じっと老人を見返す。

「最近はようやく吹雪ふぶきもやみましたが、もう、この村には食べるものもろくに残っとりませんぞ。老人と女子どもだけです」

「俺たちは強ごう盗とうじゃない。ただ馬を借りたいだけだ。男たちはどうした」

　青磁が問うと、老人はゆっくりと頭を振った。

「このままでは餓うえてしまうと、城へ訴うつたえに行ったきり、戻りませぬ」

「黒くろ猫ねこ隊たいがここを通っただろう。何も置いていかなかったのか」

「通られました。その方たちが置いていってくださった食しよく糧りようや炭で、なんとかしのいでまいりましたが……」

「もうしばらく、堪こらえてくれ。姫さまがいらしたからには、事態は好転する」

　青磁は嚙かんで含ふくめるように老人に言い聞かせた。

「……馬は、あります。建物の裏手へどうぞ」

　ようやく信用したのか、老人はそう言うと引き戸を閉とざした。

「ずいぶんと無気力になっているな」

　建物の裏手へ歩き出しながら、蘇芳が言った。「これでは、今夜の宿など借りられまい」

「馬を借りられるなら、そのまま風銀桂城へ行きましょう」

　白雪が言うと、騎き士したちはさすがにぎょっとしたようだ。

「白雪？　まさか夜通し駆かけるつもりじゃないだろうね」

　琥珀が確かめるように問う。

「もちろんそのつもりよ」

　白雪は言い切った。「だって、今の人を見た？　あんな元気がないのはいけないわ。ちゃんとおいしいものを食べて、あったかいところでたくさん寝ねなきゃだめだわ」

　寒いときにひもじいと人は無気力になる。眠るとそのまま死んでしまうのではないかと心細くもなる。白雪にも経験があった。

「わたしたちは、あの人たちに元気になってもらうために来たんでしょう」

　そう言いながら、白雪は腹立たしさを覚えていた。

　自然の前に人は無力だ。しかし人じん為い的な異変ならば、同じように人の手でどうにかできるはずだ。

　そして自分はそれを委まかされた。であれば、なんとしてでもやり遂とげなければならない。

　建物の裏手は廏きゆう舎しやになっていた。ここも丁てい寧ねいに雪が除けられている。どうやらこの数日は雪が降っていないようだ。気温が上がらないからか積雪は解けていないが、新しく積もってはいないらしく、除けられた雪の表面は凍りついていた。

　廏舎には人ひと影かげがあった。さきほどの老人が建物の裏手から出たのだろう。

　それともうひとり、

「馬を貸すだって？　本気か」

　まだ若い声がした。この家は村でもっとも大きいようだから、馬ば丁ていを雇やとう余よ裕ゆうがあるのだろうか。

「しばらく誰も来てくれなかったら、もうこいつらを喰くうしかないんだぜ」

　白雪たちが近づいていくと、そんな乱暴な言葉が聞こえた。

「まさか」

　その声を耳にした青磁は、眉み間けんに皺しわを寄せた。足を速めて廏舎に向かう。

「七樹！」

　呼び声に、見えていた人影のひとつがびくりと反応した。次の瞬しゆん間かん、その影が脱だつ兎とのごとく駆け出す。

「待てこら！　逃にげるな！」

　青磁はそれを追って走り出した。

　白雪は呆あつ気けに取られたが、同じように驚おどろいている廏舎の老人のもとへ駆け寄る。

「あの、……わたしが、斎宮の白雪です」

　自分を斎宮と称しようするのにはまだ慣れない。ためらいながら名乗った白雪に、老人は小さく顔をほころばせた。

「そのようですな。九連環杖をお持ちになられている」

　僅わずかに残っていたらしい老人の疑いは、斎宮が持つとされる九連環杖を白雪が手にしていることでぬぐわれたようだ。九連環杖はこの国の誰もが知る斎宮の証あかしなのだと、白雪は改めて思い知る。

　九連環杖をぎゅっと左手で握にぎり、白雪は感謝の念を伝えた。

「儂わしはこの村の長老で、委い壇だんと申します」

「さきほどの者は？」と、蘇芳が尋ねた。

「黒猫隊と一いつ緒しよにここに来た若者です」と、委壇は答えた。「といってもまだまだ子どものようですが……ここの状態がひどいからと、残ってくれたのです。子どもを扱あつかい慣れているのか、よく遊んでくれて、あの子のおかげで、子どもたちがまだ元気でいてくれる。食べるものも、なんとかしてつくってくれて……」

「痛いって！　もう逃げないってば、青磁！」

「やかましい！　おまえなんか信用できるか！」

　青磁が、少年の耳をぐいぐい引っ張りながら連れ戻してくる。

「あっ」と、琥珀が声を上げた。「あの子知ってる」

「俺もだ」

　蘇芳が同意し、黒曜も黙だまってうなずいた。

「おまえここで何してたんだ」

　廏舎の前まで戻ってきた青磁は、少年を責め立てた。

「何って……馬の世話とか、山で山菜掘ほったりとか、動物狩かったりとか……」

　少年は答えながら、ちらりとその場にいた者たちを見まわした。「青磁は何しに来たんだ」

「仕事だ。今から風銀桂城へ行く。七樹、おまえも来い」

「えっ」

　七樹は逃げこそはしなかったが、身を退ひいた。「なんでだよ！　無理だよ、俺ここで人待ってんだよ」

「人？」

　青磁はうさんくさげに七樹を見た。

「ああ、最近ようやく雪ゆき嵐あらしがおさまってきたから、瑞州まで行って食糧を分けてもらってくるって仲間が出かけてったんだ」

「得体の知れないやからとつるんでるんじゃないだろうな、おまえ！」

　青磁は四人の中でも黒曜に次いで背が高い。その青磁が見おろすと七樹は小こ柄がらに見えたが、少なくとも白雪よりは高い。年ごろも白雪と同じか少し上だろうか。顔つきは幼いが、この年ごろだと男より女のほうが大人びているものだ。

　七樹がまた、ちらりと白雪たちを見た。今度は蘇芳、琥珀、黒曜と視線が流され、最後に白雪で止まる。

　ややつり気味だが大きい目は、よく見ると緑色をしていた。濃こすぎて黒に見える緑である。短い髪かみも同様に、重なって黒く見える濃い緑だった。肌はだの色は濃くもなく薄うすくもない。はっきりしている目鼻立ちに、何な故ぜか白雪は見み憶おぼえがあるような気がして首をかしげた。

「あれ、青磁の兄弟？」

　七樹の声の温度が微び妙みように低くなったのを白雪は悟さとった。その態度もよそよそしく感じられる。

「一度会っただろう。ちゃんと紹しよう介かいしたじゃねえか」

「……憶えてねえよ」

「おい、七樹」

「馬は四頭？　それともそこのお嬢じようさんが自分ひとりで乗られるっていうなら五頭か？」

　お嬢さん、という言い方に、なんとなくばかにされた気がして白雪はむっとした。

「乗るわ」

　どうやら白雪自身が問いかけに答えるとは思わなかったらしい。七樹はびっくりしたように目を瞠みはった。驚きのせいか、目の色がすうっと明るくなる。黒ずんで見える濃い緑が、転じて陽ひに透すかした葉の色になった。

　白雪は、その不思議な変化をどうしても間近で見たくなって七樹に近づいた。
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「……あなた、茉莉ちゃんって知ってる？　花はな扇おうぎの救慰寮の子よ」

　彼が『七樹』ならば、と尋たずねると、七樹はますます驚いたようだった。

　口をぱくぱくさせてから、

「俺の、……寮りようの妹だ。あんた、茉莉を知ってるのか」

「行ったことあるもの、救慰寮に。茉莉ちゃんが駅でからまれてて」

「あんたがあいつを助けた『ゆきねえちゃん』!?」

　それきり、七樹は言葉を失ったようだった。

「そうよ。──茉莉ちゃんが『にゃにゃ』の帰りを待ってるから、早く帰ってあげてよね」

　白雪は言い終えると、返事を待たずに九連環杖を手にして廏舎の中へ入った。馬は自分で選ばないと相性がわからないものだからだ。

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやである白雪を、十数頭の馬がいっせいに見る。

　白雪は馬の顔を見ると、その馬が自分を乗せてくれるかくれないかがわかる。どうやらこれは竜珠の力らしい。たいていの馬は、まだ若い女の白雪をあまり乗せたがらない。舐なめきってしまうのだ。それはこの征せい討とうの出しゆつ立たつ前の馬選びでもわかっていた。

　廏舎の馬たちはどの馬も小こ綺ぎ麗れいで、鬣たてがみもきちんと撫なでつけられていた。廏舎の特有の臭においはどうしても消せないが、できる限りあたたかく清潔を保つよう心がけられているのがわかった。驚いたのは、空腹そうな馬がいなかったことだ。どうやら冬ふゆ越ごえのための飼い葉はたっぷり準備されていたらしい。

　一頭一頭の顔を順じゆん繰ぐりに見ていくうちに、他の馬より小柄だが、やたらと好こう奇き心しん剝むき出しで白雪を見てくる馬がいた。鬣も何もかもがまっくろだが、目だけは明るい金色をしている。白雪はその馬に近づいた。

「乗せてくれる？」

　手を伸のばして顔に触ふれると、馬が手に顔を擦こすりつけてきた。了りよう承しようされたらしい。

　馬を廏舎から引き出すと、蘇芳が近づいてきた。

「それに乗るのか」

「ええ、乗せてくれるって」

「わかった。では少し待ってくれ。俺たちも馬を選ぶ」

　蘇芳と青磁、つづいて琥珀と黒曜も廏舎に入っていく。

　その間に、七樹が黙って馬具をつけてくれる。白雪は茉莉のことを考えて、何か言ってやらずにはおれなくなった。

　しかしどう言っていいかわからない戸と惑まどいと、あんなにも茉莉が待っていたのに……という苛いら立だちに支配され、巧うまく言葉を紡つむげない。

「こいつは凍こおった雪の上も歩ける」と、七樹は馬の蹄てい鉄てつを調べて言った。「せいぜい落ちないように気をつけな」

「ありがとう」

　どことなく含ふくみの感じられる七樹の言葉に、白雪は刺とげ々とげしくなりそうな気分を抑おさえながら言った。「あなたこそ気をつけて。あなたに何かあったら、茉莉ちゃんが悲しむわ」

　それは本心だった。彼を案じてというより、茉莉の気持ちを思って言ったのだ。

「今の俺は、あいつに心配されるようないいもんじゃねえよ」

　七樹はきっと白雪を睨にらみつけた。「あんたみたいな、何も知らないお姫ひいさんに説教なんかされたくないね」

「何も知らない、ですって」

　さすがにこれには白雪も気色ばんだ。いつもなら白雪の気持ちをなだめてくれる騎き士したちも、今はそろって廏舎に入ってしまっている。以前の白雪なら腹立たしさを抑えきれず七樹を殴なぐりつけていたかもしれないが、秋から培つちかった斎宮としての鍛たん錬れんで気持ちを落ちつかせた。

「……あなたは強くなったって、茉莉ちゃんは言ってたわ」

「昔よりは、な」

　七樹は静かに答えた。「ずっと、力がほしいと思っていた。強くなりたいと思っていた。……弱かったからな」

　その言葉に、白雪は息をのむ。

　強くなりたい。自分もそう考える。

　彼は自分と同じなのだ。

　……同じだから、近いから、だからこんなにも彼の言動に腹が立つのだろうか。

「力を手に入れれば、守れると思ってたのに」

　子どものような呟つぶやきに、白雪は我に返る。

　白雪がその言葉の意味を問うより前に、七樹は馬を引き出してきた青磁に近づき、馬具を取りつけるのを手伝い始めた。

　青磁が弟のように可愛かわいがっているという少年を、白雪はじっと観察する。

　茉莉の語っていた『にゃにゃ』は、もっと明るくて大人びた印象だった。今、白雪が見ている少年はそれとはまるで別人だ。さきほどの彼の暗い物言いも気になる。救慰寮を離はなれてから、彼の身に何が起こったのだろうか……

　考えていると、馬が肩かたに顔を擦りつけてきた。やたらと人なつっこい性た質ちのようだ。

「よろしくね」

　気を取り直した白雪の挨あい拶さつに、馬は鼻を鳴らして応こたえた。










　村を離れると、地表を吹き抜ぬける風の中を通らなければならなかった。ほとんど横に吹く風は、細かな雪の粒つぶを叩たたきつけてくる。だがそれはせいぜい馬の胴どうあたりまでの高さしか吹かなかったので、馬に乗っている限り、視界は遮さえぎられずに済んでいた。馬も、苦もなく駆かけていた。

　吹きつけてくる雪の粒は地表の凸でこ凹ぼこに沿って積もっている。踏ふめば足あし跡あとが残るが、それはすぐにかき消えた。

　不思議なことに、今降っている雪は、積もってもある一定の高さを越えることはないようだった。尋じん常じような雪ではない。ときおり積雪の上層のぱさぱさとした雪が舞まい上がり、視界を白く染め上げる。

　馬とともに多少の飼い葉を貸してくれた村の長老が言うには、雪ゆき嵐あらしは一時期やんだものの、その後は降っても降っても積もりすぎない雪と、いつまでも止まらない冷たい風が吹きつづけているという。よく聞くと、雪嵐が止まったのは白雪が術をほどいたころのようだった。

　白雪の選んだ馬は、うまく歩きやすい道を選んで進んでくれた。馬を駆けさせず早足で歩かせるよう指示したのは青磁だ。馬を借りた村から風銀桂城までは早馬で一日はかかると思われた。だが白雪の技術では早馬ほどには走れないし、馬の負担も大きくなる。無理をしないように城に到とう着ちやくすることだけを優先した。九連環杖は青磁を真ま似ねて背負った。

　眠らずにいるのは苦ではなかった。旅で夜通し歩いたこともある。それに、今は何もせずに体を休めたら、気が急せいていらいらしただろう。早く、早くと気持ちが急ぐ。

　暗くなってから村を出たが、夜明けまで三度ほど休きゆ憩うけいを取っただけだった。食事は馬の上で、何度か軽く固めた乾かれ飯いいを口に含んだ。揺ゆれている馬上では咀そ嚼しやくすると舌や頰ほおの内側を嚙かんでしまいそうだったので、唾だ液えきで溶とかして胃の中に入れた。

　馬にも、休憩のときに飼い葉を与あたえた。そのたびに一度は馬を降りなければならなかったが、体ががちがちに固まっているのがわかった。

　陽ひが昇のぼると、あたりの雪が風にあおられて、雪の結けつ晶しようがきらきらと輝かがやいた。ずっと馬に乗っていたために朦もう朧ろうとした白雪は、そのさまを見ているうちに、いつの間にか眠ってしまった。

「白雪！」

　蘇芳の呼び声に、白雪は我に返った。馬からずり落ちそうになったのだ。慌あわてて馬の首にかじりつく。

「もうすぐだ、城が見えてきた」

　青磁が馬を寄せてきた。「見ろ、わかるか？」

「う、うん」

　指し示された遥はるか前方には、白いきらきらとした雪ゆき煙けむりに包まれた城じよう壁へきが見えた。明け方のために周囲は白い雪を反射したひかりに包まれてまぶしいほどだ。光の中に高い城壁が浮かび、その中にはさらに高い塔とうがいくつも建っているのが見える。

「あと半日も駆ければ着く。休みなしで行くぞ」

「わかったわ」

　高い城壁は、人の出入りを完全に把は握あくするためだ。過去、科とが者ものによる反乱が幾いく度どか起きていて、そのたびに城壁は高くなっていったという。

　長く駆けさせてきたために馬も疲つかれているようだったが、白雪の気持ちを汲くみ取ってくれるのか、今も早足で駆けていた。

　乗り手の白雪の体もぎしぎしと痛みを訴うつたえていたが、限界だと思っても、この馬を貸してくれた村の長老を思い返すと力が湧わいてきた。

　冬は日照時間が短かく、人の気分が沈しずみやすい。作物は穫とれないし鳥ちよう獣じゆうも姿を見かけないから、他の三季で蓄たくわえた食しよく糧りようや燃料で日々をしのぐしかない。しかし今回の雪嵐はそれらの備び蓄ちくでは賄まかない切れないのだろう。

　自分が遅おくれた分、人々が苦しむ時間は長くなり、確実にこの手で掬すくい取れる命が幾いくつも消えてしまう。

　そう考えると白雪は一いつ瞬しゆんたりとて休む気にはなれなかった。騎士たちもそれに否いなやはないようだ。ただ長旅に不慣れな琥珀だけは、体力を保つために特製の薬を服用しているらしい。白雪にもその丸薬を少し分けてくれたが、劇薬なのであまりすすめられないと言っていた。

　それから半日ほど経たつと、城壁の下方に雪に埋うもれかかった門があるのも見え始めた。その前に何かが積み上げられている。雪ではない。白雪は揺れる馬上からそれを凝ぎよう視しした。

「あれ……！」

　それが何かを理解した瞬しゆん間かん、白雪は叫んだ。その叫びに反応して、騎士たちもそちらを見る。

「人、が……！」

　門の前には、人間の死体がいくつも折り重なっていたのだ。

　白雪の気持ちを察したのか、馬が脚あしを速める。白雪の馬だけが先行して、たちまち門が近づいた。

　門の前で馬を反転させた白雪は、まろぶように馬を降りて死体に近づいた。どれも凍こおりついている。白雪はその場に膝ひざをついた。凍った雪の冷たさも、吹き上げる風が雪の粒を身に叩きつけるのさえも気にならなかった。

　憤いきどおりが胸に突つき上げる。ここまでたどり着いたものの、なんらかの理由で城内に入れなかった人々なのだろう。

　自分がもう少し早くここにたどり着いていれば助かったかもしれない命を喪うしなわせてしまった、白雪はその事実に臍ほぞを嚙む思いを味わう。

　人の気配がした。素す早ばやく立ち上がって振ふり向く。城壁の近くに潜ひそんでいたのか、何人かの男たちが手に剣けんや刀を持って現れた。すさんだ顔つきは何かに取り憑つかれたかのように暗い。身に纏まとっているものは凍こごえそうなほどに薄うすい布きれで、履はいているものは草ぞう履りだった。その足にも容よう赦しやなく細かな雪が打ちつけている。

　だが、寒さがかれらをすさませたのではないのは白雪にもわかった。

　武器を持つ手、その手首にはぐるりと巻きついた紐ひものように黒い刺いれ青ずみが入っている。科者の証あかしだ。

　男のひとりが奇き声せいを上げて白雪に斬きりかかってきた。

「九く連れん！」

　白雪が叫ぶと、背負っていた九連環杖が左手に収まる。それを両手で支えて刃やいばを受けた。刃はこぼれした刃の破は片へんが飛び散る。白雪は後ろへ跳とび退のいた。

　つづいて別の男が白雪めがけて剣を振りかざし、薙なぎ払はらう。そこへ跳び込こんできたのは黒曜だった。

「黒曜！」

　黒曜は白雪を背にかばいながら、脚を振り上げて男の手首を横ざまに蹴けった。鈍にぶい音がして手から剣が落ち、男は絶ぜつ叫きようを上げて転がり回る。

「門をあけてください！」

　琥珀が叫んだ。「われわれは天藍から来ました！　斎宮の姫君をお連れしました！」

　門に取りつけられた金具を何度も鳴らしているが、中からの返答はない。

「こいつら……脱だつ獄ごく者しやだ」

　青磁が苦々しい顔をしながら太刀たちを抜いた。白雪は黒曜に抱かかえられるようにして門の近くへ退しりぞかされる。

「青磁、……！」

「わかってる！」

　殺さないで、と言いかねた白雪の意を察して青磁は振り向かずに答える。残っていた男たちが同時に斬りかかってきたところに、青磁は身を翻ひるがえしながら刀を打ち込んだ。蘇芳も残っていた男を打ち倒たおす。

　ふたりはそれぞれ武器を収めて白雪のもとへ戻った。

「他の砦とりでから逃にげてきた者らしい」

　青磁がその美しい顔を歪ゆがませながら報告した。「兄貴のほうも、そうだろう」

「ああ、刺青があった」

　蘇芳は無表情に答える。

「……あの」

　琥珀が叩いていた扉の脇わきにある小窓がひらいて、おずおずと男が顔を覗のぞかせた。

「僕たちは怪あやしい者ではありません」

　琥珀は、長旅による疲ひ労ろうで声を嗄からしながらも告げた。「このたびの異変を鎮しずめるために、斎宮の姫君が征せい討とうにいらしたのです」

「斎宮の……」

　男の顔が驚おどろきに彩いろどられる。「姫君はまだ位に就つかれたばかりとうかがっています。まさか、こんな辺境までおいでくださるはずがない」

「刑部卿きようはいらっしゃらないのか！」

　青磁が琥珀を押しのけて、小窓の男に摑つかみかからんばかりにして顔を寄せた。「卿ならば、姫をよくご存じだ」

「……卿は、北東の絽ろ瀬せ砦にお出かけです。科者が乱を起こして砦を乗っ取ってしまったので、その討とう伐ばつに出ております」

　青磁は困こん惑わくの表情を浮かべて兄を見た。蘇芳はうなずき、代わって男に話しかける。

「我々はこたびの異変を解くべく、勅ちよく命めいを受けて天藍より参った。中へ入れてくれ。天藍から十日あまりかけて来たのだ。──姫、こちらへ」

　蘇芳に手招かれ、白雪は従った。手にした九連環杖が神音かのんを響ひびかせる。

「この方が当代の斎宮の姫君だ」

　胡う散さん臭くさげにしていた男が、九連環杖を見て表情を変えた。

「それは、九連環……」

「中へ入れてくれ」

　青磁は繰くり返した。「状じよう況きようの説明と、……少し休ませてくれ」










　風銀桂城は、ひとつの街をまるまる城壁で囲ったつくりになっていた。中心には祖そ塔とうと刑部卿の起居する館やかたがあり、周囲には青竜隊の駐ちゆう留りゆ舎うし館やかんが祖塔と館を方形に包むように幾いく棟むねも並んでいる。

　小窓から顔を覗かせた男は門番で、青磁の求めに従って、駐留舎館に案内してくれた。

　城じよう塞さい内は外の突とつ風ぷうが噓うそのように静かで、端はしに雪が寄せられた通りを行く者の姿はほとんどない。

　往路、青磁が門番に尋たずねると、黒くろ猫ねこ隊たいは城に到とう着ちやくしていたが、風銀桂城には炭も食糧も蓄えに少しは余よ裕ゆうがあるので、他の砦を廻めぐってもらっているという。また、白雪たちが馬を借りた麓ふもとの村落から来た者たちもなんとかたどり着いているらしいが、他の砦からの脱獄者たちが外に溜たまるようになって、帰るに帰れなくなっていたようだ。

　外の死体は近くの獄舎ひとやを脱獄してきた科とが者ものだった。それらの死体と、今は意識のない斬りかかってきた男たちは中へ運び入れてもらった。男たちは捕ほ縛ばくしてしかるべき処置をとってもらうよう頼たのみ、死者たちには弔とむらいの手配をした。凍こおりついていた死体を運び込むために、青磁が氷を溶とかす術を使った。

　また、疲つかれ切った馬の世話も頼んだ。呼ばれた馬丁には、くれぐれも馬をねぎらってくれるように託ことづけた。

「まさか本当に姫さまが来てくださるとは思っていませんでした」

　駐留舎館の前で、案内役を終えた門番は白雪に言った。「さきほどはご無礼をいたしまして、あいすみませんでした」

「いいの、仕方ないことだわ。あなたが誰も彼も信じてこの城内に入れていたら、たいへんなことになってしまうのでしょう」

　白雪が首を振って言うと、門番は感かん銘めいを受けたようだった。

「姫さまは、……先代のように打ち解けやすいのですね」

「母さんを知ってるの？」

「先代が、妖霊すだまの征討にいらしたのを見たことがあります。今の姫さまのように、その杖つえをお持ちでした」

　門番は懐なつかしげな顔をする。「位の高い方々は、掟おきて破りだのと先代をわるくおっしゃいますが、我々にとっては、あやかしを退たい治じたり魔まを祓はらったりしてくださる、とてもありがたい方でした」

　そう言い終えた門番は、白雪に深々と頭を下げると、仕事に戻っていった。

「ここなら、俺たちが天藍を出たあとに状況がどのように変わったかもわかるだろう」

　青磁が提案すると、

「僕はあっちへ行ってる」と、琥珀が祖塔を指した。「星曜館の分室があるはずだから、水鏡と散光信が回復してるかどうか見てくるよ」

　疲労の激しい琥珀をひとりで行かせるわけにもいかず、黒曜が付き添そうこととなった。ふたりが祖塔へ去るのを見送ってから、白雪たちは三人で舎館へ入っていく。入ってすぐに高い丸まる天てん井じようの大広間があり、入り口の両りよう脇わきに立ち番がいた。

「自分は天藍の青竜隊所属、青磁だ」と、青磁はそのふたりに向かって名乗る。「こたびの氷雪の嵐あらしが人の手によるものと判明し、斎宮の姫君が征討に参られた。こちらが斎宮の楓さつ院いん白しら雪ゆきの姫ひめ宮みやである」

　厳おごそかな口調で青磁が告げる。

「よくいらっしゃいました」

　右側の男がやや顔をほころばせる。「自分は晴せい真しんと申します。青磁さまのお噂うわさは、かねがね卿よりうかがっております」

「自分は山やま吹ぶき、風銀桂城内では卿の副官を務めております」と、左側の男は表情を変えずに言った。「刑部卿はこちらに戻ってすぐ、この雪ゆき嵐あらしの異変を人じん為い的なものだとつきとめておりました。絽瀬砦に向かったのもそのためです」

「年が明けてから、術使いが何名かこの風銀桂城の水鏡を使って涼州入りを果たしていることが明らかになりました。その全員が絽瀬砦へ向かっているのです」

「刑部卿は、その術使いたちがこの雪嵐の異変に関わっていると結論づけて、足取りを追って行かれました。絽瀬砦で起きている騒そう乱らんもそれに関連しているようです」

　晴真と山吹は、交こう互ごに説明をした。このふたり、姿すがた形かたちはそうでもないのに、声や喋しやべるときの抑よく揚ようがとてもよく似ている。今は晴真と山吹のどちらが話しているのか、白雪にはたちまち判別がつかなくなった。

「わかりました。……ところで、この城の門前に、死体がありました。あれは、どうしたのですか」

　白雪が尋ねると、晴真と山吹は顔を見合わせた。

「雪嵐が起き始めてから、各地の砦の科者が脱獄していると聞いています。おそらくそれらの者が門前で力尽きたのでしょう」

　すぐに山吹が白雪を見て答える。

「助けを求めて来たのではないのですか。どうしてあのままにしたのですか」

　白雪の問いに、ふたりは怪け訝げんな顔をした。

「姫、今は異変のときです。脱だつ獄ごく者しやが助けを求めて来たとしても、それを受け容れる余裕はありません」

「涼州に流された者は死し刑けいに処せられないというだけで、二度とこの地からは出られません。それはつまり、この地で死なねばならぬほどの罪を犯おかしたという意味です」

「罪を犯した者だから、助けを求められても見殺しにしたというのですか？」

　白雪は問う。憤いきどおりで、頭の中が真っ白になっていく。

「涼州に送られて、生きてこの地を出られる者はほとんどおりません。どのみち彼らは死すべきさだめにありました」

　山吹の冷たい声に、白雪は言葉を失った。

　言い返そうと口をひらいたが、何も返す言葉が見つからず、憤りのあまり頭がくらくらした。

「白雪、だいじょうぶか」

　蘇芳の手に背から支えられる。白雪はうつむいた。

「この雪嵐による死者はどれほど出たんだ」

　青磁がふたりに問う。

「砦とりででない村では数え切れないほどです。この城内でも、多くの者が凍とう死しや積雪で圧死しています」

　山吹が冷静に答えた。「正確な数は春先にならなければ出せないでしょう。死体を数えるよりも、生きている者は食しよく糧りようや暖を取るのが先決ですから」

「みなさまが馬を借りてきた村は、南部にあるだけましだったようですね。山や川が近ければこの時季でもなんとか魚や獣けものが獲とれるので、荒こう野やの村より生き延びる率は高くなります」

「そのような事態になっているのに、獄舎を脱してきた科者を何な故ぜ助けないかとは、当代の斎宮はたいそうお気楽なことをおっしゃる。驚おどろきました」

　ふたりの見分けがやっとついた。似た声、抑揚でもどこかきつく鋭するどい言葉を吐はくのが山吹だ。白雪はぎゅっと唇くちびるを引き結んだ。悔くやしさと恥はずかしさに苛さいなまれて息苦しくなるほどだった。

「山吹、失礼なことを」と、晴真がたしなめる。「まだ位に就ついたばかりの斎宮に、下しも々じものことを理解できるはずもないだろう」

　晴真は、ものやわらかながらもひどく無礼な口を利きいた。さすがにこれには、礼れい儀ぎに口うるさい青磁も叱しつ責せきするのを忘れて呆あつ気けに取られている。どうやら晴真にはまったく悪気はないらしい。

　白雪はゆっくりと息を吐いた。自分の未熟を陰かげで誹そしられるより、目の前で言われたほうがまだましかもしれないと気を取り直す。

「佳春さんに、……刑部卿に会いに行きましょう」

　騎士たちを振ふり返って口をひらく。「早くしないと、もっとたくさんの人に害が及およぶわ。そうでしょう？」

「もちろんだ、だが少し休んでくれ」

　蘇芳が制止する。「君だけじゃない。琥珀もまいってる」

　確かにそうだ。旅慣れていない琥珀のことを思い出して、白雪は自分の性急さを恥じた。

　白雪は、毎日歩きつづけることも、街から街へ流れるのも慣れていた。だが、長旅に縁えんのない琥珀は、疲ひ労ろうだけでなく戸と惑まどいも大きいだろう。

「そうね、少しだけ、休みましょう……」

　白雪は悄しよう然ぜんとしながらうなずいた。










　青竜隊にも女性はいる。また、舎館の舎人とねりにも。

　その女性たちの力を借りて、白雪は旅の疲れを癒いやした。意識がはっきりしないまま湯を使ったのだが、何人かが手伝ってくれた。

　その後、食事も摂とらずに眠り、目をさますと夕方だった。半日は眠っていたらしい。

　着き替がえようとしたが、着るものが何もなかった。借りた簡素な寝ね間ま着きのまま隣りん室しつへの扉とびらをあけると舎人がいたので、着ていたものはどこにあるか尋たずねると、洗せん濯たくに出されてまだ乾かわいていないという。代わりに渡わたされた装しよう束ぞくは青竜隊の女性が身につけるもので、青磁がいつも着ているものとさして変わらなかった。女性向けの型だから、下部が腰こし布ぬのになっているだけだ。

　着替えを手伝ってくれようとした舎人に礼を言って断り、騎士たちがどこにいるかと訊きくと、祖そ塔とうだと教えられた。だが、空腹を抑おさえて祖塔へ向かおうとすると舎人に止められた。

「姫ひめさまをこの舎館から出してはならないと、蘇芳さまから申しつけられました」

「蘇芳から？　どうして」

　白雪が問うと、舎人は困ったような顔をした。

「その、……姫さまをおひとりにしないようにとのことです」

　蘇芳に先手を打たれて、白雪は気が挫くじかれた。今すぐにでも発たって絽瀬砦へ行きたいという考えをすっかり見み抜ぬかれていたのだろう。

「わかったわ。おとなしくしてるから、騎士に、わたしが目をさましたことを伝えてくれないかしら。できれば会いたいと」

「承うけたまわりました。寝しん室しつでお待ちください」

　舎人に寝室に戻されて、白雪は寝しん台だいに腰かけた。

　そこで初めて、九連環杖が見当たらないことに気づく。

「九連」

　呼んでみた。どこからともなく現れた九連環杖がするりと左手に収まる。

「どこにいたの」


脱だつ衣い所です　わがきみ



　なるほど、湯を使ったときに置きっぱなしにしてしまったのだろう。

「ごめんね、錆さびなかった？」


なんともございません　防水加工も施ほどこされておりますので



「──ねえ、九連、この前かたちが変わったのは、どうして？」

　ふと思いついて白雪は問う。この前というのはもちろん初うい日じつのことだ。琥珀がどうやってか九連環杖を弓に変えたのである。


自分には　他ほかにも姿がございます　弓や刃の武器などが主です



　九連環杖は簡潔に説明した。人の姿をしていないのが不思議なほど、その口調は流りゆう暢ちようだ。


わがきみには輝キ石セキノ神カミがおつきですが　ほかの方々には　騎士が御おん身みを守りきれぬとき　自分を使っていただいておりました



　なるほど、と白雪は納なつ得とくした。では九連環杖がそばについていれば単独行動も可能だろう。


ですがわがきみ　旅先でひとりで歩き回らないほうがよいかと存じます



　九連環杖は白雪の心を読み取ったのか、たしなめるように言った。

　そこで九連との会話は終わった。誰かが寝室の扉を叩たたいたのだ。

「どうぞ」

　声をかけると、黒曜が入ってくる。

「黒曜、あなたはだいじょうぶなの」

　近づいて問うと、彼はにっこりした。

「俺は、体力だけはあるから」

「他の人たちは？」

「蘇芳と青磁は眠ってる。琥珀は祖塔だ」

「琥珀に会いたいわ。会える？」

　白雪は立ち上がった。歩き出した拍ひよう子しに足もとがよろける。その肩かたを黒曜が支えた。黒曜はしばし逡しゆん巡じゆんすると、白雪の前で背を見せ、膝ひざをつく。
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「……のって。背負うから」

　その言葉に白雪はためらったが、結局そっと身を寄せた。白雪が肩にしがみつくと、黒曜はゆっくり立ち上がる。

　……昔、こうして背負ってくれた人がいた。

　白雪は、黒曜の広い背に頰ほおを当てた。額ひたいはちょうど黒曜のうなじに当たる。彼の竜珠のあたたかみが感じられた。こんなに近くては、何を考えているかも伝わってしまうかもしれない。

　それでも白雪は、懐なつかしい面おも影かげを思い浮かべずにはいられなかった。










　隣室の舎人に断って、黒曜とともに舎館を出た。祖塔は白雪のいた舎館の裏手にあった。

　入ってすぐの大広間には、舎館と同じように立ち番がいて、琥珀に会いに来た旨むねを告げると案内された。

　水鏡の間は泉州の祖塔と同じ地下室にあり、外観ばかりか下っていく階段までがそっくりで、白雪は一いつ瞬しゆん、自分がまだ何も知らなかったころ、──これから天藍へ向かうあのときに戻ったかと錯さつ覚かくしたほどだった。

「……やあ、目が覚めたかい」

　ふたりが入っていくと、琥珀はすぐに気づいて顔を上げた。

　水鏡の間は明るかった。天てん井じようの窓から射さし込む陽光が、部屋の中央に浮いている水鏡に反射してきらきらしている。そのさまはまったく泉州の水鏡と同じだったが、その水面はぴくりとも動いていない。凍こおっているのだ。

　琥珀は水鏡の前に椅い子すを持ち出して腰かけていた。周りには大小さまざまな冊子が散乱している。

「水鏡の解かい凍とう方法を調べてたんだけど、なかなか見つからなくてね」

　白雪が床ゆかの上の冊子と琥珀の顔を見比べると、彼は苦く笑しようした。その顔から疲ひ労ろうはぬぐわれていない。

　琥珀は幼少時に閉じ込められて育ち、食事も満足にできなかった時期があったらしい。そのため体のつくりは他の騎士に比べて頼たよりなくひょろりとしている。日ごろから鍛たん錬れんを積む他の三人に比べれば、この強行軍は応こたえて当然だろう。なのに、その身を押して調べ物をしているのだ。白雪は心配になった。

　だが、それを口にするより前に琥珀が言葉をつづける。

「この異変の術は、禁きん呪じゆでもなければ解ほどけそうにないよ」

「禁呪？」

　白雪は眉まゆをひそめた。

「このあいだ、話したよね。──僕が聞いた禁呪は、『むすひ』、『あつめ』、『あわせ』、それに『なくし』かな。もちろん名めい称しようだけで、どんな呪詞かは知らないけどね」

「俺が聞いたのと、違ちがうな」

　ほんの少し眉を寄せて黒曜が言った。

「黒曜も、禁呪を知っているの」

　驚おどろいて白雪は尋たずねる。

「少し。『ほどき』と『かえし』という」

　黒曜は淡たん々たんと説明した。「ほどきは人間の体から魂こんと霊れいの結び目をほどいてしまう。もちろん肉体は死んだも同然になるが、その肉体を別の者が乗っ取って動かすこともできる。他に、複雑に組まれた物質の結び目を解いて、単純な物質に変化させることもできるそうだ」

　琥珀は目を丸くした。

「そんな禁呪は初めて聞く」

「療りよう部ぶ省しようの術師でも限られた者しか存在を知らない。今は俺と、療部卿きようくらいのものだ。星曜館では館長と次期館長──館長代理だけだと聞いている」

「だから僕は知らされていないのか」

　琥珀は小さく溜ため息いきをついた。「で、かえしはどんな呪詞？」

「魂こんを呼び戻す呪詞だという」

「魂を……!?」

　琥珀が立ち上がった。「死者蘇そ生せいの術に使われる呪詞か！」

「そうらしい。……霊が昇しよう天てんせずこの地上に留まっていれば、かえしを使って、解き放たれた太古の人間の魂さえも呼び戻すことができると聞いた」

　弟の説明に、なるほどね、と琥珀は呟つぶやいた。

「『あわせ』と『あつめ』は、世の物質から別の物質をつくり出すことができるから、肉体を形成させられる。『むすひ』は、……たぶん、魂と霊をつくり出した肉体に結び合わせるんだろう」

　白雪は九連環杖を強く握にぎりしめた。

　──千白が教えると言った禁呪はこのことだったのではないだろうか？

「だから禁呪なのか」

「そんな禁呪で、この水鏡にかかった術を解けるの？」

　白雪はぼそりと呟いた。「それに、……禁呪、なのよね……わたしも琥珀も、使えないわ。黒曜だって、そうでしょう」

「禁呪は、使ってはならないとされているだけだ。使おうと思えば、竜珠の重い者、術の研けん鑽さんを積んだ者なら使える」

　黒曜の言葉は淡々として、事実だけを伝えていた。

「だって、使ってはならないのでしょう……」

　怖おそろしかった。死者の蘇生を可能とする呪詞を、使える、と容易に口にする黒曜が。ふだんは口数の少ない彼がこのように断言することが。

　そしてまた、父を失ったと思っていたとき、どれほど彼をこの世に呼び戻したいと願っていたかを思い出す。

　……結局、その必要はなかったのだが。

「どちらにしろ、ほどきの呪詞を僕は知らないから、今はどうしようもないね」

「俺は、知っている」

　黒曜は平然と兄に告げる。

　先ほどの『知っている』は、禁呪の存在を知っている、という意味だったはずだ。

　今の『知っている』は……

「黒曜、……禁呪そのものを知っていることと、使えるということは、違うだろう」

　琥こ珀はくがたしなめる。

　白雪は思わず黒曜の腕を摑つかんだ。

「黒曜……」

　不安に襲おそわれ、その名を呼ぶ。それに黒曜はにこりと微笑ほほえんだ。

「俺は、生まれて二年、母と、……もうひとりの人と一いつ緒しよに城外で暮らしていた」

「黒曜」

　咎とがめるような声を琥珀が上げる。

「その人は、術使いだった。まだ幼かった俺に口くち伝づてでさまざまな呪詞を教えてくれた。俺はそれをただの唄うただと思っていた。その人はたいした竜珠ではなかったので、呪詞を口にしても、発動することはなかったんだ」

　呪詞は竜珠に反応して動く。弱い竜珠に強い呪詞は扱あつかえない。たとえ口にしても術として動かないのだ。

「唄は多くはなかったから、みんな憶おぼえている。たぶんほどきの呪詞はこうだ」

　黒曜はそう言うなり、身を返して水鏡に近づいた。

　凍りついた水鏡をまっすぐに見上げ、はっきりした声で呪詞を唱える。

「『むすばれしもの　とけあいしもの　ほどけてもとへもどれ　もとへもどれ』」

　ごく簡素な呪詞である。禁呪という禍まが々まがしい名称からは想像もできない短さだ。

　しかし、黒曜が唱え終わったとたん、凍りついていた水鏡がかすかに光ってうねった。琥珀は振ふり返ってうねりを確認する。

「……確かにそれがほどきの呪詞みたいだね」

　次は琥珀が水鏡の正面へ立つ。「黒曜で少し反応するなら、僕が唱えれば」

　白雪は思わず琥珀にとびついた。

「だめ！」

　白雪は、ぎゅっと琥珀の腕にしがみつく。「だめよ！」

「白雪……」

　琥珀は戸と惑まどい、自分の腕を締しめつけてくる少女を見おろした。「でも、この水鏡を使えるようにすれば、刑部卿のいる絽瀬砦にもすぐに行けるようになる」

「ええ、だからわたしがやるわ」

　白雪はきっと琥珀を見た。「琥珀はだめ。わたしがやる。だって琥珀、すごく疲つかれてるんでしょう？　わたしがもしだめだったら、そのときは琥珀がやってみて」

　こんな状態の琥珀が禁呪を唱えたら倒たおれてしまう。それだけは白雪にも容易に予想できた。

「あのね」

　琥珀は、疲労の色が濃こい顔に苦笑を浮かべた。「僕はこれでも、斎宮の騎士なんだよ。だから、だいじょうぶ」

「ぜんぜんだいじょうぶじゃないわ！」

　白雪は軽く琥珀の両りよ頰うほうを左右からはたいた。琥珀がきょとんと幼い表情で顔を押さえたところで、とん、と胸を突つく。黒曜がそれを受け止めた。

「黒曜、少しなんとかしてあげて」

「はい、姫」

　黒曜はにっこりした。琥珀が、うわっ、という顔をする。

「そんなに気を流してこなくていいって、黒曜」

「静かに」

　黒曜が琥珀のつむじに鼻を寄せる。回復の術を呪詞なしに発動させているのだ。その振しん動どうが自分の竜珠に響ひびき伝わってくるのを感じながら、白雪は水鏡へ向き直った。

　近づくと、さきほどの黒曜による禁きん呪じゆが効きいたのか、球体の内部はかすかに流動しているように見えた。

　白雪は左手を胸の前にかざした。熱を帯び始めた手のひらの烙らく印いんを水鏡へ向け、禁呪を舌にのせた。

「むすばれしもの　とけあいしもの　ほどけてもとへもどれ　もとへもどれ」

　唱え始めると同時に、後ろ首から発生した熱が全身に伝わっていく。この熱はどこからもたらされるのだろう。白雪はふと不思議に思った。

　白雪がほどきの呪詞を唱え終わると同時に、水鏡の中心からひかりがほとばしった。ひかりは水鏡の内部をぐるぐるとまわり、やがて表面まで達して放たれる。

　水鏡全体がきらきらと光り輝かがやいた。

　そのひかりに目がくらみ、白雪は両腕で顔を覆おおった。鋭するどいひかりは一いつ瞬しゆん痛みのように感じられたが、すぐにやんだ。

　腕をおろすと、水鏡の表面がきらきらと光るのが視界に入った。

「やったね、白雪！」

　琥珀の声とともに、黒曜の手のひらが頭に置かれるのを、白雪はぼんやりと感じていた。

　──これが、禁呪……
















　水鏡の次は散光信の修復をするため星曜館分室へ向かうと、すでに散光信は正常に稼か働どうしていた。

　話を聞くと、白雪が水鏡にほどきの呪詞を唱えると同時に動き出したらしい。どちらも停止の際に時間差はあったが、修復がほぼ同時ならば同じ術に影えい響きようを受けていたと思われる。

　白雪は風銀桂城を発たつ準備のため、着き替がえに舎館の寝しん室しつへ戻った。その間に琥珀が、直ったばかりの散光信で天藍に状じよう況きようを報告する。刑部卿きようが絽瀬砦へ向かったまま戻らないこと、涼州ではどこもかしこも物資が足りず人々が餓うえや寒さに苦しんでいるため、できるだけ早く救助を差し向けてほしいこと、など。

　白雪が水鏡を修復したことも伝えられたが、禁呪を使ったことを琥珀は言わなかった。いくら斎宮でも禁呪を使ったとなればあれこれ取り沙ざ汰たされる。それは避さけたかった。

　報告しているうちに、黒曜に起こされた蘇芳と青磁がやってきた。

「水鏡が直ったなら、すぐに絽瀬砦へ行こうぜ」

　青磁は旅装に着替え、ずっと持ってきていた長物を背負っている。蘇芳も同じく旅装だった。

「僕はかまわないよ。黒曜はだいじょうぶ？　さっきはずいぶん楽にしてもらったけど」

　回復の術を使った者は疲ひ労ろうするものだ。しかし黒曜は平然と首を振った。

「じゃあ、白雪が戻ってきたら、すぐに行こう」

　星曜館分室を出ると、外で控ひかえていた晴真と山吹がさっと頭を下げた。

「騎士さま方、どうか卿をよろしくお願い申し上げます」

「卿は、たまに考えなしで敵の群れに突っ込んで行く癖くせがありますから」

　このふたりはどちらも物もの腰ごしが穏おだやかに見えて、口をひらくといやみや当てこすりがかなりの割合で混じっていた。これはどうやら性格らしいが、このような、一歩間ま違ちがえると無礼きわまりない者を部下に従える佳春に、騎士たちは内心で舌を巻いていた。それともこのふたり、あの佳春に仕えるうちにこのようになってしまったのか。

「天藍の青竜隊ってみんな同じなんだね。どこかの誰だれかさんみたいだ」

　琥珀はちらりと次じ兄けいを見上げた。その視線に気づいた青磁はむっとしてみせる。

「俺のことを言ってるのか、琥珀」

「もちろん、他の誰さ」

　琥珀はにやにやした。

「俺からすれば、青磁もおまえも同じようなものだがな」

　それまで黙だまっていた蘇芳が、長兄の立場から言う。これにはさすがの琥珀もきまりわるげに黙ってしまった。

「ごめんなさい、遅くなって」

　琥珀が反論する前に、白雪がぱたぱたと駆かけてくる。今までの旅装に着替え、九連環杖を捧ささげ持っていた。

　蘇芳が晴真と山吹に挨あい拶さつの口上を述べ、全員で分室をあとにする。

　水鏡の間へ行く途上、誰も口をひらかなかった。これから行く絽瀬砦がどのような状況下にあるかさっぱりわからないのだ。

　本当ならば白雪を連れて行くような場所ではないと、四人の誰もがわかっていた。だが、これは斎宮の征せい討とうなのだ。すべては斎宮の意思に依よる。斎宮がこうと決断した以上、騎士は身を賭として斎宮を守るだけだ。

「とりあえず、出口は絽瀬砦の門前にしておくよ。それでいい？」

　水鏡を前にしてから琥こ珀はくが言った。

「いいも何も、行くしかねえんだろ？　だったら早く行こうぜ」

　青磁が眉まゆを上げた。

「わかったよ。青磁は本当にせっかちだな」

　琥珀は兄の言いぐさに肩かたをすくめる。「──白雪、僕の後ろについてね。青磁と蘇芳で左右を、黒曜が後ろを固めて。くれぐれも気をつけて。何が起きるかわからないから」

　白雪は、九連環杖をぎゅっと握にぎりしめた。九連環杖からの励はげましと勇気づける念が、白雪の興奮しがちな気持ちを落ちつかせていく。

「じゃあ、行くよ」

　琥珀が水鏡の中へ手を伸のばし、ゆっくりと入っていく。白雪がそれにつづき、蘇芳と青磁も同時に水鏡へ入った。次いで黒曜。

　濡ぬれたまま外に出たら風か邪ぜをひかないかしら、と白雪が場違いなことを考えていると、すぐに水鏡の外へ出た。目の前に門が現れる。絽瀬砦に着いたのだ。

　風銀桂城とほぼ同じつくりの、だがそれより規模の小さい門は開いたままだった。雪は降っていない。しかし風が地表の雪を吹ふき上げて、視界を白く茫ぼう々ぼうとさせていた。

　青磁が素す早ばやく水みず操あやつりの呪詞を唱えた。全員を濡らしていた水鏡の残り水が一瞬で去る。

「行くぞ」

　蘇芳の声を合図に門をくぐって砦とりでへ入った。

　城じよう砦さい内に入ったとたん、渦うず巻まく風が雪を吹きつけてきた。荒こう野やの地表を吹き流す風よりも強く容よう赦しやなく雪の塊かたまりが叩たたきつけられる。白雪が腕うでを上げて雪を避けていると、ふいに吹きつけてくる風が弱まった。前に黒曜が出てきて風と雪を遮さえぎってくれているのだ。

「この雪ゆき嵐あらしは術だ！」

　琥珀が叫さけんだ。「気をつけて！　この砦に、禁呪に関かかわる者の気配がする！」

　確かにこの雪の降り方、吹きつけ方は尋じん常じようではない。

　吹きつける雪は大路に積もっている。足あし跡あとひとつ見えないのは、降る雪がたちまちかき消してしまうからだろうか。しかし、それにしては積雪の高さはなく、歩くのに困難ではなかった。

「白雪」

　遅おくれがちになった白雪に、蘇芳が声をかける。白雪は前を向いて、四人についていくために足を速めた。

　建物の軒のき先さきには雪が積み上げられている。その陰かげに倒たおれている死体に気づき、白雪は息をのんだ。すでに雪に覆われて、ぱっと見ただけでは何かはわからないそれらの死体に、ごめんなさい、あとでちゃんと弔とむらうから、と白雪は心で声をかけた。

　大路をしばらく行くと、前方に風銀桂城のように高い建物が、吹きつける風と雪の中に見えた。陰いん鬱うつな空気が高こう楼ろうを取り巻いている。白雪は身をすくめた。血と死体の臭におい、そして漂ただよう怨えん嗟さの念が見えたような気がした。

　突とつ然ぜん、怪かい鳥ちようのような疳かん高だかい声がして路地から男が飛び出してきた。男の振ふりかざした剣けんを蘇芳が抜ぬいた刃やいばで受け止める。火花が散り、男のなまくらが折れた。返す刃の峰みねで蘇芳は男を打つ。鈍にぶい音がして、男は道に倒れ伏ふした。

「誰か入って来やがったぞ！」

　別の路地から声がした。今度は吹雪ふぶきの中、集団で男たちが現れる。薄うす汚よごれた着衣を身につけ、瘦やせこけた顔には無ぶ精しよう髭ひげが目立ち、目は爛らん々らんと輝かがやいている。

「貴族だぞ、こいつら！」

「やっちまえ！」

　斬きりかかってきた男の剣を、刀を二本とも抜いた青磁が受け止める。そのまま相手の力を受け流して返し、下から打った。男は鈍い声を発してのけぞり倒れた。

　その傍かたわらで、棍こん棒ぼうで琥珀に殴なぐりかかってきた男を、黒曜が横から腹部を蹴けり上げた。その一瞬、白雪の背後が空あく。気配を感じて白雪が振り返ったときには、男のひとりが斬りかかってきていた。

　だが、九連環杖が自然と反応してその刃を受け止める。

「なんだ、このがき、女じゃねえか！」

　斬りかかってきた男の下げ卑びた声に白雪は猛もう烈れつな嫌けん悪おを覚えた。間近に見える顔には卑いやしげな表情が浮うかんでいる。

「女だから何よ！」

「白雪！」

　黒曜の声がした。白雪に斬りかかってきた男の体が持ち上がり、投げ捨てるように放ほうられる。黒曜の背がすぐに視界を覆おおった。

「女連れの貴族が、何しに来やがった！」

「州公の援えん軍ぐんだったら、あいにくだったな！　あいつらはもう袋ふくろの鼠ねずみだぜ」

「──で、その州公はどこにいるって？」

　琥珀が男たちに問いを投げかけた。「言わないと、ひどい目に遭あうよ。殺してくれって言い出すくらいの、さ」

「なんだと、このがきゃ……！」

　憤いきどおった男の前に立って、琥珀はかすかに笑えんだ。男はそれへ刀を振り上げる。

　振り下ろされた刃は、琥珀の体にふれたとたん、白光と爆ばく音おんを生じさせて粉々に砕くだけた。斬りかかっていた男はふっとび、もんどりうって凍こおった雪の上を転げ回る。

「めが、目があああああ！」

　飛び散った鋼はがねの破は片へんが傷つけたのだろう、男はかたくつむった瞼まぶたから血を流していた。仲間がそれへ駆け寄る。

「おい、しっかりしろ！」

「だいじょうぶか！」

「あんたたち、何してんだい」

　雪風の中でもはっきりと聞こえるほど鋭するどく投げかけられた声に、白雪はぎくりとして振り返った。吹きつける雪の中、建物の屋根に人の姿がある。それに気づいた次の瞬しゆん間かん、声の主は踏ふみ固かためられた雪の上に身軽に飛び降りてきた。

　蘇す芳おうと青磁がそれぞれ得え物ものをかまえる。

「おやおや、いい男が四人もどうしたんだい」

　降りてきた者は、口笛を吹いた。

「迅じん牙が、こいつらが……っ」

「何言ってんだい。見てたよ、あんたらが先に襲おそいかかってただろうが。お頭かしらは、女と子どもは見み逃のがせって言ってただろ」

　迅牙と呼びかけられた者が男なのか女なのか、白雪は見分けられなかった。声は低すぎず高すぎず、どことなく女性めいた口調だが乱暴だ。風雪の中、冬の厚手の装いでは見ただけでは体型も判別がつかない。顔立ちは女性的だったが、芝しば居いの一座で見かける、女を演じる男性のような印象を与あたえられる。

「お嬢じようちゃん、怖こわかっただろ。わるかったねえ」

「怖くなんかないです」

　白雪はきっぱりと言った。自分を守るように立つ騎き士しをかき分け、一歩前に出る。

　すると迅牙は驚おどろいたように目を丸くした。その表情はひどく芝居めいて大おお仰ぎようだ。

「おやおや、ずいぶんと情じよ強うごわいお嬢ちゃんだ」

「こんなことで怖がってたら、わたしは役目を果たせないわ！」

　それでも怯おびえている自分に白雪は気づいた。体が小刻みに震ふるえている。

「お役目？　そりゃあごたいそうなこったね。どんなお役目だい」

　白雪は九連環杖で、とん、と雪の上をついた。たちまち身の震えが止まる。すうっと怯ひるみが退き興奮が冷めた。

　吹きつける風や雪を防ぐために、九連環杖を掲かかげて結界を張った。白雪たちの周囲だけは円形の建物のように風がやみ、雪も逸それていく。

「わたしは斎宮、楓院白雪姫宮です」

　きっぱりと名乗ると、迅牙はますます目を丸くした。

「あんたみたいなお子ちゃまが、斎宮だって？」

「このたびの雪嵐の異変が誰だれかの術によるものとわかって、解きに来たのです」

　迅牙は、けっ、という顔をした。

「この雪嵐は、あたしら重罪人を養う余よ裕ゆうがなくなったから御お上かみが仕し掛かけた術だって聞いたけどね。凍とう死しさせれば、処しよ刑けい人にんに払はらう手間賃も浮くってさ！」

「何な故ぜそんな！」

　白雪は驚きよう愕がくした。

「理由はこっちが訊ききたいよ。あたしらはこの絽瀬砦から一生出られない。罪が決まったときに殺してくれりゃあ楽になれたのに、罪を償つぐない、恥はじを負って生きろとこの国の理法は言ったから、歯を食いしばって生きてきた。それを今さらなかったことにしようってんだからね！」

　迅牙は、さもおかしそうに笑った。

「おまえたちはそれに見合った罪を犯おかしたんだろう」

　地を這はうような声を漏もらしたのは蘇芳だった。「この砦とりでに送られるのは、殺人者の中でも改かい悛しゆんの情が見られない者、更こう生せいの余地がない者、弱者に常習的な暴行と殺さつ戮りくを繰くり返した者だけだ」

「ああ、そのとおりさ！」と、迅牙も負けじと叫んだ。「だが、知ってるかい。涼州の獄舎ひとやがみんな砦様式で建てられている理由を。いつか来るかもしれない北方の白はく魔まと戦うためだ、あたしらはそのときのための生きた防ぼう壁へきなのさ！　あたしらのような科とが者ものを生かしておくのはそのためだろう！」

「北方の、白魔……」

　その名めい称しようを白雪は繰り返す。北に何かがいるというのか。白魔とはこのような豪ごう雪せつの別べつ称しようとしか思っていなかったのに、今はそれとは違ちがった禍まが々まがしさを感じる。

「北方に、白魔なんていない」

　黒曜が呟つぶやく。

「そうだとしても、こんな最果ての地に捨て置かれて、科者の刺いれ青ずみを入れられて生きつづけなきゃならんなんて、なぶり殺しもいいところじゃないか！　科者でも命を粗そ末まつにしないというのが御お上かみの言い分らしいが、そんなおためごかしはたくさんさ。それに、今になって一度生かされたのを用がなくなったから死ねというのも納なつ得とくできるわけないよ。あたしらはあんたたちのおもちゃじゃないんだよ！」

　迅牙が激しい口調で非難した。

「姫に無礼な口をきくな、下げ郎ろう！」

　蘇芳が怒ど鳴なった。初めて聞く激しい蘇芳の口調に、白雪ははっとする。

　見ると、蘇芳の顔は今までに見たことのない憤りに彩いろどられていた。

「おまえとてこの絽瀬砦にいるのだから、重罪を犯したのだろう！　なのによくもそのようなことをぬけぬけと言えるものだな！」

　叫びながら、蘇芳は剣を抜いた。我を忘れている。

　白雪は思わず蘇芳の前に立ちはだかった。

「やめて、蘇芳！」

　振り上げられた剣の切っ先が、白雪の直前で止まった。

「兄貴！」

　青磁の手が、剣を握にぎる蘇芳の手を押さえつけていた。

　白雪は迅牙へゆっくりと振り返った。迅牙は、信じられないというような目で白雪を見ている。斎宮と呼ばれる者が自分のために身を投げ出すとは思わなかったのだろう。

「……あんたは、本当に斎宮なのかい」

「ええ」

「だったら、罪深い者をゆるすことができるんだろう？……あたしらを救ってくれてもいいだろう！」

　血を吐はくような叫び。

　白雪は、目を閉じた。

「わたしには、……」

　白雪はためらった。

　──この国に足を踏ふみ入れたばかりのころは、自分は無力ゆえに誰も救えないのだと思っていた。それに、助けたいと強く思いそのために行動しても、経験の浅さや不慣れもあってなかなかうまくいかない。

　確かに、今の白雪は聖王に次ぐ地位と権力を得てしまった。言葉ひとつでさまざまな物事を動かせるだろう。──だが、それは白雪自身の力ではない。

　白雪自身の力である竜珠も、九連環杖を得て強化され安定したが、それでも足りないと痛感する。

　自分ではどうにもできないことで苦しむ人を掬すくい取るようにすべて助けるには、もっと大きな手が必要なのだ。

　大きな力が。

　だが、今の何もかも未熟な自分がもっと強大な力を得たとしても使いこなせるはずもないのが、白雪には痛いほどわかってしまっていた。

　この身にはこの身にふさわしい力しか宿せず、それがいくら白雪の望みをかなえるために足りなくても、それだけで何もかもをやっていくしかない。

　そんな自分が安易に口先だけで『ゆるす』などと言えるはずもないと白雪は思う。

「あなたの罪は、あなただけの罪よ。わたしの罪も、誰にも背負えないわ」

　最初の友だちだった迦純を殺したことも、何も知らずに生きてきたことも。

　白雪は小さく息を吐くと、地面に転がっている男に近づいた。その傍かたわらには今やひとりしか仲間が残っていなかった。他の者は遁とん走そうしたらしい。

　白雪は雪の上に膝ひざをついた。目から血を流している男は、その気配に怯えたように後あと退ずさる。

「じっとして」

　白雪はそっと左手を伸のばした。熱を帯びた手のひらの烙らく印いんを男の目に当てると、男は恐きよう怖ふに駆かられて呻うめいた。

「ひどいことをするわけじゃないわ……」

　手のひらから、男に向かって熱いものが流れ出ていくのがわかった。それに伴ともなって体からゆっくりと力が脱ぬけていく。それでも白雪は癒いやしの術をやめなかった。

　ふと、背にぬくもりを感じた。同時に、力が脱け出るのが止まる。振ふり返らずともわかった。黒曜が支えてくれているのだ。

「これで、少しは違ちがうと思う」

　癒しの術を終えると、白雪は言った。その瞼まぶたは固く閉とざされたままだったが、男の目から流れていた血がきれいに消えている。

「ごめんなさいね……」

　君が謝ることじゃないのに。そう、琥珀が呟くのが聞こえた。

「おかしなお嬢じようちゃんだよ、あんた。その金きん髪ぱつがやったのに」

「わたしを守るためにやったことだわ」

「だけど、あたしらは人殺しなんだぜ」

　迅じん牙がはせせら笑いながら言った。「あたしだってこいつらだって、何人も殺あやめてきた」

　白雪は首を振った。

　たとえどんな残ざん虐ぎやくな殺人者でも、徒いたずらにかれらの命を見捨てたくないと思った。犯した罪を肯こう定ていするのではないが、傷ついたかれらを故意に見捨てれば、手を下さずともそれは殺人と同じだ。

　殺せば、殺した者と同じ場所に堕おちてしまう。

「ねえ、あなた、えっと……」

「迅牙だよ」

　振り返った白雪が問うと、迅牙は素す直なおに名乗った。

「迅牙さん、わたしたちは本当に、この雪ゆき嵐あらしを収めるために来たんです。刑部卿きようはどこにいるか教えていただけませんか？」

「……処しよ刑けい場に立て籠こもってる」

「処刑場はどこ？」

「砦の真ん中だけど」

「ありがとう」

　白雪は礼を言うと、九連環杖を手にしたまま走り出した。同時に結界が解けて、風と雪が吹ふきつけてくる。先ほどよりその威い力りよくが弱まっているように、白雪には感じられた。

「白雪！」

　慌あわてたような蘇芳の声が追ってくる。白雪は立ち止まって振り返った。蘇芳と青磁がすぐに追いつく。

「ひとりで行くな！」

「兄貴？」

　蘇芳らしからぬ命令口調に、青磁も戸と惑まどっているようだった。

「ここは科とが者ものを閉じ込める砦とりでだ。どうしてかはわからないが、おそらくさっきみたいなやつらが他ほかにも獄舎ひとやを出てそこらじゅうをうろついているはずだ。ひとりで行くなんて無茶すぎる」

「ごめんなさい」

　蘇芳が本心から案じて言ってくれているのがわかって、白雪は素直に謝った。

「その赤毛の言うとおりさ。あんた、あたしみたいな科者の言葉を、そんなに簡単に信用していいのかい」

　跳とぶように駆けてきた迅牙が、白雪の脇わきに立って言った。「あんたを騙だまそうとしてるかもしれないのに」

「騙そうとしたの？」

　白雪が訊きくと、迅牙は言葉に詰つまった。白雪はそのさまに思わず笑ってしまう。

「さっきの人、きちんと手当てをすれば、元通りになるだろうから、ちゃんと療部に連れて行ってあげてね」

「あいつは仲間に任せたからだいじょうぶさ。あたしがあんたを案内するよ、気の強いお姫ひいさん」

「いいの？　ありがとう」

　気になる形容詞は都合よく聞き流し、差し出された迅牙の手に白雪が反射的に右手をあずけると、騎き士し全員が同時に叫んだ。

「しらゆき！」

「行くよ、お姫ひいさん」

　一いつ瞬しゆん、迅牙は奇き妙みような、──泣き出す寸前の子どものような頼たよりなげな表情を浮かべた。

　つないだ手から、迅牙の複雑な気持ちが白雪に伝わってくる。

　……信じてもらえてうれしい、それに応こたえられるだろうか、傷つけたくない、だがこの子は地位も高いし、本当は自分たちのことなどただの虫むし螻けらと変わりなく感じているのではないだろうか……そうでなければどれほどうれしいか、この子にはわかるまい……

　そんな迅牙の想念が白雪の心を一瞬で撫なで、過ぎた。










　絽瀬砦は、規模の差異はあれど、内部のつくりもほぼ風銀桂城と同じだった。中央にあるのが刑部卿の館やかたではなく処刑場で、その周囲が高い塀へいに囲われているという違ちがいはあったが。

　吹いていた風雪は徐じよ々じよに威力を弱めていたし、大路の雪は敷しき石いしのように硬かたくなっていたので走りやすかった。幸い鋭するどい鋲びようの雪ゆき靴ぐつのおかげでほとんど滑すべらずに済んでいる。足で積雪を蹴けりつけるたび、靴くつは彫ほるような音を立てた。

「おどき、お姫ひいさんのお通りだよ！」

　先頭を行くのは、白雪の手を引いている迅牙だった。迅牙が叫さけぶと、処刑場の塀を取り巻く科者たちらしい黒山の人だかりが、降る雪の中、ぱっくりと左右に割れた。そのあとにつづく白雪を見ると、口々に、あれは誰だ、女だ、どこから来たんだ、などの声が上がる。

　白雪の後ろにつづく騎士たちは、明らかに見た目だけで貴族とわかるのか、両りよう脇わきからちょっかいを出されていたようだが、それを相手にしている余よ裕ゆうはなかった。

「あんたおもしろいねぇ、お姫ひいさん」

　駆けながら息も乱さず、迅牙は言った。「あたしらが怖こわくないのかい。ここにいるのはみんな、指の数より多く人を殺めてきたようなやつばっかりなんだよ？」

「怖がってなんかいられないって言ったでしょう」

　白雪は、細かく息いき継つぎをしながら走った。そうでなければたちまち息苦しくなって倒たおれてしまいそうだった。

　前方でどよめきが上がった。高い塀の一部があいて、中が見える。なだれ込む人の向こうに、青竜隊の衣ころもが見えた。

「佳春さん！」

　白雪は叫んだ。「白雪です！」

「どけ！」

　青磁が叫んで、白雪の脇をすり抜ぬけた。「刑部卿！　陛下から預かりました！」

　積もらない奇妙な雪が降り込む処刑場の中へ誰よりも早く跳び込んだ青磁は、中で怯おびえたように身を寄せ合っていた人々の群れへ叫んだ。青竜隊が周囲を取り巻き、中には獄ごく吏りが固まっているらしい。もちろんその先頭には刑部卿佳春の姿がある。頰ほおに傷を負ったのか、白い布が当てられていた。

「青磁！　白雪さま!?」

「これを！」

　青磁はずっと背負っていた長物を抜くと佳春に投げた。佳春は難なくそれを受け止めると、人の目に留とまらぬほどの速さで、受け取った二本の刀の鞘さやを同時に振り捨てた。

　刃やいばがきらめき、それが神音かのんのように白雪の耳に聞こえてくる。

　この二本の刀は、聖王の傍かたわらにあってその御おん身みを守る、金きん桂けい銀ぎん桂けいだった。祥琳は友人の助けになるようにと、我が身を守る神刀を青磁に託たくしていたのだ。

「斬きられたいやつはかかってこい！」

　白雪たちを追ってなだれ込んできた人の波は、佳春と、その背後にいる青竜隊を半円形に取り囲んだ。黒曜が白雪の胴どうを抱かかえるようにして佳春の後ろに回り込む。蘇芳と青磁、琥珀もそれにつづいた。

「待て待て。なんだ、そいつらぁ」

「お頭かしら、あのお姫ひいさん、斎宮だってさ」

　白雪から離はなれた迅牙が、なだれ込んできた集団の先頭に立つ男に言った。

「斎宮だと？」

　男は長く重そうな剣を手にしている。その持ち方は無造作で、剣士には見えない。

「この雪嵐、御お上かみの仕し掛かけた術だって言い出したのは誰だったっけ。どうやら御上の仕し業わざじゃないようだよ。あのお姫ひいさん、その術を解ほどきに来たんだって」

「迅牙、おめえなんでこんなやつらを連れてきた」

　背の高い男の切れ上がった酷こく薄はくそうな視線が、騎士たち、そして白雪を撫でる。凍こおりつくようなまなざしだった。赤みがかった濃こい茶ちやの髪かみは短く切られており、太い首が剝むき出しになっている。左頰から顎あごにかけては古い傷跡が斜ななめにはしり、凄せい惨さんな印象を深めていた。

「あのお姫ひいさんたちが襲おそわれてるのに通りかかったんだけどさ、あの子、自分を襲ってきたやつの傷を手当てしてくれちゃって、もうびっくりさ。あたしの手もぎゅっと握にぎってくれたよ。薄うす汚ぎたない妓ぎ生せいって言われたあたしの手をさ」

　そこで迅牙は、ふふ、と笑う。「あの子おかしいよ。ふつうの女の子とはわけが違うから、ちょっと、話聞いてやってくんない？」

「話を聞けって言ってもなあ」

　男は顎あごを撫でた。「こいつらが立て籠もっちまってたのが、ようやくけりをつけられそうなんだぜ。そんな女と子どもの言うことなんざ」

「女はともかく、子どもってのは誰のことだ！」

　青磁が叫んだ。男はそれを無視してつづける。

「とにかく俺は、佳春、おめえとさしで勝負をつけたい」

　ずい、と男が前に出る。佳春の正面だ。「俺を捕ほ縛ばくしたのはおめえだ。捕つかまったのは仕方ねえとしても、捕まえた相手がおまえみたいながきだったのが納なつ得とくいかん」

「今はそれどころじゃねえし、十五年以上も前のことを言われてもなあ……」

　佳春はそう呟つぶやくと、太刀たち金桂を上段に振ふりかざし、小太刀銀桂の切っ先を目の前に立つ男に向けた。「まあいいさ。ご指名は有料だがな」

「おまえら、手ぇ出すんじゃねえぞ！」

　男が周囲の科者たちに向かって叫ぶ。

　次の瞬しゆん間かん、佳春は素す早ばやく男に向かって踏ふみ込んだ。振りかざしていた金桂で斜ななめがけに斬り捨てる。だが髪の毛一筋で男はそれをかわし、風を切る音を立てて長ちよう剣けんを振り回した。

　佳春は太刀の金桂を攻せめに、小太刀の銀桂を守りに使っていた。二刀流はこれが基本だ。青磁のように二振りとも攻めに使う流派は、刀使いとしては捨て身の剣けん法ぽうとされ避さけられる。

　処しよ刑けい場の内部は、外よりは雪や風が弱い。周囲の科者たちは積もらない雪の中、息をのんで佳春と男の命のやりとりを見守っている。佳春の後方、白雪たちのいる場所には、装しよう束ぞくからするに青竜隊の者たちと、何人かの獄吏がいたが、誰もふたりを止められなかった。

　金桂が男の隙すきをついて斬り上げる。男はかわして長剣で佳春を薙なぐが、佳春はそれを銀桂で受け流した。

　流された長剣の柄つかを金桂の刃が断たち落とす。

　長剣の柄はもろくも折れ落ちた。男が茫ぼう然ぜんとしたように自分の手の中の残ざん骸がいを眺ながめる。

「これで決着はついただろう」

　佳春はとどめを刺ささなかった。金桂と銀桂を右腕でまとめて持ち、右肩に背負う。

「……仕方ねえ」

　悔くやしげに男は呟く。「好きにするがいいさ。おあつらえ向きにここは処刑場だ。俺の首でよけりゃ、いくらでも斬らせてやる。だが、他のやつらは……」

「いや、今はやめておこう。ここでおまえを斬ったら、こいつらに何をされるかわからん」

　佳春はぐるりと周囲を見まわした。そして声を張り上げる。

「この異変は御お上かみに依よるものではない！　──その証しよう拠こに、陛下は姪めい御ごであらせられる斎宮、白雪姫宮をお遣つかわしくだされた！」

　白雪さま、と名を呼ばれた。白雪は招かれるまま佳春に歩み寄る。それまでこそりとも音を立てなかった九連環が、しゃらりしゃらりと神音を響ひびかせた。いつになく荘そう厳ごんな、それでいてもの悲しげな音ねだ。

「ありゃ九連じゃないかい」

　女の声がした。科者たちも、九連環杖を持つのが斎宮だと知っているのだ。

「ああ、じゃああれが本当に新しい斎宮か」

「まだ子どもじゃねえか、何ができるってんだ」

「どうせ適当に祈き禱とうしてはいおしまい、だろ」

「まさかねえ、こんな汚けがれの地に来るはずは……」

　ざわざわとざわめく科とが者ものの群れを、白雪はぐるりと見まわした。どの顔もやつれてうつろで、誰もがすさんでいた。
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　それは罪を負った証あかしなのかもしれないと白雪は思った。

　──だけど、その罪は他の誰にも背負えない。

「白雪さま、お声をかけてください」

　佳春は白雪を姫ひめとは呼ばない。彼にとっての姫とは、白雪の母である白鷺だけだからだ。

　掟おきて破りとはいえ、偉い大だいな斎宮と伝えられるあの母の娘むすめであることは重荷だったが、どうしたって母のようにはなれそうにないし、今はなりたいとは思えなくなっていた。母の人となりを知らなかったころは神聖視してほのかに憧あこがれもしたが、今となってはそんな数か月前の自分の幼さを知っている。

　──わたしは、わたしでしかない。他の誰にもなれない。だから、わたしにできること、なすべきことをするだけ。

「わたしが斎宮の白雪です。雪ゆき嵐あらしの術を解きに来ました」

　言葉は飾かざらず、白雪はありのままを述べる。「今降っているこの雪も含ふくめて、この異変は禁きん呪じゆの編み込まれた術によるものです。大がかりな術なので、遠方からはかけることはできませんし、複数の術師の力が必要になります。みなさんに心当たりはありませんか？」

　科者たちがざわめく。

「お、俺たちが、その術をかけたって言いたいのか！」

　罵ば声せいがとんだ。

「違います。年が明けてから、複数の術使いがこの涼州に入り込んでいるとの情報もあるので、この砦とりでに紛まぎれているのではないかと……」

「科者でも、術使いはこんな辺境に流されやしないぜ、嬢じようちゃん」

　長剣を折られた男が歩み出た。「使い勝手がいいからな。南か風銀桂城に放ほうり込まれるのさ」

　白雪は、ほたほたと落ちてくる雪の中、じっと男を見上げた。

「あなたは？」

　名を尋たずねると、男はおかしそうに顔をゆがめた。白雪の反応が楽しいらしい。

「常じよう在ざいってんだよ、お姫ひいさん」

　常在はからかうようにつづける。「あんた、ここが人殺しの巣そう窟くつだってわかってて来たのかい」

　その物言いに、青磁が刀の柄に手をかけた。

「待って、青磁。この人はわたしに危害を加えたりなんかしないわ」

　白雪が言うと、常在は眉まゆを上げた。

「なんでそんなことがわかる」

「迅牙さんはあなたをお頭かしらと呼んでいたわ」

「そうだよ、その人があたしらのお頭なのさ」

　科者の群れの最前列から迅牙が応こたえた。

「ならば、信しん頼らいに足る人なのでしょう。それに迅牙さんが言ってたもの。『お頭は女と子どもは見逃せって言ってただろ』って」

　常在は苦々しげな顔をした。

「迅牙、よけいなことを吹ふい聴ちようしてまわるな」

「だってそうだろ、お頭は弱い者いじめが嫌きらいだからね」

　得意げに迅牙はうそぶく。

「弱いやつに興味はないだけだ」

　男はちらりと佳春を見た。

「常在、そのお方は先代斎宮の娘むすめ御ごだから、そんじょそこらの女の子とはわけが違うぜ」

　佳春がにやにやして言った。

「白しら鷺さぎ姫のひ宮めみやの、娘だって？」

　常在と呼ばれた男は目を丸くした。「なんでだ。斎宮は子どもを産んじゃならねえんだろう」

「なんでも何も、そんな掟なんざ、あの姫にはちっとも意味がなかったってことさ」

　どうやら常在は母を知っているようだ。白雪は瞬まばたいて彼を見た。

「それじゃあ迂う闊かつに扱あつかえねえな」と、常在は溜ため息いきのように呟つぶやいた。「なあお姫ひいさん、あんたが本当に斎宮で、──この雪が御お上かみのしわざでなく誰かの施ほどこした術だというなら、その術を解ほどいちゃあくれねえか」

　この剛ごう胆たんそうに見える男が漏もらした弱音のような言葉にやや驚おどろいて、白雪はじっと彼を見た。確かに何人も殺してきたのだろう、かすかな屍し臭しゆうが常在の周りを取り巻いているのがわかる。それでも白雪は彼を怖こわいとは思わなかった。

「そうすりゃ、いったんはここから退いてやる」

　常在の提示した条件に、白雪は考えた。確かに、ここで膠こうち着やく状態をつづけても、おたがい消しよう耗もうするばかりだ。

　それに、ただ信じろと言葉で言っても、科者たちの御お上かみへの疑いを取り除けるわけはないだろう。白雪はそう判断してうなずいた。

「わかったわ。──でも、この術はすぐに解くことはできません。せめて雪と風をやませましょう」

　白雪は常在の答えを待たなかった。九連環杖を前に突つき立て、九連環に額ひたいを寄せる。目を閉じると、脳のう裏りに上空のさまが浮うかんだ。

　渦うず巻まく雪雲は明らかに人じん為い的なものだ。だが以前にほどいたものほど完成された術ではないらしい。だからこそ降る雪が積もらないのだ。白雪が解きかけた禁呪は完全に回復していないのだろう。

　この雪雲がいっときの異変しかもたらさない程度とわかり、白雪は意識を集中させる。

　後ろ首の竜珠から流れ出た力が、左手のひらの烙らく印いんから外に飛び出していく。

　目を閉とざしたまま、白雪は左腕を上空にかざし、その反動で九連環杖を後方へ振り切る。ひらいた左手の烙印から光があふれ出し、降る雪の中をまっすぐに貫つらぬいた。

　白雪は目をあけた。

　雪はやみ、風はちらりとも吹ふいていない。見上げると、頭上を覆おおっていた雲の一部がひらいて、青空がのぞいている。

「……こりゃあ……」

　常在は目を瞠みはって白雪を見つめる。「不思議の力ってのは、こんなこともできるのか……」

　独ひとりごちるような呟きを聞きながら、白雪はあたりに目を向けた。

　取り巻く科者たちは、怖おそれるように白雪の視線から目を逸そらすのがほとんどだったが、幾いく人にんかは畏い敬けいに似た表情を浮かべていた。迅牙もそのひとりだった。

「……確かにあんたは斎宮なんだな、お姫ひいさん」

　常在は、観念したように呟いた。










　常在は、自らの提示した条件通りに潔いさぎよく処しよ刑けい場を出た。科者たちも全員が常在に従った。

　御お上かみが異変を起こして自分たちを始末しようとしているという誤解から、かれらは獄舎ひとやを打ち破り自由を求めたのだろう。しかしそうでないとわかれば、あとはこの異変を引き起こしている術が完全に解かれるのを待つつもりらしい。

「獄舎ひとやは術によって破られたようです。詳くわしくはまだ、調査し切れてはいませんが」

　獄ごく吏りのひとりが説明した。逞たくましい体つきの、まだ若い男である。

　最果ての地と呼ばれる絽瀬砦に送られる獄吏と青竜隊は、必ず屈くつ強きような男とその家族で、家族も護身術を身につけるよう指示されていた。でなければ今回のような乱が起きたときに、命を落とす可能性があったからだ。
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　また、十に満たない子どもはこの砦に入ることをゆるされなかった。絽瀬砦は国内で唯ゆい一いつ、科者の斬ざん首しゆの刑けいが行われる砦とりでである。処刑される科者には最後まで悪あがきをする者もいたので、霊れいがあしきものとなりやすい。その影えい響きようを受けさせないためだった。

　処刑場は円形の広場で、端はしには処刑者が自らの処刑の時刻を待つ小屋がある。獄吏の家族たちはそこに隠かくれていたが、今は出てきており、小屋の傍そばで同どう僚りようや同じ舎館の者同士で集まっていた。

　佳春が確認したところ、絽瀬砦にいた者たちが全員無事だとわかり、白雪は安あん堵どした。

「みんな無事なのね。よかったわ」

「まあ、無傷ってわけにはいきませんけどね」

　佳春が肩かたをすくめる。そういう本人は、頰ほおに当てていた布の下はかすり傷程度らしい。

　負傷者が数人いて、今は黒曜がその施せ療りようにあたっている。そのさまを眺ながめながら、佳春はつづけた。

「しかしここには食いものがない。おまけにあそこは処刑された科者の血が染しみついている」と、佳春は処刑場の中央に目をやる。「これじゃあ士気も下がるぜ」

「いったん風銀桂城に戻りますか？　水鏡は元通り機能するようになりましたから、ここで僕と青磁が入り口の水鏡をつくれば、すぐに風銀桂城に戻れますよ」

　琥珀が提案した。「それに、こんなに大勢の青竜隊にいてもらっても、今後、何もいいことはなさそうですし」

「おいおい、星曜館の副館長さまとはいえ、そりゃあんまりな言いようだな」と、佳春が眉を上げた。「足手まといって意味か？　だとしても俺は残るぜ。まだまだ未熟な騎士と白雪さまだけを残して行けるわけねえし、涼州は俺の管かん轄かつなんだぞ。なのにほったらかして城へ戻れっていうのか」

「でも、術を解くとき、そばにいたらどんな影響を受けるかわかりませんから……解かれる術は、禁きん呪じゆなんですよ。解くために使うのも」

　白雪が声をひそめて言うと、佳春は首をすくめた。

「禁呪なんて、お嬢じようちゃんが使っていいのかい」

「お嬢ちゃんって呼ぶの、やめてください」

　白雪は思わず切り返した。「迅牙さんにはお姫ひいさん呼ばわりされるし」

「あいつ、えらくお嬢、……じゃなくて白雪さまを気に入ってたみたいだけど、何かしたんですか」

　佳春は目を瞬しばたたかせながら問う。

「別に、特には……怪け我がをした人に癒いやしの術をかけて、佳春さんのところまで案内してもらっただけです」

「手をつないで、な」

　へっ、と鼻を鳴らしたのは青磁だ。

「だって、手を差し出されたのよ。あれ、つかまりなさいって、そういう意味でしょう？」

　白雪はきょとんとした。青磁が何やら気を悪くしているのはわかるが、理由がわからない。

「うん、まあ、そうだけど……」と、琥珀が苦く笑しようする。

「ふつう、君くらいの女の子は、人を殺したとわかっている絽瀬砦の科とが者ものの手を、あんなふうにためらいもなく取れないだろう」

　蘇芳が静かに言った。

「でも、わたしだって人を殺あやめたことがあるわ。あの人たちとなんのかわりがあるというの」

　白雪の呟つぶやきに、蘇芳は顔を背そむけた。

「あのときはああするしかなかったんだ、白雪」

　だが、その言葉はやさしく、白雪を気き遣づかったものだった。

「本当に？」

「あの子はあのままでも死んでいたけれど、そうしたら魂こんや霊れいの苦しむ時間が長くなっていたんだよ。……白雪、だからそんなふうに自分を責めなくていいんだ」

　琥珀がそっと白雪に寄り添そってくれる。

「だけど、──あの人が、言ったのよ」

　ずっと胸に蟠わだかまっていた気持ちを、白雪は口にしていた。

　斎宮だと祭り上げられる自分の血筋のことを考えるたび、彼の言葉がよみがえって脳裏から離はなれない……

　斎宮であること。国祖の血を引くこと。

　それらはすべて彼の憎にくむところだ。

「……神杖の地は、残ざん虐ぎやくで人を殺すことをなんとも思わない人々が征せい服ふくしたんだ、それがわたしの遠い先祖だって」

　あの人が──

　朱月が、言ったのだ。

　朱月の一族を滅ほろぼした者たちの血が、白雪の中を流れている。惨むごく人間を殺せる者たち、殺すことをためらわず、むしろ楽しむような者たちの血だ。

　それを考えるとつらくて悲しくてたまらなくなる。だが、自分の体に流れる血を入れ替かえることはできないし、この身がそのような先祖を持つことも否定できない。

　左手に持った九連環杖が、案ずるようにかすかな音を立てた。

「起きてしまったことは戻せないわ。でも、罪を償つぐなうことならできるでしょう。この砦にいる人たちのように……わたしの先祖があの人をずたずたにして、あの人から何もかもを奪うばったというなら、わたしは、」

「白雪！」

　両肩を摑つかまれた。いつの間にか近づいてきていた蘇芳が、白雪の顔を覗のぞき込んでくる。

「そんなことを誰も君に望んではいない」

「わたしがそれを望んでるのよ！」

　突つき上げる激情のままに、白雪は叫んだ。

　蘇芳が、苦痛に満ちた表情を浮かべる。

「大切なものを奪われたら、誰だって奪った者を憎むでしょう。恨うらむでしょう。ふつうの人間は、それでもいつか死ぬことによってその苦しみから逃のがれられるわ。憎むことも恨むこともなくなる。でも、……あの人は」

　三千年、と言った。

　国祖がこの国を統一してから、三千年。

　そのころからずっと、恨みと憎しみだけを心に宿して、生きてきたのだ。

　何な故ぜ、そんなにも長いあいだ生きつづけられたのかはわからない。

　でも、と白雪は考える。

　そのおかげで自分は彼と出会えた。その苦しみを知ることができた。

　だから白雪は、自分と彼の縁えにしを信じ、癒したいと望む。

　──恨みと憎しみの念で凍こおりついた彼を、

　その心を溶とかしたい。

「でも、君があの人に殺されていいはずがない」

「……もちろんだわ」

　琥珀の言葉に、白雪はあのときのことを思い出す。

　──自分を憎んでいると言い、殺そうとした朱月の前に身をさらした。

　だが、二度とあんなことはしない。自分がいっときの感情に流されてよい身ではないことを、今の白雪は自覚していた。

　それに、彼に自分を殺させるわけにはいかない。もう二度と、その手を汚よごさせたくない。

「わたしは、死なないわ」

　白雪は、処しよ刑けい場を見まわした。

　処刑場の中央の地面は黒っぽい色に染まっている。斬首に処された者たちの流した血が、長年にわたって染み込みつづけたためだ。

　……人を殺し、悔くいて罪を償いつづけるよりも、ひと思いに命を絶たれたほうが楽なのだろうか。

　その染みを見ているうちに、白雪はそんなことを考えた。九連環杖を携たずさえ、引かれるように処刑場の中央へ歩き出す。

「白雪……」

　青磁の呼び声は、奇き妙みように頼たよりなく聞こえた。何を心配しているのだろう、と白雪は思う。

　怖こわいことなんてたったひとつしかないのに。

　──そのたったひとつ以外の他ほかは何もわたしを傷つけられないのに。

　地面のもっとも黒い場所で、白雪は身をかがめた。

「やめろ！」

　叫び声とともに、青磁が駆かけ寄ってくる。抱だきすくめるようにして立ち上がらせられた。

「おまえが身を汚けがす必要はないんだ！」

「どうして？」

　白雪は、まっすぐに青磁を見上げた。

「ここは、……おまえにはふさわしくない場所だ」

　青磁の言葉に、白雪は首を振ふる。

　わたしはそんなに綺き麗れいなんかじゃない、と思ったが、青磁のまっすぐなまなざしに晒さらされていると、その思いを言葉にできなかった。










　夜になる前に、佳春以外の駐ちゆう留りゆう者しやを水鏡によって風銀桂城に送り出した。

「思ったより、雪が少ないんですね」

「ひどかったのは十日ほど前までで、あとは白雪さまが術を解ほどいてくださったおかげでしょうが、雪は降っても深刻な事態になるほど積もりはせず、風が吹ふくばかりでしたよ」

　佳春はそう答えながら、処刑場の片かた隅すみに形成された水鏡を見た。祖そ塔とうに常設された水鏡よりいくらか小さい水の球体は、人はひとりずつしか通れなかった。

　最後のひとりを送り出したあとは術を解いて、ただの水に戻もどしてしまう。もし、この処刑場に科者がなだれ込んできたときのためだ。水鏡を残しておいたら、水鏡の通路がつながっている先の風銀桂城内にまで入られる可能性がある。

　術が解け、水がぱしゃりと落ちた。

「本当に、帰らなくていいのですか」

　白雪が訊きくと、佳春は機き嫌げん良よくにやっとした。

「またなんでそんなことおっしゃるんですか、白雪さま」

　丁てい寧ねいさと馴なれ馴れしさが混じった佳春の語調は、白雪の緊きん張ちようを解きほぐす。

「だって、風銀桂城は佳春さんのお城でしょう」

「あれは刑部卿きようという役職に就ついた者が住む城でしてね。俺個人の持ち物ってわけじゃない」

「でも、みんな佳春さんを待ってるわ、きっと。そのう、……晴真さんと山吹さんが言ってたし」

　白雪が、苦く言げんを呈ていしたふたりの名をためらいながら口にすると、佳春は片かた眉まゆを上げた。

「あのいやみったらしい双ふた子ごに、なんぞ言われましたか、白雪さまも」

「双子なんですか？」

　白雪は驚おどろいた。確かに声や喋しやべるときの抑よく揚ようはとてもよく似ていたが、兄弟には見えなかったからだ。

「あいつらは相手が誰でも容よう赦しやなくいやみを言いますからね。身分や性別、年ねん齢れいなんておかまいなしだ。あの毒どく舌ぜつでこてんぱんにされる者も多いんですよ」

　佳春はしみじみと言った。「弟の山吹はわかりやすくてまだいいが、兄貴の晴真は天然もので、本人にいやみを言っている自覚がないのが始末に負えなくて……いや、そんな世間話は、このしちめんどうくさいことがみんな終わって、無事に帰れてからにしましょう。──お客さんがいらしたようだ」

　刑部卿が腰こしに差した金桂銀桂の柄つかに手をかけた。剣けん吞のんな気配に白雪も振り返る。

　処刑場の扉とびらから入ってきたのは常在だった。ひとりで、しかも丸腰だ。

　常在が入ると、扉は再び閉じられた。

「いよう、佳春」

　まるで親しい友に語りかけるように、常在が口をひらいた。

「なんだなんだ、この刑部卿に帰順する覚かく悟ごができたのか？」

　佳春は佳春でにやにやしている。手は柄にかけたままだが、刀は抜ぬかない。

「まさか」と、常在は鼻でわらった。「おまえなんざどうでもいい。それよりそっちのお姫ひいさんだ」

　常在の言葉が終わらないうちに、ざっ、と音を立てて四人の騎き士しが白雪の前に立つ。白雪は背せ伸のびをして、騎士のあいだから常在を見た。

「あんたに手当てをしてもらった仲間は、療部上がりのやつにきちんと施せ療りようさせたぜ。しばらくしたら目が見えるようになるという話だった」

　常在は、白雪とのあいだに立つ騎士たちが見えていないかのように話しかけてきた。

「それはよかったわ」

　白雪は心から言った。

「あんたはおかしな子だな」

　常在は、白雪を見てちょっと笑った。厳いかめしい顔つきの大おお柄がらな男だが、笑え顔がおになると意外に子どもっぽく見えた。

「そうでしょうか」

「ふつうは、科とが者ものの命なんか虫むし螻けらとも思わんだろうよ」

　白雪は、蘇芳と青磁の肩かた越ごしにじっと常在を見つめた。

「そんなふうには思えません。人を殺せば、その人がどんな人であっても、そのことで誰かが傷つくし、自分も苦しみます」

「奇き遇ぐうだな。俺も同意見だ」

　常在の答えに、佳春がふん、と鼻息を荒あらくし、よく言うぜ、と呟いた。

「だから、わたしはもう誰も殺したくないし、死にそうな人を見捨てることもできません」

「だが、誰かがあんたを殺そうとしたらどうする。そいつに殺されてやるのかい」

「いいえ」

　白雪はきっぱりと言った。

　蘇芳と青磁の肩を押し分けるようにして前へ出る。

「わたしが殺されれば、その人は手を汚したことになります。そんなことはさせません」

「じゃあ、」

「そのときは戦います」

　白雪の告白に、常在は瞠どう目もくした。白雪はかすかに首を振った。

「でも、殺すためじゃない。言葉でわかり合えるよう、準備を整えるためだわ」

　しばらく白雪は常在と向き合っていた。

　常在に邪じや念ねんは感じられない。殺気もない。佳春に対して思うところはあるようだが、それも憎にくしみなどではなく、純じゆん粋すいに強い者への興味としか取れない。

「他に手段もないから、あんたを信じよう」

　常在は話題を変えた。「──この異変が術だとして、どうするつもりなんだ」

「施ほどこしている術使いを見つけ出さなければなりません」

「どうやって」

　白雪はためらった。自分の考えている手段を口にしたら、騎士たちは反対するだろう。

　恐おそる恐る振り返って見ると、その白雪の態度に、蘇芳が怪け訝げんそうな顔をし、次いで眉を寄せた。白雪の躊ちゆう躇ちよの意味を正確に理解したようだ。

「白雪、何を考えてるんだ」

　蘇芳は咎とがめるように言う。

「残っている呪じゆ詞しを解こうとすれば、施せ術じゆつ者しやが術を編み直しに現れるかと思ったの」

「残っている術って、禁呪じゃないか！」

　琥珀が詰つめ寄ってくる。「君はまたあんな無茶をするつもりなのか！」

「でも、多少の無茶をしなくちゃ、この状じよう況きようをどうにもできないでしょう？」

　白雪は一歩退きながらも、負けじと叫んだ。

　琥珀とそのまま睨にらみ合う。

　どん、と扉が叩たたかれた。白雪が振り返ると、常在が扉に駆かけ寄るのが見えた。

「……おかしらぁ」

　あいた隙すき間まから、迅牙がくたりと倒たおれ込んでくる。

「迅牙！」

　常在は迅牙を抱だき起こした。「どうした、おい」

「……くそ、やられたよ。年末に入じゆ砦さいしたやつらがいただろう」

　迅牙の息は荒かった。

　佳春がふたりに駆け寄るのが見えて、白雪も足を踏ふみ出した。

「あいつらが、この異変を起こしてた術使いだったんだよ……っ」

　白雪は迅牙の傍そばに膝ひざをつくと、その顔を覗のぞき込んだ。ざっと見たところ出血などはない。だがこの苦しみようは尋じん常じようでなかった。黒曜が体にふれて傷を調べる。

「お頭かしらの言ったとおり、新しく来たやつから調べていたら、正体を現しやがって、このざまだよ……まったく、あたしもやきがまわったね」

「他のやつらは」

「突とつ風ぷうでふっとばされたけど、あたしは受け身が取れたから……とにかくお頭に知らせなきゃと思って」

　つまり、他の者たちも被ひ害がいは受けているだろうが、迅牙は把は握あくしていないのだろう。

「その術使いたちはどこへ行ったかわかる？　迅牙さん」

　白雪が訊くと、迅牙は白雪に顔を向けた。

「外へ出て行こうとしてたよ、お姫ひいさん。あんたがなんとかしてくれるってのかい」

「ええ、わたしはそのために来たのよ」

　白雪は立ち上がり、九連環杖を両手で握にぎった。左手で烙らく印いんが熱を帯びる。

「白雪……っ！」

　意図を察した琥珀が叫ぶ。

　次の瞬しゆん間かん、白雪の体は砦とりでの外に移っていた。










　雪はやんでいた。沈みかけた陽ひが雪に反射して、あたりは虹にじ色いろに染まって見えた。

　白雪が思い浮かべたのは、最初に到とう着ちやくした絽瀬砦の門前だった。

　目の前のあけ放たれたままの門の中から喧けん噪そうが聞こえる。科者たちが逃にげた術使いたちを追っているのだろう。

　しばらくすると、砦の中から門に向かって駆けてくる姿がいくつか見えた。追われている術使いたちのようだ。

「待ちなさい！」

　門から飛び出していく者たちへ、白雪は叫んだ。ぎょっとしたようにひとりが振ふり返る。若い男は、みるみるうちに剣吞な顔つきになった。その口が素す早ばやく呪詞を唱えるのを白雪は見み逃のがさなかった。男の口が動くより前に叫ぶ。

「我が名を持つもの、力を貸して！」

　白雪の口をついて出たのは呪詞ではなく言こと霊だまによる命めいじだった。言の葉が影えい響きようを与あたえて、逃とう亡ぼう者しやたちの前方に積もった雪が壁かべのごとく盛り上がる。

　男の炎ほのお混じりの風撃を、白雪は九連環杖で薙なぎ払はらった。

「あなたたちがこの術を編んでいたのね！」

　白雪が叫ぶと、足止めされていた術使いたちは白雪に向き直った。

「科者を生かしておく必要なぞあるものか！」

「そうだ！」

　またひとりが叫ぶ。白雪はかれらをざっと見まわした。男が三人と女がふたり。男女とも年ねん齢れいはさまざまで、若者も年配者もいた。

「儂わしは娘むすめと孫を押し込みに殺された！」

　老人が血を吐はくように叫んだ。「殺した犯人があの砦でのうのうと生きているかと思うと、いてもたってもいられなかったんじゃ！」

「わたしは婚こん約やく者しやを目の前で殺されて、何人もの男に乱暴されたわ」

　立ち上がった女性が、静かに言った。「わたしの人生から何もかもを奪うばった人間があそこで生きている。だからこの手で殺してやりたかったのよ！」

　白雪は愕がく然ぜんとした。かれらの絶望、恨うらみや憎しみ、悲しみが痛いほど伝わってくる。

「あんたは本当に斎宮の姫ひめさまなのかい」

　やや年配の女が、よろよろと立ち上がった。「だったら、どうしてわたしらを助けてくれないんだい。どうして、あんな人殺しどもをかばうんだい」

　詰なじられた白雪は、返す言葉も見つけられない。

　まさか、このように科とが者びとに恨みを持つ人間たちが関かかわっているとは想像だにしていなかった。

「だから、……禁呪を使ったと、いうの」

「儂らが禁呪なんぞ使えるわけがない」

　老人が答えた。「すべてあの方が、……あの方は儂らにおやさしくしてくれた。儂らの気持ちをわかってくださった。だから儂らも、あの方のために呪詞を唱えて術を練ねったんじゃ！」

　叫びとともに突風が槍やりとなって向かってきた。胸むなもとを強く突つかれ、白雪は雪の上に転げた。なんとか受け身を取って体勢を立て直す。

「わたしが何もかもなくしてしまったのに、──しあわせに暮らしてるやつらなんか苦しめばいいのよ！」

　若い女が吐き捨てるように叫んだ。

「そんな……！」

「白雪、この人たちに何を言っても無む駄だだ」

　その声に、白雪は顔を上げた。

　白雪と同じく移りの術を使って追ってきたのだろう。琥珀が白雪をかばうようにしてその前に立つ。

　風が吹ふいて、ざっと琥珀の髪かみがなびいた。黄昏たそがれの中できらきらと輝かがやく金糸。

「みんな聞こえましたよ。──あなたたちの憎しみや恨みがわからないわけじゃない。でも、容認はできないな」

　琥珀は言いながら手を広げた。両手のひらのあいだに光の線がはしる。

「神杖で理法に背そむいた術師は、刑部ではなく同じ術師の白はく蛇じや隊たいによって断罪されることは、ちゃんとわかっているんだろうね？」

　かれらに問う琥珀の声は、黄昏の風よりも冷たかった。「白蛇隊に捕ほ縛ばくされれば結けつし晶よう標本にされて終わりだ。それが嫌いやなら今ここで僕と戦うしかないよ。幸い、僕は白蛇隊所属だ。あなたたちを捕ほ縛ばくする権限も持っている」

　細い悲鳴のような声で老人が呪詞を唱え始めた。その呪詞が終わったとたんに発生した竜たつ巻まきが、うねうねと琥珀に向かってくる。

「うずまくかぜよ、やいばとなりていでしところへかえれ！」

　渦うず巻まきは、琥珀の唱えた呪詞に応じるようにたちまち形を乱し、幾いく筋すじもの刃やいばとなって老人を切り裂さいた。裂けた皮ひ膚ふから血が噴ふき出し、老人は雪の上に倒れる。

「やめて、琥珀！」

　白雪は思わず叫んだ。

「殺してないよ。……とりあえず死んでないってだけだけど」

　琥珀は振り返って言い放った。「僕は弱い人間だから、戦うときは全力を出すよ。でも手を汚よごすのは嫌だから、息の根は止めない。──止めるほうが親切なんだろうけどね」

　琥珀の顔に表情はなかった。いつもの明るい楽しげな琥珀とは違う、まるで別人のようなそのさまに白雪はおののき、声も出ない。

「ここで死なずに済んでも、白蛇隊に引き渡わたされれば晶しよ水うすいを注入されて、生きたまま結晶化させられるだけなんだよ……」

　さらに琥珀は手のひらからいかづちを出すと、逃げようとしていた若い男に容よう赦しやなく叩きつけた。次いで、立ち向かってきた若い女に正面から雷らい撃げきを放つ。女は顔面を焼き焦こがされ、悲鳴を上げて転がった。

「琥珀……！」

　叫び声がした。白雪が振り返ると、門から黒曜が飛び出してきた。その後ろから蘇芳と青磁、それに常在と佳春の他ほかに、何人もの科者たちが駆けてくる。

　残された女は茫ぼう然ぜんと立ちつくし、男は呪じゆ詞しを唱え始めた。琥珀は表情を変えず、片手を男に向けて雷撃を放つ。男は腕を交差させてそれを受け止めたが、威い力りよくに負けて打ち倒たおされた。

　茫然としている女に向かって雷撃を放とうと手をあげた琥珀を、青磁が後ろから羽は交がい締じめにして止める。

「よせ、琥珀！　もうやめろ……！」

　青磁の声に、女がぴくりと顔を上げた。うつろな目で彼女はぐるりとあたりを見まわす。

　すでに周囲は斎宮の騎士や刑部卿きよう、そして常在の引き連れた科者たちに取り囲まれている。逃げ道はどこにもなかった。

　力ない笑いが女の顔に浮かんだ。

「わたしは、……子どもを殺されたんだよ！　わたしの夫にね！」

　急に女は早口で叫んだ。

　白雪は息をのんで女を見守った。

「一生ずっと一いつ緒しよにいようって言ったのに……飲んだくれるようになったあの人は、まだ赤ん坊ぼうだった下の子まで、うるさく泣くからと水につけて殺したんだ……なのに、あの人は斬ざん首しゆにならなかった！　子どもを殺した者は斬首になるはずなのに！」

「だから、国中に及およぶ異変に荷か担たんしたというの……」

　白雪は呻うめくように言った。「この異変で、たくさんの人が死んだのよ！」

「そんなこと、知るもんか！　わたしが産んで育ててきた子を殺したやつがのうのうと生き存ながらえてるんだよ。あの子たちは死んでしまったのに！……前さきの斎宮が亡なくなるまでは、何もかもうまくいっていて、あの人もあの子たちをとても可愛かわいがってくれていたのに……」

　女は両手で顔を覆おおうと慟どう哭こくした。「なんで御お上かみはあの人を遠おん流るなんかにしたんだい！　どうして斬首にしてくれなかったんだい！」

　女の手が素早く動いて口もとを覆った。喉のどがごくりと動くのを白雪は見た。

　女が何をしたか気づいた瞬しゆん間かん、白雪は奇き妙みような音を聞いた。

　音、──自分の喉から漏もれる叫びを。

　女は血を吐きながら雪の中に身を投げ出した。鈍にぶいうめき声を発したと思うと、やがてこときれる。

　白い雪が、女の吐き出した血で赤く染まっていく……
















　いつの間にか他の四人も毒をのんでいた。

「首しゆ謀ぼう者しやは自害したか」

　佳春が、黄昏の薄うす闇やみの中、死体をひとつひとつ検あらためてから呟つぶやいた。常在の後ろに集つどった科者たちも、この顚てん末まつに茫然としたり顔を背そむけたりしている。みな、今となっては反乱を続行するほどの気力もないようだった。

「……違います。首謀者はこの中にはいません」

　琥珀が無感情な声で報告する。「その老人が、『あの方』は自分たちの気持ちをわかってくださった、と言っていました。この者たちに禁呪を編めるような竜珠は感じられなかったから、おそらくもっと強い術師が他にいるはずです。その者がこの者たちの言っていた『あの方』であり、この者たちのまとめ役であり、今回の首謀者ではないかと思われます」

　言い終えた琥珀の肩かたに、黒曜が後ろからふれる。琥珀はすぐにそれを振ふり払はらった。

「今はさわらないほうがいい。死しし臭ゆうがうつるよ」

「気にしない」

　黒曜は首を振ったが、再び手を伸のばしはしなかった。琥珀の気持ちを慮おもんぱかったようだ。

「まだ異変は終わっていません。禁呪は残っています。これをなんとかしなければ、斎宮の征せい討とうは終わらせられない」

　琥珀は疲つかれたような口調でつづけた。

「その禁呪ってな、どうやったらほどけるんだい」

　常在が一歩踏ふみ出して、問う。白雪が驚おどろいて見ると、常在は口もとを歪ゆがめた。笑っているようにも見える表情だった。

「あんたに協力しようってんだよ、お姫ひいさん」

「ああそりゃあ心強いことだろうよ」と、佳春が茶ちや々ちやを入れた。

「常在さんのお気持ちはありがたくいただきます」

　白雪は笑って見せた。「でも、これはわたしがやるって決めたことだし……」

「僕も手伝う」

　琥珀は短く言った。「いいだろう、白雪」

　険けんのある声こわ音ねに、白雪は彼の疲ひ労ろうを知る。だが、協力を断る気にはなれなかった。琥珀のやりきれない気持ちが伝わってきたからだ。

「今すぐここでもいい？」

「望むところだ」

　琥珀がうなずくのを認めて、白雪は九連環杖を雪に刺さすように突ついた。琥珀がその正面に立つ。

　白雪が杖に額ひたいを当ててうつむくと、琥珀が白雪のつむじに顔を寄せた。

　目を閉じると、視界が広がった。白雪の脳のう裏りに上空からの映像が広がる。視線を下げると大地に立つ自分が見えた。

　上空に漂ただよう冷気を追って視線を向ける。北にゆらゆらと極きよ光つこうがゆらめくのが見えた。虹にじ色いろの布をはためかせるようなその美しい光に、白雪は千白を思い出す。

　これが終わって天藍に戻ったら千白に会いに行こう……まだ目をさましていなくても、会いに行こう。

　ふいに、痺しびれるような痛みを指先に感じた。忘れもしない、この前に指先を削けずった禁呪だ。白雪はいったんそこから意識を離はなそうとする。だが、禁呪の伸ばしてきた触しよく手しゆが白雪の意識に絡からまった。ふれられた部分からじわりと痺れが広がっていく。

（しら……ゆき……）

　琥珀の呼び声が遠ざかる。

　取り込こまれたのだ、と気づいたときには、全身に痺れが広がり始めていた。息が苦しくなる。まるで冷水に落とされたような錯さつ覚かくをおぼえた。体が動かせない。傍はたから見たら白雪はただ立っているだけだっただろうが、小指の先も動かせなくなっていた。

　白雪を包み込んだ禁呪が、ゆっくりと皮膚から浸しん透とうしてくる。澱よどんでねっとりした存在が、じわじわと白雪の意識を侵おかそうとしていた。




　は　い　っ　て　こ　な　い　で




　反射的に激しい拒きよ絶ぜつの念を発すると、視界がきらきらとひかった。

　後ろ首の竜珠が反応している。まるでそこに心臓があるかのように、どくりどくりと脈打っているのが感じられた。激しく強く何度も繰くり返して扉とびらを叩たたくような鼓こ動どうが白雪を包む。




　──ここからだして、だして、はやく！

　ておくれになるまえに！




　誰だれかが警告を発していた。白雪の中、ずっと奥から発せられるその警告が、暴雨のように白雪を打つ。

　まるで箱の中に閉じ込められて、出たい出たいと頭を蓋ふたに打ちつけているような苛いら立だちが白雪を襲おそう。

　その衝しよう撃げきで破は裂れつしそうになりながらも、白雪は施せ術じゆつ者しやの気配を求めて周囲をまさぐった。誰かが今この瞬間、白雪を封ふうじるためにこの禁きん呪じゆを編み直そうとしている、その感かん触しよくを捉とらえようとする。気配を追って伸ばした左手が何かを摑つかむ。何か、……結ゆわれた髪かみの束たばの尾お、その黒い色もはっきりと見えた。

　その瞬間、白雪の中で光球が膨ふくれ上がり、弾はじけるように胸の奥からせり上がってきた。




　──だめ、まだ、だめ……！




　光球は渦うずを巻いてますます膨れ上がり、やがて白雪の全身を包んだ。白雪の中に入り込もうとしていた禁呪が、そのひかりに焙あぶられて固まり、粉々に砕くだけていく。

　それよりほんの一いつ瞬しゆん早く、白雪が摑んでいた髪の束を千ち切ぎって、施術者は遁とん走そうした。

　砕けた禁呪のかけらとともに自分自身もばらばらになりそうで、白雪は腹に力を込めた。丹たん田でんを意識し、そこへ気持ちを落とすのを思い描えがく。そうすると興奮がゆっくりと静まっていく。

　もうだいじょうぶだ、と白雪の中の誰かが冷静に言った。

　誰？

　問いかけには誰も答えない。白雪はじれて目をあけた。

　すぐ前には琥珀がいて、彼が非常に驚いているのがわかった。

「……術が解ほどけた、の？」

　声が出た。九連環杖を握にぎっていた左手を試ためしに動かす。

　何もかも元通りだった。ただ視界の端はしに入る髪の先が銀色に変化している。自分では見えないが目の色も変わっているのだろう。

「解くも、何も……君が吹ふき飛ばして粉々にしてしまったんじゃないか」

　驚きはすぐに去ったのか、やや呆あきれたような口ぶりはいつもの琥珀だった。

「何が、起こったの……」

　呟きながら、白雪はあたりを見まわした。心配そうな蘇芳、何か言いたげな青磁、口笛でも吹きそうな佳春、好こう奇き心しんと同質の驚きを顔に浮かべている常在──

「今までにも竜珠はたくさん見てきたが、お姫ひいさん、あんたみたいに一瞬で髪や目の色が変わるのは初めて見たぜ」

　常在は眩まぶしげな顔で白雪を見ている。

「光ってた……」

「見たか、あの光」

　常在の後ろで、ざわざわと科とが者ものたちがざわめいている。それらの声音は怖おそれながらもどこか崇あがめるような色を帯おびていた。

　自分は力を得た。だからそれを必要なときに使っただけだ。できることをした、それは白雪にとってはあたりまえのことだった。科者たちが眩まぶしげなまなざしを向けたり、怖れながらも何かの期待を込めた視線を投げかけてくるのが居心地わるくてたまらない。

「君は禁呪に取り込まれそうになったけれど、内部からそれを粉々にしてしまったんだよ」

　琥珀は背後のざわめきを少し気にしながらも、ゆっくりと息をつきながら説明した。「禁呪がどのような性質なのか、僕は知らないけれど……ふつうはあんなふうに取り込まれたら、意識が支配されて抵てい抗こうできなくなるはずだ。──君は、」

　彼はそこで口をつぐむと、困ったように笑う。

　その笑え顔がおに、白雪ははっとする。

「うん、……君は、斎宮にふさわしい竜珠だよ」

　だが、彼が何か別のことを言おうとしていたのが白雪にはわかった。

　それきり、琥珀は顔を背そむけ、白雪を見ようとはしなかった。

「施術者が誰かはわからなかったのか」

　青磁が問う。

「わからなかったわ……」

　白雪は僅わずかに緊きん張ちようして答えた。禁呪を砕く最さ中なかに摑んだ髪の尾が誰の者か、そしてあの感触は気のせいではなく現実だったのか、確証もないのに口に出せるわけがなかった。未確認の事実で混乱を引き起こすわけにはいかないのだ。

「なあ、お姫ひいさん」

　白雪がうなだれると、思いがけない声がかけられた。

　え、と顔を上げると、常在がまじめな顔をして白雪に近づいてくる。青磁はそれを止めようとしたが、何な故ぜか刑部卿きようがそれを阻そ止しした。佳春はにやにやしていた。

「俺はこの絽瀬砦にあと七十年は留とどめ置かれる身だ。もし万が一、まかり間ま違ちがって刑けい期きを終えて生きて砦とりでの外に出られたら、あんたのためにはたらくことをゆるしちゃくれねえか」

　思いがけない常在の言葉に、白雪はぽかんとなった。

「え……」

　どう答えていいかわからない白雪が答えかねていると、彼はくるりと振ふり返った。

「なあ、おまえらも見ただろう!?」

　背後の科者たちに向かって、常在は声を張り上げる。「このお方は、自じ業ごう自じ得とくで死すべきさだめを科かせられた俺たちの命すら惜おしんでくれた！」

　何を言い出すのかと、白雪は驚おどろいて常在を見、次いで背後に控ひかえる科者たちを見た。

　科者といっても、老ろう若にや男くな女んによ、さまざまな者たちがいる。白雪が初めて見たときと異なり、みな一様にその顔から陰いん鬱うつな影かげがぬぐわれていた。年取った者たちはその場に膝ひざをついて手を合わせている。──まるで神にゆるしを乞こうかのように。

　白雪の喉のどの奥に、冷たい塊かたまりがゆっくりと落ちた。

　自分は神ではないのに、神のように崇められている。その事実が、じんわりと白雪の心を冷やしていく。

　胸の中に苦さが広がった。

　自分の力は神に及ぶはずもないのに。

「俺たちはおそらく、死ぬまでこの砦から放たれることはないだろう。だが、あんたのために捨てる命が必要なときは呼んでくれ。薄うす汚よごれてまで生き存ながらえたこの身でよければ、いくらでもあんたの役に立ってみせよう」

「俺もだ！」

「わたしも！」

「この斎宮のためなら、なんだってできるぜ！」

　常在の言葉に呼応するかのように、科者の集団から口々に叫びが上がる。それらはやがて歓かん呼この渦となって、黄昏たそがれの空に響ひびき渡わたっていく。

「あんたにとっちゃ、こんな科者たちにおだて上げられてもどうしようもないって思うかもしれんが……」

　白雪の戸と惑まどいに気づいたのだろう、常在が苦く笑しようした。

「いいえ！　いいえ、……そんなことはありません。うれしいわ」

　白雪はそれに激しく首を振る。「ありがとう。──でもわたしのために命を捨てるなんてことは、やめてください」

「まったくだぜ。俺たち騎士だってそうするなと言われちまってるのに」

　青磁がやや憤ふん慨がいしたように言う。それに佳春が目を丸くし、

「うわ、そりゃ俺らの姫ひめとは正反対だぜ」と、呟つぶやいた。










　その後は動ける科者たちと力を合わせ、夜通しかかってすべての死者の弔とむらいをした。荒こう野やは闇やみ夜よでも雪のために明るかったので、誰も見えなくて作業に困るということはなかった。

　術を編んでいた五名の死体も持ち帰った。事実の調査後、かれらの死体が浄じよう化か目的で焼かれると聞いた白雪は、かれらのためにも祈った。少しでも安らかになれるようにと。

　絽瀬砦で斬ざん首しゆに処された者は、首を出生地に持って帰られ、晒さらされるという。その後、首は首塚に葬ほうむられるが、胴どうは砦の北側に埋うめられていた。今回の件で死んだ科者たちもその墓地に葬られることとなった。

　琥珀が散光信で天藍に報告を済ませたとたん倒たおれるように眠ねむってしまったので、水鏡による帰き還かんは昼過ぎか夕方になりそうだった。

　白雪も仮か眠みんを取るよう、舎館の一室に案内されたが、寝しん台だいに入っても、興奮が冷めていないのか寝ねつけなかった。

　しばらく寝ね床どこの中でじっとしていたが、夜明けの清せい冽れつな空気や、目を閉じても肌はだに感じられるぼうっとしたひかりが気になって起き上がり、部屋を出た。

　科者たちが自発的に獄舎ひとやへ戻ったので、砦の中はひっそりと静まり返っていた。解けかけた雪は敷しき石いしを滑すべりやすくしていたが、白雪はゆっくりと気をつけて誰もいない通りを歩いた。

　門の外に出る。夜明け前の雪に覆おおわれた荒野は青白く、生せいあるものはどこにも存在しないように見えた。

　絽瀬砦の北側からは、北方を占しめる無人の地、氷ひよ泥うで土いどが見えるという。白雪は、冷気の中、白くなる自分の吐と息いきをかき消すように歩きながら砦を出た。

　門からぐるりと明るいほうへめぐり、砦の北側へ出る。すると、雪に埋もれた墓地に人ひと影かげが見えた。

　ぎくりとして立ち止まる。

　遠目からでもわかる赤毛は、──蘇芳だった。

　蘇芳、と名を呼ぼうとして白雪はためらった。遠くに見える彼の横顔は険けわしく、ひどく憤いきどおっているように見えたからだ。

　明るくなりかけていたが、まだ陽ひは昇のぼっていない。薄はく明めいの空は高く澄すみ、雪が大地を覆っている。その中にいる蘇芳は、まるで白い布を汚よごす一点の血のように見えた。

　墓地といっても、埋められた者たちの上に適当な大きさの石が墓標の代わりに置かれているだけだ。雪が残っているから、埋められた科者の名と没ぼつ年ねん月日が刻まれている墓標も埋もれてしまっている。

　数多くの科者が葬られてきた墓地は果てがないほど広い。蘇芳はその墓地の中央、雪の除のぞかれた墓所に、東を向いて佇たたずんでいた。

　ふいに白雪の視界が明るくなった。よく見れば、幻げん視しの光が球となってそこかしこを舞まっている。明らかにこれは昇しよう天てんできない者たちの霊れいだ。白雪は悲しい気持ちでそれらを眺ながめた。

　ここに留まっている霊は、墓地に眠る科者たちだろう。だがその幻視の光は、ひかりの見え方に差はないはずなのに、はっとするほど美しく見えた。

　白雪は空を見上げた。明け方の空は、西は紺こん青じよう、東は藤ふじ色いろをにじませている。そのあいだは少しずつ色調の異なる青で埋め尽つくされていた。

　白雪は、これらの色をどこかで見たと思った。

　──そうだ、青磁の目の色だ。

　……口はわるいけれど、青磁はいつも白雪のためを思ってくれている。今では白雪にも彼の繊せん細さいな心ここ遣ろづかいが理解できるようになっていた。彼だけではない。蘇芳はもちろんのこと、琥珀も黒曜も、いつも何よりも白雪を優先して行動する。斎宮を守る騎士だから、というだけではない。かれらが白雪を大切に思う気持ちを、白雪は以前よりも正しく理解し、受け容れられるようになっていた。

　かれらのようなやさしい人々、そして白雪のまだ出会ったことのないやさしい人々がいるこの世界は、あらゆる色、あらゆるひかりに満たされて、それはそれは美しいのに、どうして人間は傷つけ合い、憎にくしみや恨うらみの思いを抱いだきつづけていくのだろう。

　それがいやならば、ひとりで生きるしかない。だが、本当の意味で人間がたったひとりで生きていけるわけがない。

　人は、他者がいて初めて自己を知りうる。誰とも出会わない生せいになんの意味があるだろう。

　だが一方で、だからといって誰かと出会い寄り添そう生にどのような意味があるのだろうとも思う。

　人はその意味を知るために生きているのだろうか……

「……蘇芳」

　近づいていくと、白雪が名を呼ぶより先に蘇芳が気づいて、顔を上げた。こわばっていた顔がゆっくりとほぐれ、苦笑のような表情が浮かぶ。その痛々しさに、白雪は彼を傷ついた獣けもののように感じた。

「何をしているの？」

「……」

　蘇芳は何か言おうとしたが、言葉をなくした人のように口をあけたままうつむいた。

　その視線が細められ、足もとの墓石に固定される。古びた墓石は、刻まれていたはずの碑ひ銘めいも風雨に擦すり切れて読み取れず、ただの石にしか見えなかった。

「……知ってる、人？」

　ここに葬られているなら絽瀬砦で死んだ科とが者ものだ。

「俺が、……ずっと、殺したかった男だ」

　かすれた声の告白に、白雪は目を瞠みはった。

　蘇芳の顔が、苦しげに歪ゆがみ始める。その身から立ちのぼる怒ど気きが見えた気がした。

「本当のことを知ったときから、ずっと俺は、……いつか殺してやると、ただそれだけを考えていたのに……とっくに死んでしまっていたんだ」

「蘇芳」

　白雪は、そっと左手で蘇芳の腕にふれた。

　そのとたん、見上げていたはずの蘇芳の姿が、白雪よりちいさな少年の姿に変わる。明確な幻視に、白雪は目を瞠った。

　──これは、蘇芳がこの憎しみを抱いた最初のときの姿だ。

　驚おどろいた白雪が手を離はなすと、少年の姿はたちまちかき消え、その場には蘇芳が立っていた。

「蘇芳は、……まだ、その人を憎んでいるの」

　白雪が問うと、蘇芳の顔に自じ嘲ちようの笑えみが浮かんだ。

「ああ。──憎しみは心を曇くもらせ、自らをも貶おとしめるとわかっていながら、……俺は、憎む心を抑おさえきれない」

　蘇芳はかすかに肩を震ふるわせた。「せめて、死なせてくれと懇こん願がんするほどの苦痛を味わわせてやりたかった」

　白雪は首を振ふった。

「だめよ、そんなふうに人を憎んではいけないわ！　……そんな、……おねがい……」

　憎しみは人の心を病やませる。

　蘇芳の心が暗い澱よどみに落ちていくかと思うと、白雪はそう懇願せずにはいられなかった。

「君が、」

　蘇芳はふいに片かた膝ひざをついて、白雪の顔を下から覗のぞき込んだ。「君が戻れば、俺を救ってくれると思っていた」

「わたし、が……？　どうして……」

「今後現れる斎いつき宮のみやの烙らく印いんを持つ者なら、俺のこの罪を、……憎しみや苦しみを取り除いてくれるだろうと、白鷺さまはおっしゃったんだ」

「母さんが？」

　白雪は呟つぶやいた。どうして母はそのようなことを蘇芳に言ったのだろう。先さき見みをしたのか。
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「……わたしにそんな力はないわ」

「禁呪を扱あつかえるほど重い竜珠の君が無力だというのか？──君は、俺を拒こばむのか……！」

　蘇芳の悲痛な叫びが白雪の胸を締しめつける。

「いいえ、──どんな重い罪も、いつかはゆるされるときがくるはずよ。もし罪をゆるされない者がいるとすれば、それは……自分で自分をゆるせない人よ」

　蘇芳はまじまじと白雪を見上げる。その双そう眸ぼうは沈しずむ夕陽の色に染まっていた。

「自分をゆるせるはずなんかない」

　蘇芳はゆっくりと立ち上がった。体の向きを変えると、のろのろと歩き出す。

　白雪はその前に回り込んだ。

「どうして!?」

　誰にでも頼たよられるやさしくて強い蘇芳が、このような弱音を吐はくことが白雪には信じがたかった。

　人には、見えている以外の面も潜ひそんでいる。言葉の厳きびしい青磁のやさしさのように、琥珀の笑顔の裏にある暗さのように、寡か黙もくな黒曜の雄ゆう弁べんな態度のように。

　それは、わかっていたはずなのに。

「──今でも生まれてこなければよかったと思う俺が、自分をゆるせるはずもないだろう」

　白雪は茫ぼう然ぜんとした。

　まるで氷の塊かたまりのようなその言葉の意味を胸きよう中ちゆうで反はん芻すうする。

　蘇芳は白雪をよけて、再び歩き出した。

　数歩先でその気配が停とまる。

「もう危なくはないだろうが、寒いから、早く館やかたに戻ったほうがいい」

　蘇芳の言葉はやさしかったが、白雪の胸に落ちた氷ひよう塊かいは溶とけなかった。










　斎宮の征せい討とうは良好な結果に終わり、白雪と騎き士しの一行は、水鏡で天藍に帰き還かんした。

　帰還した翌日、祥琳との謁えつ見けんが謁見の間で行われた。

　初の征討が順調に完かん了りようしたことを、未いまだに現斎宮に不満を抱く一部の貴族に強く印象づけるための正式の謁見となり、白雪は琥珀から教えられた口上を、丁てい寧ねいにゆっくり、を心がけて述べた。

「このたびは、わたくしの未熟さゆえに、天地の陰いん陽ようが乱れ、皆みな々みな様さまにはご迷めい惑わくをかけました。禁きん呪じゆによる人じん為い的な異変は、今は収まっております。陛下の御み代よの御おん為ために、これからも身を砕くだき尽つくしますことを、今後もおゆるしくださいませ」

　背後には騎士が四人ともついている。だからだいじょうぶだ、と白雪は安心していた。もっとも、とちれば青磁にあとでこってり絞しぼられるだろうが。

「……よくやってくれた、白雪」

　玉座の祥琳は微笑ほほえんでいる。その両りよう脇わきを道延と夜鳩が固めている。佳春が涼州で事後処理に携たずさわっているので、聖王の身辺警護は、今も臨時で侍じ司しの道延が務めていた。

「長旅、ご苦労であった。また、騎士たちもよく働いてくれた」

　祥琳の言葉に、白雪は顔を上げた。

「ありがたき幸せにございます」

　つつがなく謁見が終わり、聖王が退出すると、玉座の近くから道延と夜鳩が近づいてきた。

「白雪さま、このたびは初の征討、無事に終わって何よりでした」

　道延が声をかけてくる。「刑部卿きようがたいそう迷惑をかけたと思いますが」

「そんなことはありません」

　白雪は、公式の場で意識して使うようにしている丁寧口調で答えた。「いろいろと助けていただきました。……砦とりでの者たちにも」

「砦の？　駐ちゆう留りゆうしていた者たちは、青竜隊も官員も、佳春以外は送り返されていましたが」

　いぶかしげな声は夜鳩のものだ。小こ柄がらな男は穏おん和わな性た質ちで、いつも微笑んでいるような印象を与あたえる。彼も佳春、道延と同じく、先代斎宮の騎士を務めていたらしい。

　重い竜珠ゆえに黒くろ髪かみを長く伸のばし束ねていて、瞳ひとみも髪と同じ黒をしているが、肌はだの色はぬけるように白い。どことなく幼げに見える顔つきをしているが、実は道延や佳春よりはるかに年上なのだそうだ。星曜館の館長代理を務めており、次代の館長であろうと噂うわさされていた。

「いいえ、駐留していた方たちではありません。科とが者ものたちです」

　白雪の言葉に、道延と夜鳩は顔を見合わせる。

「白雪さまは、科者が怖ろしくないのですか。特に、絽瀬砦の科者たちは凶きよう悪あく犯はんばかりだというのに」

「夜鳩さまは、わたしが怖いですか」

　白雪は反問した。

「……怖い、かもしれませんね、別の意味で。──白雪さまは、我が姫の娘むすめ御ごでいらっしゃるから」

　夜鳩は苦笑して答えた。その表情が誰かに似ているような気がしたが、その面おも影かげを摑つかみきる前に白雪はあることに気づいた。

「夜鳩さま、……後ろ髪はどうなさったのですか？　前はそのように不ふ揃ぞろいではなかったと記き憶おくしていますが」

　夜鳩の竜珠は国内で五指に入るほどの重さだと言われているから、しきたりによって伸ばされている黒髪は尋じん常じようでなく長かった。首の後ろでいったんくくられ、編まれた尾おが腰こしより下まで届いている。その尾の先が、今は無造作に断たったように不揃いになっていた。

「ああ、これは」と、夜鳩は説明した。「炭を火ひ鉢ばちに継つぎ足そうとして、焦こがしたのです。自分でそろえたのですが、なかなか巧うまくいかず」

「あとで俺が整えてやろう」

　道延が、やれやれと肩をすくめた。「おまえといい、佳春といい、自分のことくらい自分できちんとできないのか」

「君にはいつも世話になりっぱなしだねぇ……」

　夜鳩は感かん慨がい深げに呟いた。「……もう、ずうっと昔から」










　白雪は、夜鳩のことはよく知らない。母の騎士だったというが、館長代理として老ろう齢れいの星曜館館長に代わって実務をこなしており、多た忙ぼうで公式の場に出てくることはほとんどないのだ。名は以前から聞いていたが、白雪がきちんと姿を見たのも、年が明けてすぐの初うい日じつのお披ひ露ろ目めの場が初めてだった。

　禁呪を砕いたときに摑んだ、異変の首しゆ謀ぼう者しや、──禁呪を唱えたであろう術使いの髪の尾の感かん触しよくが、夜鳩の後ろ髪の不揃いとつながる。それらを併あわせてある推測に至った白雪は、このことを誰に相談すべきか考えた。

　謁見ののち、白雪は窮きゆう屈くつな第二正装を脱ぬぎ捨てて、斎宮の略装に着き替がえた。これはひいなの衣装よりやや布が多い程度で動きやすい。

　ふだんはひいなの宿舎に寝ね泊とまりしている白雪だが、通常、斎宮としては親王御ご所しよの一画を使う。本来ならば、奥おく殿どのの一部を改めて斎さい宮ぐう御ご所しよとすべきなのだが、未いまだそれは成されていなかった。

　親王御所から斎宮殿までを駆かけ抜ぬける。早く千白に会いたかった。

　まだ目ざめてはいないはずだ。白雪は確信していた。

　千白が目をさませば、自分にはそれがわかるはずだ、と。

　千白と話したかった。会わないあいだにあったいろいろなことを。

　──人は誰もが孤こ独どくという名の影かげと寄り添そい生きている。だがこれまでの白雪は違ちがった。物心ついてからは朱月が常に傍そばにいたし、天藍に来てからはずっと千白がいてくれた。どこでもいつでも、どんなときでも。

　だからそれがふつうになっていた。

　いつもどこまでもついてくる千白を疎うとましく感じることもたまにあったが、それは千白が自分の傍を離れるはずがないと信じていたからだ。

　──だが、今は。

　とりとめもなくそんなことを考えながら、白雪は斎宮殿の階段を下りて、地下の祈き禱とう所じよに入った。左手のひらに焰ほのおを発生させて吹ふき、壁かべの燭しよく台だいに立てられたままの蠟ろう燭そくに火をつける。

　祭さい壇だんの下、という黒曜の言葉を思い出し、白雪は床ゆかに膝ひざをついて祭壇の下を覗のぞき込んだ。真四角の敷しき石いしが僅わずかに浮いている。それを押すと、反動で敷石が逆に飛び起きるように跳はね上がった。仕し掛かけ扉とびらだ。

　四角く空いた空間を覗き込む。どうやって下りようかと考え込んでいると、手をかけた敷石のふちから、白い板のようなものでできた階段がするすると下へと伸び始めた。

　白雪はしばらく目を丸くしてそれを見ていたが、特に怪あやしい気配もないので、段に足をかけて下り始めた。

　一枚一枚の板が浮き上がって見える階段を、最初は恐おそる恐る下っていたが、最後の数段は駆けるようにして下り、千白に近づく。

　敷しかれた赤い布の上に千白は、──千白の体は横たわっていた。不思議なことに、この杖つえの間まは祈禱所の地下にあるというのに、祈禱所と違って明るい。

「ちしろ」

　呼びかけても千白はぴくりともしない。白雪は傍かたわらに膝をつくと、そっと千白の胸に耳を当てた。

　最初は何も感じられなかったが、しばらくそうしていると、ひどくゆっくりと鼓こ動どうが刻まれているのがわかる。

「……何してるんだい」

　上から呼びかけてくる声に、白雪は素す早ばやく身を起こした。

　軽かろやかに階段を下りてきたのは琥珀だった。

「琥珀こそ、どうしてここに」

　騎士たちとは謁見の間の前でわかれ、みな自分の仕事に戻ったはずだった。

「われらが姫さまが、急いで斎宮殿へ駆けていかれるから、何ごとかと思ってね」

「……千白のようすを見に来たのよ」

　そこでやっと、白雪はあたりを見まわす余よ裕ゆうができた。ぐるりと頭をめぐらせると、部屋の中心に四角の壇だんがあって、白い長い棒が刺ささるように立てられているのが目に留とまる。

　九連環杖と異なり、装そう飾しよくなどはまったく何もない。武道で使う棒にも似ていたが、それよりやや細い。何より、白く光っている。

「あれが、輝キ石セキノ神カミの宿っていた木から作られた杖のひとつだよ」

　白雪の視線に気づいた琥珀は、そう言いながら杖に歩み寄った。「国こく祖そがわが神杖の建国を宣言してからずっと、この場所に刺さっていると言われている」

「よく朽くちないわね」

　白雪が不思議に思って言うと、琥珀は声を立てて笑った。

「そう、だね。確かに、三千年も、こんな場所に刺さったままなんて……」

　それきり琥珀の声は途と切ぎれる。琥珀は白雪に背を向けるようにして杖を見ているから、白雪には彼の背中しか見えない。

「ねえ、琥珀」

　黙だまっているべきか否いなか。

　白雪は心を決めて口をひらいた。

「あの禁きん呪じゆを使ったのは、星曜館の夜鳩さまだわ。さっき、話しててわかったの」

　琥珀の背が、かすかに震ふるえたように見えた。

　杖の間が明るいのは、壁や天てん井じようが発光しているからだろう。幻げん視しのひかりのようでもあったが、何か自然に発光する上うわ薬ぐすりでも塗ぬられているらしい。かすかなひかりだが、おかげでものを見るのは容易だった。

「……琥珀は、どう思う？」

　問いかけると琥珀は振り返り、白雪に近づいてきた。

「君は、どうして千白のようすを見に来たんだい」

　隣となりにしゃがみ込むと、琥珀は白雪の問いを聞かなかったかのように尋たずねてくる。

「……どうしてって、心配だからよ。ずっと会ってなかったんだもの」

　白雪は、横たわる千白の顔を見おろした。

　眠っているように見えるその顔はぴくりとも動かない。九連環杖は、千白は休んでいるだけだと言っていたが……

「──僕の母はね、若いころ、……星曜館に入る前、学まな舎びやにいたころに、同窓の術使いでとってもとろい人がいて、いつもその人の世話をやいてたんだって」

　突とつ然ぜん語り始めた琥珀の横顔を、白雪はちらりと見た。懐なつかしげな色がその瞳に浮かんでいる。

「その人は、段差のないところでつまずいたり、書類運びをさせるとばらまいてしまったり、着物の袷あわせを間ま違ちがえたり、いろいろとだめな人だったんだけど、術使いとしてはとても優ゆう秀しゆうで、母さんはときどき納なつ得とくがいかなかったんだって。なんでこんなだめな人なのに、わたしより先に術師になれたんだろうって」

　白雪は、黙って琥珀の言葉に耳を傾かたむけた。琥珀がただの郷きよう愁しゆうや、白雪の問いをごまかすために母の話をし始めたのではないことがわかったからだ。

「──母さんはその人より遅おくれて術師になって、星曜館に詰つめるようになった。その人はやっぱりへまが多くて、術師としては優秀だったけど、なかなか出世しなかった。いろんなところへ出て行くのが好きで、出張ばかりしてたしね。……その人は、いつも旅から帰ると母さんにおみやげをくれたんだって。お世話になってるからって」

　微笑ほほえましい話だった。

「おみやげって、何かしら」

「たいてい食べるものばっかりだったらしいよ。しかも、自分が食べたくて買ってきてたみたいだって」

　琥珀はくすくす笑った。「その人はいつまで経たっても平らな地面で転ぶような人だったから、母さんは心配しつづけてて…………いつのまにか、その人を好きになっていたんだって」

　好きに。

　白雪は、じっと琥珀を見つめた。

　琥珀も白雪を見つめ返す。

「……白雪が、千白を心配っていうのは、そういう意味なのかな」

　思いがけない言葉に、白雪は困こん惑わくした。

「そんな、……わたしは千白を心配しているし、好きだけど、琥珀の言ってる意味で好きではないと思うわ」

「だったら、いいんだけど」

「好きって、よくわからないわ……」

　白雪は、愛した者のために命を捧ささげた母のことを思った。「ねえ、その人と琥珀のお母さんは、それからどうしたの」

「母さんはその人と好き合って、……僕を身ごもった」

　白雪にも、その言葉の意味は理解できた。

　わかったからこそ、まじまじと琥珀を見つめる。

「母さんの好きな人は、重い竜珠で、とても優秀な術師だった。星曜館の幹部候補に選ばれるくらいにはね。──星曜館では幹部になると、誰だれでも他者との交わりを絶たたなければならない掟おきてがある。妻や夫や子どもとは別れて、二度と会うことはできない。精神を平静に保つために、守らなければならない家族を捨てるんだ」

　白雪は黙った。その掟はひどく苛か酷こくに思える。

「母さんは、その人と二度と会えなくなるのはつらすぎて耐たえられないと、白鷺さまに相談した。そうしたら白鷺さまはこうおっしゃった、『陛下に頼たのんでみましょう、その子ごと召めし上げてくださいって』」

「それって、祥琳さまの、側室に、……？」

　白雪は、信じがたい思いながらも、琥珀の説明から導みちびき出した予測を口にする。

「そうだよ。──そのころ陛下は妃ひ殿でん下かをめとったばかりだったけど、白鷺さまのご友人が、陛下の御み子ことされる蘇芳を産み落としていたとわかって、側室に入られた矢先だったんだ。つづけて僕の母を入れろって、白鷺さまは陛下にお頼みしたんだよ」

　あまりのことに、白雪は絶句した。母がそこまでとんでもない人間だったとは、さすがに想像していなかったのだ。するはずもない。これでは理法も掟おきてもあったものではない。掟破りと呼ばれても仕方がないだろうと思えた。

「陛下は白鷺さまには甘あまかったから、姉にも等ひとしい友だちを助けてほしいという願いを聞き入れて、僕の母を、自分の子を宿した側室として召し上げてくれたらしい。──この話は、白雪の他ほかには誰にもしたことがないよ」

　琥珀は、そんな白雪にくすくす笑ってみせた。

「そりゃあ……言えないわよ……」

　白雪はやっとのことでそれだけ言った。

　偽ぎ王おうの祥琳の、さらにいつわりの息子むすこ。

　ということは、琥珀は白雪とも、ふたりの兄とひとりの弟とも血のつながりがないということになる。

「うん、だからね、白雪、君しか知らない」

　琥珀の手が伸のびて、白雪の肩かたを抱だき寄せた。「僕の本当の父は、白鷺さまの騎き士しだった」

　母の騎士だった男。

　星曜館の幹部候補だった男。

「つまり、──夜鳩さまが僕の本当の父なんだ」

「どうして琥珀はそれを知ってるの？　お母さんが話してくれたの？」

　さらに問うと、琥珀は首を振る。

「昔、僕の血脈の片方はどうして夜鳩さまにつながってるの、って母さんに訊きいたら、そのことは二度と口に出してはなりませんと言われただけだよ」

　琥珀はかすかに苦笑した。「斎宮がなさる、血の探さぐりってあるだろう？　あれは血脈をみる力で行うんだよ。僕にも子どものころは血脈がみえたんだ。今はもうみえないけどね」

　琥珀が自分をからかっているわけではないのはわかる。だが、突とつ然ぜんの告白はあまりにも信じがたかった。

「──だから、僕と君は、血筋的にはいとこでも兄きよう妹だいでもない、赤の他人なんだ」

　琥珀は何な故ぜか語気を強めてつけ加えた。

　白雪は、祥琳の息子とされている四人の騎士たちと自分との血のつながりを意識したことはない。祥琳が実の父だと聞いてもその認識は変わらなかった。だから、琥珀がその事実にこだわっているらしいのが感じられて不思議だった。

「……朱月と君もそうだ。赤の他人だよ」

　琥珀の声が暗くなる。

「でも、……家族だったのよ」

　白雪は呟く。

　他人だとしても、家族だった。

　偽いつわりとはいえ家族として過ごしたことのある自分になら、彼の傷を癒いやし、凍こごえた心を溶とかせられるかもしれないと思いたい。

「君はとても朱月を気にしているみたいだね」

　まるで白雪の想おもいを読み取ったかのように、琥珀は淋さびしげな声こわ音ねで呟つぶやいた。

「だって、……あの人が笑ってくれないと──」

　白雪は胸の中心に手を置いた。

　自分の鼓こ動どうが伝わってくる。

「悲しいの、悲しくて……だからそれをなんとかしたくて」

　ふいに琥珀が、白雪の両肩を摑つかんで顔を覗のぞき込む。

「白雪。それは、……君が彼を愛しているからだよ」

　白雪はゆっくりと瞬まばたいた。

「愛……？」

「傷つけたくない、慰なぐさめたい、癒したい、そんな思いに似ているんだ。少なくとも、僕の知っている愛はそれだよ」

　白雪はゆっくりと目を閉じた。

　──たとえ自分が彼を愛しているとしても、彼は自分を憎にくんでいるのだ。

　憎まれているからと、彼を嫌きらいになれたらどれほど楽だろう。

「僕が君に対して思うのも同じだ」

　琥珀の胸に抱き寄せられ、白雪は目をあけた。

「琥珀？」

「僕は、君を、」
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『失敗しました』

　報告する声はいっそはればれとしていた。

　相変わらず、中庭の噴ふん水すいは朱月の定席だった。水すい盤ばんの水が跳はねるように踊おどっている。噴水なのでさほど驚おどろくことではないが、ここの噴水の機能はすでに止まっているのだ。水は勝手に跳ねているのである。水鏡の施せ術じゆつ者しやの感情が反映されているらしい。

「楽しそうだな」

　指し摘てきすると、相手はくすくす笑った。

『確かに、楽しいですよ。あなたに教えていただいたとおりにしたのに、何ひとつうまくいかなかったのですから』

　憎まれ口もにこやかだ。

「いいさ、おまえの役目はひとまず終わりだ。しばらく星曜館の片かた隅すみで震ふるえているがいい。いつ告発され、断罪されるか──」

『怖こわいのは、告発や断罪ではありません。あの子の笑え顔がおが見られなくなることです』

　水の動きが止まって、ゆらりと一点で立ち上がった。

「自分の息子がそんなに可愛かわいいのか。父だと名乗ることもできないのに」

『ええ。──それに、沈ちん黙もくは金と言うでしょう。私たちはただ、口にしないだけです』

　詭き弁べんにもほどがある、と朱月は思った。

「ものは言いようだな」

『あの人は偽いつわってまであの子を産んでくれました。名乗りをあげられなくても、他ほかに父と呼ぶ人がいても、それでもあの子は私の息子です。だから、私はあの子を守ります。今はもういないあの人の分まで、あの子を大切にします。私はあの子を……』

　水が弾はじけ飛んだ。朱月が術を強制的に解除したのだ。噴水のふちにもたれていた彼は、のっそりと身を起こす。

　神杖で輝キ石セキノ神カミと戦って負った傷はほぼ治りつつある。もうこの館やかたにいる理由はない。

　あの国を本気で滅ほろぼすならば、今までの茶ちや番ばん程度では済まない。

　朱月は立ち上がると、歩いて中庭を出た。










　誰だれもがあの言葉を口にする。今となっては朱月がもっとも忌いむ、あの言葉を。

　……朱月が遠い昔に失った妹のように。

　いつもそばで笑っていた大切な存在、一いつ緒しよに生まれた半身とも呼ぶべき同どう胞ほうと、いつか離はなればなれになるのはわかっていた。

　その別れがあんな形でさえなければ、このように人とは呼べない身となってまで生きつづけることもなかっただろう。




　それでも朱月は、今も、失った半身や一族を、
















　──……愛しているから。








あとがき









　こんにちは、菅沼です。

　読んでくださるみなさまのおかげで、星宿姫伝もとうとう四巻め『星宿姫伝　しろがねの鼓動』を出していただけました（ちなみにご質問があったのですが、『星宿姫伝』は「せいしゅくきでん」と読みます）。

　このお話はつづきものなので、できれば以前の巻も読んでいただけるとよりわかりやすいと思われます。カバー折り返しにラインナップが掲けい載さいされているはずなので、そちらをご参考になってお求めくださると、ますます励はげみになりまする（いつものようにしつこく宣伝）。




　前回のあとがきで書き忘れてましたが、ねこのしっぽは二十年で二本、四十年で四本、六十年で八本に割れることになりました。でもこの設定、あ、あんまり意味な……？　できたら番外編ででも使いたいものです。

　そうそう、またしても番外編を次のザ・ビーンズに載のせていただけるようです。今度は瀬田さんが四コマでないマンガを描かいてくださるそうですよ！　今から遠足前のようにわくわくしております。自分も書かなければならないのですが、まあそれはさておき。

　ところで、ひとつのお話をこんなに長く（四百字詰づめ換かん算さんで今巻にてとうとう千枚超ごえ）つづけて書いたことがあまりないので、最初のほうを忘れかけててやばいです。長い話を書ける人ってスゴい！と感かん嘆たんすると同時に、自分の記き憶おく力減退に怯おびえております。

　そのせいではないですが、星宿姫伝、自分はしろがね編と呼んでいます今のお話は、折り返しを過ぎてあと二冊で終わる予定となっております。しろがね編以降の予定は流動的で、その後どうなるかは読者のみなさまの応おう援えんにかかっております。

　最後まで、そしてできればそれ以後も、どうぞよろしくお願いします。




　みなさまのおたよりに支えられています。ペンでびんせんに手紙を書いて、折おり畳たたんで封ふう筒とうに入れて、宛あて名なと差出人住所氏名を書いて、封ふうをして切手を貼はってポストに入れる──という作業を経へておたよりが届くことを考えると、とても感かん慨がい深いです。おたよりをくださる方が、どんなふうにこの話を読んでくださるか、楽しんでいただけたか、何度も読んでくれたかしらとか、考えるだけで胸がいっぱいになります。本当にありがとうございます。

　たまに絵師の瀬田さんと連名の宛名で届くおたよりがあります。瀬田さんに応援のおたよりをお送りになる際は、瀬田さんだけのお名前でお送りいただくのがベストですよ。そうでないとわたしのところに来てしまうので、せっかくのご感想がもったいないです。お気をつけくださいませ。

　お返事はこつこつ出しております。お手元に届くまで、お気を長くしてお待ちください。




　最後に、下読みの友人、いつもありがとう！　またたくさんの綺き麗れいなものを一いつ緒しよに見ましょう。この物語があなたの支えになりますように（こ、この内容でそゆことを）。

　瀬田さん、いつも可愛かわいくてカッコいい絵をつけてくださり、本当にありがとうございます。今回、おっさん祭りの一枚が大のお気に入りとなりました。新年会で最初に甘かん味みに誘さそってごめんなさい……今後もどうぞよろしくお願いします。

　編集さま、打ち合わせをしていると、とめどなくいろんなものが脳からあふれてきます。いつも素す晴ばらしい刺し激げきをありがとうございます。お忙いそがしいとは思いますが、今後もくれぐれもよろしくお願いいたします。またカレーを食べに行きましょう（鼻息）！

　そして重ねて、読者のみなさま、最後まで突つっ走ぱしりますので、白雪をはじめとする物語の登場人物がどこへ行きつくかを見守っていただけますように、平ひらにお願いする所存です。




　では、次巻でお会いしましょう。





豆本作成の野望を抱いだいてプリンタを新しくした　菅沼理恵　拝　　

※豆本といってもビーンズ文庫ではなく、ちっちゃい本という意味ですよ！






　もふもふも日記　http://blog.livedoor.jp/sieraden/
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